















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ラウムにある裏通りの酒場。

　酒とたばこと肉の脂の匂いが立ち込めた、あまり真っ当ではない場所。

　そこに数人の男がたむろしていた。

　揃そろいも揃って不景気な顔。それもそのはずで、先の誘拐事件の際に本来受け取るはずの子供を受け取れず、雇い主の奴隷商も姿を隠したため、仕事がなくなった状態になっていたからだ。

　いつ奴隷商から声がかかるとも限らないので、こうして酒場で待機してはいるのだが、金が減るばかりで一向に連絡が来る気配がなかった。

「チッ、いつまでここでこうしてなきゃならねぇんだよ」

　男の一人が酒を呷あおり、叩たたき付つけるように杯を戻した。

　その音が店内に響き渡り、客の視線が一瞬彼らに集まる。しかしそれも束つかの間ま、再びそれぞれのテーブルに視線を戻す。

　この店では、この程度の騒動など日常茶飯事だからである。

「まあ、あわててもしゃあないだろ。落ち着けや？」

　一人、二本の剣を携えた腕の長い男が、その荒すさんだ男を嗜たしなめる。

　そんな彼らに一人の少年が近付いてきた。

「やあ、不景気そうな雰囲気だね」

「なんだぁ、てめぇ」

「いや、少し仕事を依頼したいと思ってさ。あ、君たちの雇い主からは許可を得ているよ」

「は？　なんでそんなことを──」

「『棺かん桶おけが入荷』、しなかったんだって？」

「てめぇ！」

　見透かしたかのように、彼らの暗喩を口にする少年。

　内情を知られたかといきり立つ男たちを、双剣の男が制した。

「待てって。なあ、どこまで知ってる？　それとも、あんた……ひょっとして俺も知らねぇ関係者か？」

「まあ、そんなところかな。それで少しお願いがあるんだけど、いいかな？」

「話を聞くだけなら、かまわねぇさ」

　双剣の男は語尾を吊つり上げた、少し相手を小馬鹿にするような独特の口調で答える。

　少年が空いた席に座り、指を鳴らして給仕を呼びつけると、人数分の酒を注文した。

「はじめまして、僕の名はクファル。一応君たちの雇い主の雇い主、になるかな」

「そりゃすげぇ。俺はマテウス。一応こいつらを指揮してる立場のモンだよ？」

「よろしく。で、頼みたいのは、ちょっとしたアイテム回収についてなんだ」

「アイテム回収？」

「僕が行使する魔法にいくつかの触媒が必要でね。特に魔力伝導率の高い触媒が欲しい」

「そりゃ残念だがお門違いってやつだ。魔法に関しちゃ、さっぱりでね？」

　少年──クファルの依頼を、きっぱりと断ろうとする双剣の男、マテウス。

　しかしクファルは指を立ててその答えを拒否した。

「少し早合点だね。目星はもうこっちで付けているんだ。君たちにはその回収をお願いしたい」

「目星ねぇ……で、何を取って来いっていうんだ？」

「ドラゴンに所縁ゆかりのあるなにか」

「ドラゴンだぁ!?」

　この世界において、最強に位置する種族。神竜バハムートを頂点に戴いただく生態系の頂点。それがドラゴンだ。

　もちろん人間のそれを遥はるかに上回る生命力と戦闘力を持っている。

　知性のほどはピンからキリまでなので、運悪く知性の低いドラゴンと行き会った場合、死を覚悟する必要がある。

「悪いが──」

「おっと、話は最後まで。別にドラゴンのそばまで行って何か取って来いってわけじゃないんだ。そのドラゴンが出入りしている場所があってね。そういう場所なら鱗うろことか牙とか爪とか、そういうのが落ちてるかもしれないでしょ？」

「それを拾って来いと？」

「そうそう。近くのエルフの村にそういう場所があるんだ。ほら温泉の出てる場所」

「ああ、そんな場所もあったっけ？」

　クファルの言葉を聞き、マテウスは腕を組んで考え込む。

　ドラゴンのいないときにその場所に行って、その遺留物を集めてくる。それだけなら時間もかからないし、危険もない。

　しかしその間に雇い主に召集された場合が問題だ。

「俺たちも今は待機中だしな。頭越しに依頼っていうのは少し考えちまうんだよなぁ？」

「じゃあ断る？」

「うーむ、なら代わりに手の空いている連中を紹介してやるよ。俺たちと直接関係ないから足が付くことはないはず？」

「そういう知り合いがいるんだ？」

「そりゃこういう商売だしな。勝手に仕事受けて今の雇い主に迷惑かけたってなったら、グチグチいう奴もいるし」

　組んでいた腕を解き、オーバーなアクションで肩をすくめてみせる。

　今度はクファルの方が顎に手を当て、思案する。

　この仕事に新たな人物を巻き込む可否を計算しているらしい。

「ま、いいか。裏切ったら始末すればいいだけだし」

「いうねぇ！　ってーことはあんたも結構、デキるクチなのかい？」

「そうだね、そこそこには。君の願望を満たせるほどじゃないけど」

「そこまで調査済みってわけか。まあいいさ。で、紹介料なんだが……？」

「あ、やっぱり取るんだ」

「タダじゃ、俺たちに旨うまみがねぇだろ？」

　そこへ給仕が注文した酒を運んできた。

　クファルもマテウスも、その配膳が終わるまでは口をつぐんでいた。

　このような酒場では人に聞かれたくない話も頻繁に行われるため、そういった行為は別に珍しいことではない。

　やがて酒を配り終わった給仕は、何もいわずにテーブルを離れていく。

　こちらも、そういうやり取りには慣れているのか、何もいわない。

「では、報酬は金貨で二十を予定していたので、君たちには一割を」

「おっと、それは少し渋くないかねぇ？　三割」

「じゃあ二割、そっちもそれくらいを予定してるんでしょ。細かな額の攻防で無駄な時間をかけたくないし」

「ま、いいっしょ？」

　クファルの提案をマテウスは了承する。

　それぞれ酒杯を手に取り、掲げる。

　これは冒険者にとって共通の、契約完了の儀式を意味する。もちろん未成年には、そのような認識はない。

　クファルとマテウス。

　契約を交わした二人は、満面の笑みを浮かべ……互いを全く信頼せずにいたのだった。
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　魔力蓄過症の治療薬を服用するようになってから、一か月の時が過ぎた。

　あれから多少眩暈めまいを覚える事はあっても、いきなり体力が急激に減少し気絶するという事態は目に見えて減っている。

　問題の魔力吸引行為だが、自宅ではフィニアに、学院ではコルティナに行ってもらう事で事なきを得ている。

　無論、人目を忍んでの行為だ。あの感覚はなんともいえない脱力感を伴うため、少々人に見せられない表情になってしまう。

　これが普通の子供だったら熱っぽい表情で済んだのかもしれないが、俺は頭抜けた美貌を持つため、見る者にアヤシイ妄想を呼び起こしてしまうようだった。

　とにかく、女教師コルテイナと人目のない教室に入り込み、出てくる時は紅潮した表情なものだから、怪しい噂うわさが立っていたりいなかったりするが、俺の虚弱体質は有名だったので治療ということで周囲に納得してもらっていた。

　そんなこんなで日々は過ぎ、ようやく普通の子供程度の健康さを手に入れたのである。

　ところが、今……俺に新たな危機が迫ろうとしていた。




「よ、よせ……くるな」

　俺は絶望に染まった顔で、にじり寄る神の仕掛けた悪意の塊から遠ざかろうと、じりじりと後ずさる。

　しかしその後退も長くは続かない。すでにここは行き詰まり。逃げる余地も後退する余裕も、もはや存在しなかった。

「それだけは、断固としてことわる！」

「えー、なんでよ？　可愛かわいいじゃない？」

　俺の拒否の言葉に、コルティナは可愛らしく首を傾かしげてみせた。その手には学校指定の水着が吊るされている。




　無論のこと、女子用。




　分厚い生地を使って、いくつかのパーツを組み合わせた紺色の水着だ。

　胴体部はほぼ覆っているが手足は根元から剝むき出だしというデザイン。胸元には名前を大きく書き込んだ布が張り付けられている。

　入学してから早二か月以上。もうすぐ水練の教科も始まろうかという時期。

　そんなわけで、俺に学院指定水着を着せようとにじり寄ってくるコルティナから、俺は逃げ回っていた。必死の形相で。

　フリルやレースの付いた服にも慣れた。丈の短いスカートにも諦めがついた。だがそれだけは……勘弁してほしい。

「そうは仰おつしやられましても、水練の授業はカリキュラムに組み込まれてますし、受けないと単位がもらえませんよ？」

「うう、フィニアも敵か」

「そんな、敵だなんて。ただ水着姿のニコル様も可愛いかと思っただけです」

　頰ほおに手を当て、恍こう惚こつとした表情を浮かべるフィニア。おそらく俺の水着姿を思い浮かべているのだろうが……

　だがその膝の上に置いている衣装はなんだ？　泳ぐうえで、ニーソックスとかリボンは必要ないと思うんだがな！

「フィニア、帽子をかぶるから、そのリボンはいらない。あと靴下も」

「あら、これは水に入るまで冷えないようにという気配りです。あとリボンは私がニコル様を飾りたいだけですので」

「もはや味方はいない!?」

　しかし拒否したところで、フィニアの主張も一理も二理もある。学院の教科に組まれている以上、俺に逃れる術はない。

　それに水着のサイズもそろそろ合わせておかないと、泳いでいる最中にずり落ちてしまう可能性もあった。

　再調整する時間も考えれば、この時期に衣装合わせをするのも、あながち間違いではない。

「うう、いっそ殺せぇ」

「なぜそこまで悲壮感を漂わせるのか。たかが水練の授業じゃない？」

　このラウムは森林に囲まれた大国である。そして同時に、森を支えるだけの水脈が無数に走った土地でもあった。

　国土の各所を縦横無尽に河川が走っており、冒険者になるにしろ軍に入るにしろ、渡河を経験しないわけにはいかない。

　そのためには、最低限泳ぐ技術を習得しておかねばならない。

　とりあえずニーソックスは断固拒否しつつ、水着を身体に合わせる。

　サイズはかなり大きめで、このまま泳いだら肩ひもがずり落ちそうなサイズだった。

「やっぱりかなり大きい」

「病気は治ったはずなのに、食欲は今まで通りだから仕方ないわね」

「胃の大きさまで治るわけじゃないし」

「ニコル様は小さいくらいが可愛らしくていいですよ。でも、たくさん食べてもらいたい気持ちはありますが」

　水着を合わせる俺の背後から、肩に手を置き、頰を寄せてくる。

　朝晩、唇を合わせるようになって以来、彼女との距離が少し近付いた気がする。

　そんな彼女の頭に、俺は手を伸ばし撫なでてあげる。

「フィニア、いい子」

「もう、ニコル様ってば。これじゃどっちが年上かわかりませんね」

「ああ、フィニアってばズルい！　ニコルちゃん、私は？」

「教師が『頭撫でて』って頭突き付けて要求するな。ほんとにもう」

　そう言いながらも、コルティナを撫でる。フィニアのセリフじゃないがどっちが年上かわかったものじゃない。
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　ひとしきりスキンシップを堪能した後、俺は水着を脱ぎにかかる。この時期にこの格好では、さすがに寒すぎる。

　水着を脱ぎ、裸になって自分の手足を眺めやる。

　そこには肉付きの薄い、よくいえば妖精のような、悪くいえば枯れ枝のような手足がスラリと伸びていた。

　あれから一か月、人目を忍んで鍛錬に励み、それなりに力も付いてきた……気がする。それなのに筋肉がついた様子は一切ない。

　女性の身体である以上、ゴリゴリのマッチョになるつもりはあまりないが、それでも適度な筋肉は欲しい。

　実際、身体能力はマシになったとはいえ、平均的子供より低いままだ。気絶はしなくなった分だけ、進歩を実感できる程度である。

「やはり運動が足りないのだろうか？」

「ニコル様は必要以上に、無駄なくらい活発だと思われますが？」

「もっと鍛えよう。決意」

「やめてください、わりとマジで」

　気絶はしなくなったが、どこかに出かけて行っては擦り傷を作って帰ってくる日常に、フィニアの心配は絶えない。

　日が昇っているうちはミシェルちゃんとレティーナに連れ出され、実戦とは名ばかりの狩猟に出かけ、夜は夜で人目を忍んでクラウドと剣の鍛錬。

　あれ以来強敵と戦うような事態は起きていないが、森を駆け巡っていれば掠かすり傷きずは付き物だ。

　だが不思議と俺の身体に傷跡は残っていない。ミシェルちゃんは結構あちこちに細かな傷が残っているのだが、不思議なことだ。

　これもあの神様の加護なのかもしれない。




　その日、新入生を一堂に集め、首都近郊の川までやって来ていた。

　ラウムの近くには、その人口を賄うだけの大河が流れている。そこに水練用に大きな入り江を作るのが今日の目的だった。

　この河は街中まで流れ込んでいるのだが、さすがに汚水が流れ込む街中で水練は、精神的にも肉体的にもよろしくない。

　そこで街の外で流れの緩やかな場所に石を集め、それを水の中に積み上げて流れのほとんどない入り江……いわゆる湾わん処どを作り、そこで水練の授業を行う予定だった。

　百名を超える生徒たちが一抱えもある石を抱えて水に入り、流れを堰せき止とめていく。

　この時期は水着が間に合わないので体操着で流れに入っていく。吸水性の高い布地にまだ冷たい水が染み込むのは、子供の身でもかなりキツイ。

　一日の作業量は微々たるものだが、この工程を一か月近く続け、数十人が泳げるだけの大きな入り江を作り上げるのだ。

「うう、寒いですわ。こんな作業は冒険者にお願いすればいいのに」

「軍に入れば兵士になるかもしれないからね。土木工事の訓練も兼ねてるんだよ」

　肉体的にも子供の枠を出ないレティーナは、愚痴をこぼしながら石を運んでいく。

　俺もこっそり毛糸を服の下に這はわせて筋力を補助しつつ、堤防にする石を運んでいた。

　無論、魔法で糸を強化すると目立ってしまうので、それはしていない。途中でブチブチと毛糸が切れるが、その度に這わせ直して強化している。

　子供の石運び程度ではそれほど激しい動きはないので、切れてもすぐやり直せばいいだけだ。

「あ、ニコルちゃん、レティーナちゃん！」

「お？」

「あら？」

　聞きなれた元気な声に視線を向けると、そこにはミシェルちゃんと数十名の子供たちがこちらに向かってきていた。

　引率の教員の姿も見えるから、冒険者支援学園の生徒もこの入り江作りに駆り出されたのだろう。

「そっちも水練用の入り江作り？」

「うん。運動関係は魔術学院と共用だから、わたしたちも作らないとね！」

　列から抜け出し、こちらに駆け寄ってきたミシェルちゃんに、俺は挨拶を返す。

　抜け出すわけではなく目的地に駆け寄っただけだから、教員もそこは大目に見てくれているらしい。

　俺たちも水浸しの体操着のまま岸に上がり、彼女と話し込む。監督役のコルティナも、多少の休憩で目くじらを立てるような真似まねはしない。

　というか休憩を挟まないと、とてもじゃないがこの水温では長時間の労働はできない。

「はい、休憩するんならちゃんと身体を温めなさーい」

　そういって、俺たち三人の前に湯気の立つカップを差し出してきたくらいだ。

　カップの中にはコーヒーにミルクを垂らしたものが入っていた。

「こら、ミシェル！　いい加減戻ってこんかぁ！」

「あ、いけない！」

　追いついてきた教員がさすがにミシェルちゃんを叱る。他の支援学園の生徒も、すでに整列していた。

　俺はその生徒たちを見て、奇妙な違和感を覚える。そう、見るからに軽装なのだ。

　モンスターから身を守るため、最小限の武装をしているのは、ミシェルちゃんと同じ。

　しかし他の荷物があまりにも少なすぎる。

「ミシェルちゃん、お弁当は？」

　彼女は、いや彼女たちは食料を持ってきているようには見えない。

　軽めの武装以外、着替えしか荷物を持っていないからだ。長時間ここで石を積み上げるわけだから、昼食の用意は必須のはず。

「ん、現地調達なんだ。川はお魚が沢山いるからね！」

「うわぁ、入り江作りと一緒に釣りもするんだ？　支援学園はハードなんだね」

「釣りじゃなくて漁だけどね！」

　そういえば釣つり竿ざおも持って来ていなかったな。漁って何をやるんだ？

「第一斑は堤防作りを始めろ。第二班はカマド作り、第三班は魚を獲とれ。できるな？」

「はい！」

　子供たちが元気に返事をし、それぞれの方角へ散っていく。

　そのタイミングを見計らったかのように、コルティナが声を上げた。

「はーい、じゃあこっちは一旦休憩しましょ。冷えすぎると風邪ひいちゃうからね！　時間もいいしお弁当にしましょ！」

　俺たちは支援学園の連中と違って、弁当を持参していた。彼らほど生存技術習得に重きを置いていないからだ。

　他の生徒たちは次々と水から上がって弁当を引っ張り出す。

　濡ぬれたままでも気にした風がないのは、さすが若さ故の勢いだろう。

　それを見て再びコルティナが手を叩たたいて声を上げた。

「こらぁ！　先に着替えを済ませなさい！　いくらなんでも、見てる方が寒くなるわ！」

「えー」

「風邪をひかれたらこっちの管理責任を追及されるのよ！」

　着替えるのを嫌がり、追いかけるコルティナから面白がって逃げ回る生徒たち。

　コルティナはそれを魔法を使いつつ確保していった。

「しょうじき、おとなげない」

「そこ、うっさいわよ！」

　魔法まで使って生徒を捕獲する彼女に、思わずポツリと言葉が漏れた。それを耳みみ聡ざとく聞きつけてツッコミを入れてくる。

「ニコルちゃんも、手が空いているのなら捕獲手伝って」

「はぁい」

　こういう石がごろごろしている場所で鬼ごっこをするのも、ある意味訓練にはいいかもしれない。

　そう考えて俺は即座に追いかけ……る前に着替え始めた。

「よし、お着替え完了。それじゃ行くよ、レティーナ」

「まかせて！」

　両手を振り上げて走り出すレティーナ。だが彼女と逃げる生徒との間に、大きな能力差はない。

　彼女の捕獲の成果はあまり芳かんばしくなかった。だが俺はそう甘くはない。

　足運びと体重移動。力任せに駆け回る子供と違って、俺には前世の経験がある。

　熟練の足運びで最短距離を駆け抜け、先回りし、そして他者の視界に入らない場所で操糸を使って子供たちを確保していく。

　その数は、魔法を使っているコルティナに匹敵するほどだった。

　全員を捕まえ終わり、その比率を見て彼女は舌を巻く。

「参ったわね、魔法まで使って生徒と同じ程度だなんて……私、鈍なまったかしら？」

「近接戦闘を学んでいる者と、そうでない者の差じゃないかな？」

「それにしてもねぇ……ニコルちゃんが優秀すぎて、教師としてツライわ」

「コルティナはいいところいっぱいあるし」

「そう言ってくれるのはありがたいけどねぇ」

　密ひそかに落ち込むコルティナの頭を、俺は溜ため息いき交じりに撫でて、励ましたのだった。







　およそ一か月をかけて、堤防を築き上げ、遊泳池を作り出した。

　あとはそこを教員たちが土壁アースウオールの魔法で固め、補強すれば完成だ。

　俺たち生徒の尽力により築き上げ、そこにコルティナ以下数名の教員の魔法によってようやく大まかな形ができあがった後で、マクスウェルが現れたのだ。

　ひょっこり顔を出したクソジジィは、好こう々こう爺や然とした態度を崩さないまま、あっさりと周辺の堤防を更に広げてしまったのだから、言葉をなくした。

　俺たちの一か月の苦労は一体何だったのだろうか。素直に感嘆して、英雄を憧憬の目で見つめるクラスメイトが羨ましい。




　ともかくこれで水練の授業の場は完成した。

　あとは勝手に水が流れ込み適度な深さのプールができあがるという寸法である。

　その頃には俺の水着も完成していて、更に羞恥の谷に突き落とされもしたが、まぁそれはいい。忘れよう。人は忘れることができる生き物なのだから。

　そんなこんなで新しい授業の準備も完了し、俺たちはようやくいつもの日課に戻ることになった。

　つまり、放課後の冒険もどきの狩猟である。

　土木工事は授業時間内に行われていたのだが、やはり幼い身体に重労働はキツイ。

　放課後、家に戻った途端にバタリと倒れ、夕食までお昼寝してしまう毎日を送っていた。

　そして夜は夜でクラウドを鍛え上げ、冒険者として育成する。俺の睡眠時間はここのところ、露骨にその量を減らしていた。

　しかしそれも昨日まで。今日から水練が始まるまで、通常の授業形態に戻る。

　疲労も溜たまらないので、放課後から夕食までの時間、ミシェルちゃんとレティーナを連れて森に行く程度の体力は残っていた。

「朱の二、群青の一、山吹の三。放たれし弓ゆん勢ぜいに力を与えよ……強化付与エンチヤントどうかな？」

「んうぅぅぅぅ……！　ぐぬぅ、ダメみたい」

　俺の干渉魔法を受けて、ミシェルちゃんは白銀の大弓サードアイを引こうと頑張っているが、その弦つるは多少撓たわむ程度で、矢を放てるほどは引けなかった。

　以前はびくともしなかったのだから、これはこれで進歩ではある。

　支援学園で鍛え上げ腕力の増した彼女と、朱の二まで魔力を込めることができるようになった、俺の魔法の成果だ。

「成果はよくわかりませんけど、いつ見てもその弓はすごいですわね……」

「一応、神様からもらったものだから」

「え、あのお姉さんって神様だったの!?」

「……あ」

　これはうっかりしてた。最近俺は口が軽くなってるような気がする。以後気を付けねば。

　まぁ、こんな弓をホイホイ配って回る存在なんて、むしろ神とでも名乗ってくれた方が説得力はある。

「えーっと……うん、必死にお友達を助けようとしたミシェルちゃんに、神様からのプレゼントだったんだよ、きっと」

「そっかなぁ？　あ、でもすっごくきれいなお姉さんだったから、そうかもしれないね！」

「うん、そう。ミシェルちゃんは覚えてる？」

「ん？　あれ……そういえば顔を正確に思い出せない？」

「あなたたち、顔を思い出せないのに、どうして綺き麗れいってわかるんですの？」

「なんでだろー？」

　美少女に見えた事は確かだ。しかしその印象が記憶に残らない。おそらくは認識阻害魔法とかいうのを使っているのだ。転生の時も、それを使っているようなことを口にしていた。

　だがそれは、俺だから知っていることであって、ミシェルちゃんにはわからないことだ。

　まぁ、口を滑らせるのも、もうこりごりなので、これ以上の言及は避けておこう。

「使えないなら仕方ないよ。無理に使う必要もないし、今日はいつもの弓でがんばろ？」

「そうですわね、早くしないと日が暮れてしまいますわ」

「うん、そだね！」

　子供というのは切り替えが早い。

　俺がそう促した後、二人はすぐさま狩猟モードに入っていた。




　ラウムの近辺は冒険者が頻繁に猛獣を狩りに出ているため、危険な動物は少ない。

　しかもエルフの村も近くに存在するので、その安全性は他とは比較にならない。だからこそ、俺たちのような子供でも安心して森に入ることができる。

　今まで平和を脅かしていた人ひと攫さらいも討伐され──したのは俺だが──トレントの種を盗み出した盗賊も皆殺しになった。これもやったのは俺だが。

　とにかく現状、ラウムを脅かす危険はないと見られている。

「あ、いた」

「もう見つけましたの？　相変わらず目め聡ざといですわね」

　俺はかなり離れた場所で草を食はんでいた野山羊やぎの姿を発見していた。

　あれは野生の山羊だが、飼育している山羊と、生物学的にはほぼ変わらない動物だ。この近辺は危険な獣がいなくなったため、こういう穏和な動物が寄ってくる。

　だからといって完全に危険がないわけではない。俺たちのような猟師に見つかったのが運の尽きである。いや、俺は猟師じゃないけど。

「じゃ、いつものように」

「うん、わかった」

「わかりましたわ！」

「レティーナ、声大きい」

「わ、わかりましたわ」

　いつものようにとは、俺がこっそりと近付いて足止めし、そこへレティーナとミシェルちゃんの遠距離攻撃で仕留めるというコンビネーションのことだ。

　これが俺一人だったのなら、糸をこっそりと飛ばして足に絡め、動きを封じたところに一撃入れれば終わる。

　しかしそれでは彼女たちの鍛錬にならない。前線との連携を含め、彼女たちが学ばねばならないことは多い。

「さて……それじゃ、行きますか！」

　俺は隠おん密みつのギフトを使用せず、自力で足音を忍ばせ山羊に近付いて行った。




　山羊一頭という大収穫を得て、俺たちは喜々として街へ戻ってきた。

　さすがに数十キログラムという重量を俺やミシェルちゃんで持ち帰るのは難しかったので、順番に交代して時間をかけて戻ることになった。

　街に入る時、門番が俺たちの戦果を見て羨ましそうに見ていたのが印象的だった。

　おそらく、彼の今夜の酒の肴さかなは山羊肉の炙あぶりになるだろう。

　俺たちはミシェルちゃんの家に寄って、山羊を解体してもらうことにした。おばさんは猟師の妻だけあって、獲物の解体もお手の物だ。

　それに彼女の家には様々な猟師道具があり、解体用の道具なども多数揃そろえてある。

　大物を獲とって帰って来たので、おばさんも張り切って解体を引き受けてくれた。

　その間の待ち時間、俺たちはお茶を振る舞われながら身体を休めることにする。

　体力的には余裕はまだあったし、獲物が大きすぎたために早めに撤退したので、時間はまだ余裕があった。

　いつもの獲物は小さな兎うさぎや鳥程度なので、あと何度か戦闘をする時間がある。しかし今日はそれらを狩っても持ち帰る余裕がない大物だったので、この帰還も仕方ない。

　しばらくしておばさんが作業部屋からでてきて、小分けにした包みを持ってきた。

「ほら、できたよ」

「ありがとうございます」

　解体のため、血に染まったエプロンを脱ぎながら、おばさんが革袋を三つテーブルの上に乗せる。

　取った獲物はみんなできっちり三等分が、いつもの決まりになっていた。

「いいのかい、こんなにたくさんもらっちゃって？　どうせ今日もニコル様が前に立って苦労してくれたんだろう？　うちの子なんて後ろからピシピシ射っていただけだろうし」

「おかあさん、ひどーい」

「いいですよ。わたし一人じゃ、倒せないし」

「ニコル様はか弱いからねぇ。ミシェルが前に立ってあげられたらいいんだけど」

「役割というのもありますので。あと、様はやめてくれるとうれしい」

「そうはいきませんよ！　ライエル様には私たちはとんでもない恩があるんだから！」

　これも何度も繰り返してきたやり取りだ。

　彼女たち一家はライエルの援助でこのラウムまでやって来ている。その娘である俺に、人一倍恩義を感じていた。

「わたしも一応、侯爵家の令嬢なんだけど……」

「レティーナちゃんは高貴さを感じないから」

「なによ、それぇ！」

　ミシェルちゃんとレティーナがほっぺたを引っ張り合っている。この二人はなんだかんだで同じレベルに収まってるな。

　主にレティーナが下に落ちているだけだが。

「それじゃ、解体、ありがとうございました」

「こちらこそ。夕飯のいいおかずになるよ」

「わたしも！　お母様へのお土産になりましたわ！」

「それじゃ、ミシェルちゃん。また明日ね」

「うん、またね！」

「ついでにレティーナも」

「わたしはついでですの!?」

　賑にぎやかに手を振り合い、俺たちはそれぞれの家路に就いた。

　野山羊の血を抜き肉だけを取り分けた袋は、それだけでも五キログラム程度の重さがある。

　俺はそれを担ぎ上げ、よたよたした足取りで家に向かう。

　コルティナの家はミシェルちゃんの家の隣なので、俺は楽だ。少し遠いレティーナはかなりの重労働だろう。

「ただいまー」

「おかえりなさいませ、ニコル様」

　俺が戻ると、奥からフィニアがいそいそと駆け寄ってきた。どうもその表情にホッとしたような感情が浮かんでいる。

「ん、なにかあった──あれ？」

　コルティナの家は、靴を脱ぐタイプの造りになっている。

　そして玄関口には、各人の靴が置かれている。そこにある靴の数が、明らかに多い。

「誰か来てる？」

「はい。ライエル様とマリア様、それにガドルス様にマクスウェル様」

「それ、全員じゃない」

「まぁ、そうですね。正直、給仕をするのも気後れしてしまって」

「ああ、それでホッとしてるんだ？」

「うっ……な、ナイショですよ？」

　ライエルとマリア、コルティナだけなら、彼女も多少は慣れている。

　だが一見偏屈そうなガドルスに、この国の王族でもあるマクスウェルまでいるとなると、緊張しても仕方あるまい。

「なんでここに集まってるの？」

「それがマクスウェル様が、何か新しい情報とやらをお持ちになられて、それを聞いたコルティナ様が全員を集合させまして」

「ふぅん……？　あ、これお土産。山羊が獲れたんだよ」

「おお、すごいですね！　山羊は少し臭みが強いので……そうですね、赤ワインとタイムで煮込んでシチューにしてみましょう」

「やった」

　前世から生まれ変わって女になっても、肉は正義だ。

　今はあまり量が食べられなくなったが、それでも肉と甘いモノは俺の好物である。

「じゃあ、わたしは身体を洗ってくるね」

「その前にライエル様たちにもご挨拶を」

「あ、そうだね」

　ライエルたちは毎晩のように押し掛けてきているが、ガドルスは滅めつ多たに顔を出せない。

　マクスウェルにもいつも世話になっているし、挨拶くらいはしておいた方がいいだろう。

　短い廊下を抜けてリビングに入ると、そこには緊迫した表情のかつての仲間がいた。

「い、いらっさい。どーしたの？」

「おかえりなさい、ニコル。ちょっと相談事があっただけよ」

　やや嚙かみながら挨拶する俺に、いつもの調子に戻ったマリアが笑顔を向ける。

　だがその顔も、少し強こわ張ばっている。

「なにかあったの？」

「うん。パパとママ、少しラウムに越してこようかと思って」

「え、なんで？」

　ライエルには守るべき村がある。マリアも同じだ。それなのにラウムにやってくるとは、余程の大事である。

「昔の仲間が見つかったかもしれないのよ」

「昔の仲間……？　って、レイド──さま？」

　俺が知る限り、マリアとライエル共通の仲間といえば、俺たち六英雄だけだ。

　そしてこの場にいない六英雄とは、俺しかいない。

　この前の一件か？　と瞬時に原因を悟る。だからといって、すぐに俺に辿たどり着つくことはできないはず。

　そもそも知られていれば、こうして暢のん気きに会話するどころじゃなかっただろう。

「見つ、かった……の？」

　俺のことじゃない。俺がレイドだとバレたわけじゃない。それを理解していても背筋を冷たい汗が伝っていく。

　ではマリアたちは、一体誰を捜しに来るというのか。

「いえ、まだ『いるらしい』というのがわかっただけなの」

「うむ、ようやく確定と見なしていい情報が出たのでな。ニコルも親のことじゃから、話しておいた方がいいだろう」

　そういうとマクスウェルはここに至るまでの流れを語ってくれた。

　やはり、事の発端は俺が救い出したマチスちゃんを監禁していた家だった。

「無論、そこの住人はすでに生きてはおらんかった。じゃが、屋敷の燃え跡から、あちこちに奇妙な痕跡が見つかってな」

「痕跡？」

「そうじゃ、扉の縁ふちや窓の桟、厩うまやの柱などに切れ込みのような跡が残っておったのじゃ。本来多少の硬さはある金属糸を、まるでしなやかな糸のように使いこなしておった」

「ど、どうしてわかったの？」

「そりゃ、切れ込みから削られたと思おぼしき金属の粉が見つかったし、それを柱などに括くくりつけるのは一苦労するはずじゃからな。括りつけるだけならまだしも、それを解ほどくとなると、特殊な技術が必要になる」

「それに、その痕跡って私たちにとって、すごく見慣れた跡だったらしいの。つまり──」

　マクスウェルの言葉を受けて、マリアが後を継ぐ。そこまでいわれて、俺も確信する。

　それはすべて、敵を吊るしたり罠わなを仕掛けた時の鋼糸の痕跡である。

「レイドの罠の痕跡よ。それにマチスちゃんの証言。黒ずくめの小さな人影」

「最初はドワーフか小人族の暗殺者かと思ったのじゃが、もしこれが子供だったら……レイドの転生時期にピタリと嵌はまる」

「レイドが生まれ変わっている。だとすればなぜ私たちに会いに来ないのか不思議なんだけど……」

　それは名乗り出られない境遇だからです。これ以上追及しないでいただきたい。是非に。

「とにかく、その可能性がある以上、私たちは彼を捜したいの」

「そ、そう……」

　俺は虚うつろな表情で、そう呟つぶやくしかなかった。




　俺の転生の可能性に気付き、意気上がる六英雄たち。しかし俺を捜すために、村を捨ててラウムにやってくるというライエルとマリアに、俺はさすがに深刻になった。

　すでに二度、大立ち回りを演じたため、俺の痕跡はこの街のあちこちに残っている。コルティナが俺の世話で忙しいため、それほど注目されてはいなかったが、ライエルとマリアが来るなら話は別だ。

　特にマリアは、意外なところで目め敏ざとい。俺が何かと暗躍するこの街には、あまり来てほしくない。

　コルティナも、俺の世話から解放されて、本来の思考力を取り戻すだろう。

　それに彼らがやってくるなら、俺は本気で姿を隠す。そうなるとライエルたちは無駄足になってしまう。それはあまりにも可哀かわい想そうだ。

　だからといって、『実は俺がレイドの転生でした。てへっ』なんていい出したら……今後の生活すら覚おぼ束つかなくなってしまう。

　少なくとも俺は、マリアの胸に吸い付いた経験があり、女性全員と風呂に入りマッサージまでさせ、フィニアやコルティナに至っては、魔力吸引のために朝晩唇を合わせている仲である。

「いえるわけがねぇ……」

「ん？　どうかしましたか、ニコル様」

「んや、なんでも」

　フィニアはいつも俺の背後に控えている。これはライエルたちが来ても変わらない習慣だ。

　だからこそ彼女は、俺がウッカリ漏らした苦悩を聞きつける。その内容まで聞き取られなかったことが幸いである。

「待っててね、ニコル。ママ、新しいお友達を見つけてあげるから！」

　豊かな胸を張り、ガッツポーズをしてみせるマリア。もう四十が近いというのに、若々しい彼女はそんな仕草がよく似合う。

　しかしそれはそれとして、黙って見送るわけにはいくまい。さすがに最初から無駄とわかっている引っ越しをさせるのは不ふ憫びんに思う。

　どうにか理由を付けて、引っ越しを阻止しなければ、俺の良心は深刻なダメージを負ってしまうだろう。

「え、えと……」

「ん、なに？　心配なのかな？　大丈夫よ、ママはとっても強いんだから！」

「それは知ってる」

　そうじゃないんだ、マリア。さて、どういう言い訳を捻ひねり出すべきか。

　俺と悟られず、そして年齢的にもおかしくない言い訳というと──

「そーじゃなくて、ママたちまで村を離れちゃうと、帰る場所がなくなるというか、田舎がなくなるというか……」

「あ、そうね……ニコルにとっては村は故郷だものね」

　現在、マリアが転移テレポートの魔法を習得したおかげで、俺は毎晩のようにマリアたちと会うことができる。

　しかし二人がこちらに越してきた場合、逆に北の村に戻る理由がなくなってしまう。ライエルも、北部での騎士の立場は返上するだろう。

　そうなると本格的に、村に戻る理由がなくなる。俺はともかく、ミシェルちゃんにとっては故郷ともいえる村との関係が途絶えてしまう。

　彼女の両親も、このラウムに根を下ろしているのだから。

「うん、だから──」

「でも私たちにとって、レイドはかけがえのない仲間なのよ」

「それは非常にありがたい申し出だけど」

「え？」

「いや、そうではなく、えっと……」

　どうやれば諦めてくれるのか、俺は必死に頭を空回りさせる。

　空回りだからあまりいい考えが思い浮かばない。いやそうではない……ええっと。

「その子も子供なんだよね？　だったらお母さんとかいるはずだし」

「あっ、そっか……レイドがラウムに住んでいるとは限らないものね。もし他の場所に住んでいるのを見つけ出して、無理に連れてきたら、ご両親と引き離すことになっちゃうわね」

「相手のことを真っ先に考えるなんて、ニコルは優しいな。さすが俺の天使だ」

　必死に言い訳を考えていたせいで、背後に忍び寄るライエルに気付かなかった。

　俺は問答無用の怪力で抱きしめてくる奴やつを避けられず、がっちりとホールドされてしまう。

「ふぐぇぇぇ！」

「確かにレイドが生まれ変わっていたとしても、まだ子供だ。目撃証言からして、半魔人に生まれ変わったわけでもなさそうだし、親元で育てられている可能性は高いな」

「ぐえぇぇぇ！」

「ここは無理に捜し出さずに、自ら名乗り出てくるのを待つのはどうだろう？」

「な、中身が出る……出ちゃう……でちゃうのぉ」

「そうね。考えてみれば子供の身でこのラウムにいたということは、ひょっとしたらこの街に住んでいるか、近くに住んでいて街に出入りしている可能性が高い。焦る必要はなかったかも」

「ち、ちぬ……」

「それにレイドが本気を出せば、俺たちじゃ見つけられないのも事実だ。本人が名乗り出ないということは、相応の理由があるに違いない」

「確かに、今は待つべきかもしれないわ。彼が見つかったと聞いて、私も冷静さを失っていたようね。あと、そろそろニコルを放してあげて。顔が真っ青」

「おっと、スマン」

　筋力補助の当てはついても、肉体的強度ばかりはどうしようもない。

　俺は平均よりやや虚弱な……いや、かなり虚弱な七歳児にしかすぎず、ライエルは人類史上でも有数の剛腕の持ち主だ。

　そんな奴が俺を抱きすくめたらどうなるか、推して知るべしである。

　俺はくったりと床にへたり込み、慌ててフィニアが俺を支える。そのまま床に俺を横たえ、膝枕へと移行した。

　実に見事な、流れる様な一連の動作である。

「まぁ、見つけても親と引き離さなきゃいいだけの話なんだけどね」

「でもコルティナ、あなたはそれを我慢できる？」

「うっ」

「そこにレイドがいるのに、彼があなたと離れた場所にいて、一緒じゃないなんて耐えられるかしら？」

　マリアは半ばからかうような表情で、コルティナに問い詰める。そしてコルティナも苦虫を嚙かみ潰したような表情で沈黙した。

　おそらく俺に一番執着を持っているのは彼女だ。だからこそ、俺を発見すれば連れ帰らずにはいられないだろう。

　マリアはそれを揶や揄ゆしているのだ。もっとも当の本人は、今ここにいるのだが。

「むぅ……わかったわよ！　とりあえず、レイドについては現状維持にしましょ。アイツにもアイツの生活があるでしょうし、会いたくなったら向こうから来るでしょ」

「そうね、わたしが無む理り矢や理り転生なんてさせちゃったわけだし、これ以上波風立てるのも可哀想かもしれないもの」

「俺はいいけど、本当にコルティナはいいのか？」

「アナタ、空気読んで」

　コルティナにしてみれば、良いわけがない。それでも俺の生活を勘案して現状維持を選んだ。その選択を台無しにするライエルに、マリアは容赦なく肘を叩たたき込こんだ。

　ズムッと鈍い音がして、ライエルが床に倒れ伏す。

　あれは的確にみぞおちに叩き込まれていたな。




　とりあえず、ライエルたちの引っ越しは阻止することができた。

　その後、恒例の宴会が強制的に行われ──ガドルスとマクスウェルがいたため、フィニアが準備で可哀想なことになっていた──夜半過ぎにようやく解散となった。

　その日はクラウドの鍛錬も休みにしておいたので、俺もゆっくりと体を休める予定だった。

　自室のベッドに身を投げ出し、先ほどまでの喧けん騒そうの熱を息ごと吐き出して、心と身体を鎮めていく。

「子供にオーバーワークを課すのは、身体を壊す原因になる。適度な休日は必須だよな」

　口に出してみると、サクリと頭にブーメランが刺さったような気がしたが、ここは気にしないでおく。

　脱力し、軽く瞑めい想そう。そして一息ついてから身体を起こし、この機会に装具の点検を行うべく、準備を始めた。

　踏み台を持ってクローゼットに歩み寄り、中の天板を外して、その奥に隠しておいた道具類を取り出す。

　俺は鍛錬の時は、身体に糸を纏まとわすために黒い革ジャケットと頑丈な生地のニーソックス、それにシャツとスパッツを着用している。

　靴も膝下までのブーツを着用しているため、肌の露出はほとんどない。その代わり身体のラインはよく出ているが、ジャケットの下は余計な風を受けないデザインになっている。

　服はフィニアが見み繕つくろってくれたもので、ミシェルちゃんと狩りに出る時を想定してコーディネートしてもらった。

　森の中で飾りの多い服は邪魔になる。しかも色合いが派手な物も、獲物に気付かれやすい。

　珍しく黒系の色が主体の一ひと揃そろえなのは、そういう意味がある。

「とはいえ、最近は妙にハードだったからな」

　上着はあちこちに解ほつれが見え始め、ピアノ線にも血や埃ほこりがこびりついている。

「上着の方は俺じゃ無理だよな。フィニアに修繕を頼んどくか」

　俺の力では分厚い生地に針を通すのは難しい。さすがに糸の筋力補助でも指先の力まで補助することは不可能に近い。

　この上着は狩りに出る時にも着ていることもあり、血などが付いていても修繕を頼みやすいのもある。

　見られたらマズイ戦闘痕や露骨な返り血の跡をこすり落とし、俺は次の作業に移る。

　鋼糸は俺の戦闘術の要だけに、摩耗や消耗が激しい。やはりこれにも血や埃がこびりついているので、整備用の油で丁寧に拭っていった。

「とはいえ、もうこれも限界かな？　新しいピアノ線を調達しないとなぁ」

　むしろ、ピアノ線だと消耗が早すぎて効率が悪い。

　前世では、とある鍛冶師がミスリルの糸を調達してくれて、それを俺専用に調整してくれていた。

　しかもその糸を片手につき五本、一本当たり百メートル以上も内蔵できる手甲を作ってもらい、愛用していた。

　その武器は俺の象徴でもあり……

「……あれ？　そういえばあの手甲って、どうなったんだろう？」

　俺が死んだあと、装備が消えてなくなるはずがない。

　つまり俺の愛用の手甲はどこかに残っていてもおかしくはないはず。しかも仮にも六英雄の装備だ。壊したり溶かしたりして別の材料にするとも考えにくい。

「ということは、誰かが保管してくれていたりするのか？」

　一番可能性が高そうなのは、俺の最期に駆け戻ってくれたであろうコルティナと、俺に転リーインカー生ネーシヨンを掛けたと推測されるマリアだ。

　だがマリアの家にも、このコルティナの家にも、そんな物はなかった。

　斥候職をこなした俺の探索である。どちらの家にも存在しないのはほぼ確実。もちろん邪竜の素材を各自が隠し持っているので、そういった場所に隠している可能性もある。

　しかし俺の遺品も同じ場所に放り込むとは考えにくかった。あの手甲は精密な機構を搭載しており、定期的な整備が必要不可欠になるからだ。

　それを面倒な隠し場所にしまい込むのは効率が悪い。

「コルティナがマクスウェルに預けたのかな？」

　マクスウェルの屋敷の宝物庫なら、俺でも確認のしようがない。

　なぜならこの街で最も厳重な警備が施されている。この街で、いや、この世界で最も安全な保管場所かもしれない。

「でも、あそこじゃ俺も手が出せないしな……やっぱ、しばらくはピアノ線で代用か」

　俺は週に二回だけ、音楽室に顔を出している。

　表向きはクラブ活動としての参加なのだが、実際はこっそりピアノ線を調達するのが目的である。

　熱心に俺に楽器を教えては生み出される騒音に悶もん絶ぜつしている音楽教員には、少しばかり申し訳ない思いをしていた。

　どうやらバイオリンなどの弦楽器には、俺の操糸の能力は影響を及ぼせないらしい。

「あまり消費が激しいと、怪しまれるからな。やっぱ糸に頼らない戦い方も考えないと……」

　顎に手を当て思案していると、俺の部屋の扉がノックされた。この勢いあるノックはフィニアじゃないな。

　そう判断した直後、案の定コルティナの声が聞こえてきた。

「ニコルちゃん起きてる？　ちょっといいかな？」

「あ、うん。ちょっと待って」

　今、俺の部屋には狩り用の服と長々と伸びたピアノ線が散乱している。

　服だけならともかく、この糸を見られたら、さすがに言い訳できない。

　慌てて糸を巻き取り、箱に突っ込んでからベッドの下に押し込む。隠し場所としてはありきたりだが、本格的に隠す場所はここじゃないので、とりあえずの隠し場所、である。

「どうぞー」

「ゴメンねぇ、夜分遅くに」

「いいよ？」

　パジャマ姿のコルティナが扉を開けて入ってきた。

　ダボッとしたパジャマは胸元やへそ周りがチラチラと覗のぞき、無防備極まりない。

　俺が男のままだったら、そのままベッド送りにされてもおかしくない姿だ。今の俺では押し倒したところで、何もできないのだが……

「あ、狩りの道具を整備してたんだ？　偉いわね」

「そーでもない」

　糸は隠しておいたが、部屋の中には黒を主体にした狩り用の服が放置したままだ。

　これは別に見られても問題ないので、隠さなかっただけである。

「あちこち解ほつれてきてたから」

「ミシェルちゃんと頑張ってるからね。ちょっと無理しすぎじゃないかとは思うけど」

「レティーナもいるから、大丈夫」

「そっか、そっか。ニコルちゃんは優等生だねぇ」

　細くしなやかな指が俺の頭を撫なでてくる。彼女の尻尾も、機嫌良さそうに揺れていた。

　どうやら、先程の議論……俺を捜さないという結論に後くされは残していないようだ。

「それで、なんの用？」

「あー、それね。うん、さっきの話だけどさぁ」

　後くされは残していないと思ったが、そうでもなかったか？　俺がそう訝いぶかしむ表情を浮かべたので、コルティナは慌てて手を振って否定した。
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「あ、違うよ？　さっきの結論には異論ないの。でもほら、感情とかうまく整理するのには時間かかるじゃない？」

「うん」

「それでね？　みんなでパーッと気晴らしに小旅行しない？　ほら、もうすぐ学院も連休があるでしょう？　場所はこの近くにあるエルフの村。あそこって温泉が湧いてるのよ」

　そういえば、水練用の遊泳池作りで無理をしたので、来週には連休が設定されている。

　コルティナはその期間を利用して、旅行に行こうと考えたのだろう。

「悪くないと思うよ。でもみんなって？」

「私とニコルちゃんとフィニアちゃん。あとミシェルちゃんとレティーナちゃんは有志で」

「ライ──パパは呼ばないの？」

「あー、あいつら呼んだら、今日みたいになるし」

　ライエルも酒癖が悪いわけではないのだが、ガドルスやマクスウェルが一緒にいると、ハメが外れる傾向にある。

　やはり仲間同士、離れていた時間が長いため、思うところがあるのだろう。

「フィニアちゃんにも休める時間を用意してあげないとね」

「うん、それはいい考えだと思うよ」

　今日もそうだが、フィニアは裏方として料理、掃除洗濯とフル回転している。この街に来てからは剣の鍛錬も行っていた。俺以上にオーバーワークといえるかもしれない。

　ましてや今夜の騒動だから、相当疲労も溜たまっているに違いない。

「じゃ、決定ね。来週の連休に出発したいから、ミシェルちゃんとレティーナちゃんに参加意思の確認をしておいてね」

「りょーかいです」

　ビシッと敬礼して、俺は了承の意を返す。こうして翌週、俺たちは小旅行に出ることになった。




　連休は週末を含めて四日間ある。この期間を利用して二泊三日の温泉旅行を企画していた。

　目的地の温泉村はラウムから森の中を数時間進んだ先の、エルフの村にある。

　エルフの村といってもエルフしかいないわけではなく、他種族だって存在している。もともとはエルフたちの住む集落だったのだが、村のそばで温泉が湧いたため、他の種族もやってきて歓楽街として発展したのが起源である。

　そのため、他の街よりさらにエルフの割合が多く、エルフの村と呼ばれることが多い。

　正式な呼び名もあったはずなのだが、大抵は温泉村とかエルフの村と呼ばれている。

　先住民たるエルフたちが村の名前を呼ばなかったというのも理由だろう。彼らは村名ではなく村長の名前を地名にするという慣例がある。

　この慣例のため、地名がころころ変わってしまう問題が起きていたので、周囲の他種族は『もうエルフの村でいいや』となってしまったのだ。




　その村までは、森を切り拓ひらいた小道が交易路として繫つながっているため、往来はそれほど困難ではない。せいぜい四時間も歩けば辿たどり着つくことができる。

　参加するメンバーは俺とフィニアとコルティナ。それにミシェルちゃんとレティーナの五人だ。

　彼女たちの両親は用事があるため参加できないらしい。

　レティーナの両親も『コルティナが引率してくれるなら』ということで、許可を出してくれた。

　そういうわけで早朝から温泉村を目指して出発した俺たちではあるが、その道のりは想像以上に厳しかった。

　具体的に、俺にとって……だが。

「ぜひゅー、ぜひゅー……」

「ニコル様、またですか？」

「体力不足だけは、いかんともしがたく」

　俺は整備された道に両手を突き、へたり込んでいた。

　魔力蓄過症はトリシア女医の処方してくれた薬のおかげで、今は完全に抑制されている。

　以前のように急激に疲弊し失神するような事態には陥っていないが、だからといって、かねてよりの虚弱体質まで払拭されたわけではない。

　特に森の小道は日光が遮られ、湿度が高く、さわさわと吹き抜ける風が微妙に体力を奪って行く。

　適度な時間ならば心地いい環境なのだが、長い時間そこを歩くとなると話は違う。

　コルティナもその辺りは把握してくれているので、俺に水筒を渡して小休止を取ってくれた。

「まぁ一時間歩けるようになったんだから、進歩してるわよ。時間には余裕を持たせてあるし、ここらで少し休憩しましょ」

「我ながら、ふがいない」

「仕方ないわよ。むしろその歳としにしては貴方あなたたちが元気すぎるのよ」

　コルティナがミシェルちゃんとレティーナを指差して、そう指摘した。

　確かにミシェルちゃんは歳に似合わない体力を持っていて、十代の少女と比較しても遜色がないほど、元気いっぱいだ。

　逆に街育ちのレティーナは実はインドア派なので、最初の勢いはあるが、疲労するのも早い。

　今は余裕を見せているが、あと三十分も歩けば俺と同じような醜態を晒さらすはずである。きっとそうに違いない。

「ニコルちゃん、病気治ってなかったの？」

「ううん、ちゃんと治ってるよ？　ただ体力がまだついてないだけ」

「仕方ないですわね、ここで少し休憩しましょ」

「それ、もうコルティナがそういってるし」

　ちょっとリーダーを気取ってみたい年頃なのだろう。平たい胸を張ってそんな指示を飛ばすレティーナを、俺は微笑ほほえましい思いで見やっていた。

　だが足腰が立たない事には違いない。俺の足をフィニアが甲か斐い甲が斐いしくマッサージしてくれている。柔らかく温かい指の感触が、心地いい。

　完全にリタイヤ状態の俺を見て、コルティナは心配そうにこちらの様子を尋ねる。

「大丈夫？　魔力が溢あふれてたりしない？　吸引しなくても平気？」

「うん。それは平気」

「チッ」

「なんで舌打ちしたし!?」

　今の俺は強制的に解放力を開いた状態になっているので、それを放出するコツを学べるまでは他人の補助を必要としている。

　それをなぜか、フィニアとコルティナは『ごほうび』と捉えており、朝晩の吸引作業を取り合ったりもしていた。

　正直俺としては二人の美少女と唇を重ねる事ができるため、大いに歓迎したい状況ではあるのだが……これはもちろん二人には内緒だ。




　道の端に寄って通行の邪魔をしないように退避しながら、生なま温ぬるい水を口に運ぶ。

　少し身体が冷えてしまっているので、温かい酒などを飲みたい気分だが、贅ぜい沢たくはいえない。

　というか、この身体はアルコールに非常に弱いため、酒を口にした瞬間に酔い潰れてしまう。

　せめてミルクでもあればいいのだが、俺の休憩を考慮して半日がかりの行程を予定していたため、傷みやすい食材は排除していた。

「あ、そうだ。ニコルちゃん、ちょっと待ってね？」

「んぅ？」

　コルティナが俺の水筒を取り上げ、なにか木の実のような物を放り込んでから、別の袋に詰め込む。

　そしてその袋を地面に置き点火テインダーの魔法を使って温める。

　こちらの魔法は発火イグナイトより小規模の炎を発生させるため、このような小さな物を温めるには便利な魔法だ。

　水筒を入れた袋は不燃性の布でできていて、点火テインダーの魔法で温めても燃える様子はない。

　そうやってしばらく温めた後、取り出した水筒の中身を携帯用のカップに流し込んで、俺に渡してきた。

「はい、どうぞ」

「ん、これは？」

「あんずの実を干したモノを水に入れて温めたのよ。物足りなそうな顔してたから」

「う……顔に出てた？」

「少しだけね。ニコルちゃんはまだ子供なんだから、そんな気を使う必要なんてないのに」

　子供扱いしてくれるが、実は中身はいい大人で、しかも男である。

　そりゃ気も使おうというモノだ。俺はバツが悪い思いでカップに口を付けた。

　あんずのほのかな甘みと酸味が水に染み出していて、飲みやすい味になっている。

　それを物欲しそうにミシェルちゃんとレティーナが眺めていた。コルティナもそれを察し、水筒の水を別のカップに注いで手渡していく。

「はい、ミシェルちゃんとレティーナちゃんも。フィニアちゃんも少し休みなさい」

「ええ、一段落ついたらそうさせてもらいます」

「ゴメンね、フィニア」

「むしろ役得です」

「え？」

　スカートから伸びた俺の枝のように細い足を揉もみほぐしながら、フィニアが答えた。

　どうも最近、彼女の忠誠心が変な方向に成長しているように感じる。代わりに自虐的な性格は少しずつ改善しているようなので、いい傾向なのか、悪い傾向なのか、判別がつかない。

　そうやって俺たちが道端で休んでいると、一台の馬車が通りがかった。




　街道をやってきたのは、よく見かけるタイプの行商人の馬車だった。護衛の冒険者を雇っているのも、よく見かける光景だ。

　見たところ顔見知りではなさそうなので、コルティナは慌てて帽子をかぶって猫耳を隠す。

　ふさふさの尻尾は旅装用のマントに隠れて、向こうからは見えない。

　明るい金髪と猫人族の取り合わせは、意外と少ない。見る人が見れば、一目でコルティナと看破できるだろう。コルティナは六英雄としての名声も高いが、同時に敵も多い。それを懸念しての行動である。

　道端で足を揉んでもらっている俺を見て、手綱を取っていた男は馬車を停とめた。

　その男──おそらくは彼が行商人なのだろう──が、心配げな表情でこちらに声を掛けてきた。

「はじめまして、私は巡回商人のビル・ウィースという者です。何かお困りですか？」

　少々恰かつ幅ぷくのいい、いかにも商人という風情の男がそう尋ねてくる。

　見るからに人の良さそうな男で、あまり悪意を持っているようには感じない。周囲を固める冒険者も、そういった険をまったく感じなかった。それどころか、中にはエルフの女性まで交まじっていた。

　しかし商人というのは、たいてい人当たりの良さそうな雰囲気を持っている。見た目だけでは判断できない職業だ。

　エルフにだってもちろん悪人はいる。だが人間に比べると少ないのも事実。

　多少閉鎖的で保守的ではあるが、良くも悪くも善良な種族なのだ。むしろマクスウェルのようにいい加減な性格をしている者の方が珍しい。あの爺じいさんは人間の世界に染まり過ぎだ。

　結局のところ、無警戒でいるのは危険という結論に達し、俺は緩んでいた気を引き締める。

「ええ、いえ。この子が少し疲れてしまいまして。少し休憩を取っていただけですわ」

　コルティナは取り繕つくろった口調で質問に答えている。

　微かすかに警戒感を漂わせているが、緊張はしていない。彼女もこの商人から害意を感じていないのだろう。この警戒感は初対面ゆえのわずかな程度だ。

　すると、護衛の冒険者の一人──エルフの女性が進み出てきた。

「疲労ね。少し診せてもらっても構わないかしら？」

「え、ええ……どうぞ」

　フィニアが場所を譲って、エルフの女性に俺の足を晒す。

　長い金髪をなびかせたエルフは俺の前で膝をつき、ニッコリと微笑んで自己紹介した。

「はじめまして。私はハウメア、見ての通りのエルフよ」

「はじめまして、ニコルです」

　お互いに挨拶を交わして気付いたが、このエルフは意外と歳を取っているように見受けられた。

　桁外れの寿命を持つエルフは、見かけで年齢を把握しづらい。マクスウェルはその中でも寿命にかなり近づいているので、特に老けて見えるだけだ。

　彼女は俺の足を何度か揉んで容態を探る。

「疲労……にしてはあまり筋肉が固まっていない気がするわね」

「この子は特に疲れやすい体質なので」

「確かに全体的な筋肉が少ないわね。それに肌が凄すごく滑らかで、まるで貴族の子みたい」

「この子は身体が弱くて、最近まで籠りっきりでしたから」

　ハウメアはコルティナと俺の体調について情報を交わし、ベルトポーチから数枚の野草を取り出した。

　水をかけてその葉を濡ぬらし、丹念に揉もみ込こんで粘りを出す。

　それを俺のふくらはぎと踵かかとに貼り付け、ハンカチを使って固定する。

「簡易の湿布よ。効果抜群なんだから」

「ありがとうございます。それ、ミルドの葉ですよね？」

「あら、よく知ってるのね。そうよ、解熱剤で使われているやつ。肉の熱を取る効果があるから、疲労も抜けやすいの」

　コルティナも野生味溢れる猫人族である。野草についての知識はそれなりにあった。

　だが歩いて数時間の村に行くのに、疲労抜きの薬草までは用意していなかったらしい。

「失礼ですが、この先のエルフの村が目的地ですかな？」

「ええ、泊まりがけで。子供連れなので、のんびり行こうかと」

「よろしかったら、馬車に乗って行きませんか？　こうして言葉を交わしたのも、何かの縁ですし」

「いいのですか？　ありがたい申し出ではあるんですけど……」

「なに、荷台に余裕はありますからね。私も子供は嫌いじゃありませんので、ぜひどうぞ」

「……では、お言葉に甘えて」

　コルティナが言葉を少しだけ詰まらせた。その理由は、俺たちが女ばかりという状況だからだろう。

　コルティナ本人はもちろん、エルフのフィニアも例に漏れず美少女である。

　そしてミシェルちゃんは素朴な魅力を持つ将来有望な幼女であり、レティーナは侯爵家の令嬢で、これまた将来有望な美貌を持っていた。

　人買いにとっては、俺たちはさぞ美味おいしい獲物に見えるはず。だからこそ、コルティナは商人たちの素性を見極めるのに時間をかけていた。

「冒険者たちは多少不愛想ですが、そこはご容赦を」

「あら、ヒドイですわね、ビルさん。私は愛想は良い方ですよ？」

「はっはっは、ハウメアさんは例外中の例外ですよ！」

「おいおい、俺だって、そう悪くないはずだぞ」

「トルトさんは顔が怖いですから」

「ひっでぇな！」

　商人のビルと、冒険者のエルフのハウメア、人間のトルト、そしてもう一人のエルフの男。

　その四人で彼らもエルフの集落を目指しているのだそうだ。

　俺たちは馬車に乗せられながら、意外と仲の良さそうな彼らの様子を観察していた。

「随分と仲がよろしいんですね」

「ええ、私はエルフの集落とラウムを往復する商人でして。彼らにはその往来の護衛をいつも頼んでいるのですよ」

「もう長いお付き合いなんですか？　あ、いえ。これは立ち入った質問でしたね」

　フィニアが珍しく積極的に話しかけている。

　ビルに話しかけているのだが、どうも本命はエルフの二人と話がしたいようだ。

　エルフでありながら孤児だったフィニアにとって、彼女たちは久方振りに目にした同胞でもある。気になって仕方ないというところか。

「気にしなくていいわよ。そうね、私はビルがオムツをしてた頃からの知り合いだから。コールもそうよ」

「ああ、そういえばかなり長いな」

　コールと呼ばれたエルフの男は、少し低い声でそう答えた。こちらも結構な歳としを経た威厳を感じさせる、重い声だった。

「彼は本当の意味で不愛想だから、あまり気にしないで。村には温泉目当てかしら？」

「ええ、湯治も兼ねて」

「そういえば身体が弱いって言ってたわね。あの温泉はときおりドラゴンが浸つかりに来るくらい、いいお湯なのよ」

「ドラゴン!?」

　ハウメアからとんでもないセリフが飛び出してきた。レティーナも身を乗り出して尋ね返す。

　この大陸には温泉が湧いている場所は結構ある。それでもドラゴンがやってくる場所というのは、そう聞かない。

「その、大丈夫なんですか？　食べられたりとか……」

「あはは、それは大丈夫よ。ドラゴンの中でも知性が高い種族だから」

「知性が高い……高位竜なんですね」

「そうね。ここ数十年は訪れてこないけど、名前持ちの大物なのよ？」

「へぇ……」

　コルティナも俺も、ドラゴンにはあまり良い印象を持っていない。

　それが常連の温泉というのは、すこしばかりイメージが悪い。

「まぁ、お湯に罪はないから、楽しんでくるといいわ」

　そんな微妙な顔をした俺たちを、彼女は朗らかに笑い飛ばしたのだった。




　ビルの厚意に甘え、俺たちは彼の馬車に乗せてもらった。

　戦闘力の高い──まあ一般人と比較してだが──コルティナがビルと一緒に御者台に乗り、俺たち子供三人とフィニアが荷台に乗る。

　ハウメアとコールの二人は、馬車を挟むような位置で歩き、トルトという冒険者は馬車の前を先導している。

　エルフの村に買い付けに行くという話だったので、荷台の上はほとんど何も荷物が置かれていない。

　数時間で往復できる場所なので、保存食や水も必要最小限しか持っていないようだ。

　荷台にある物といえば、修理用の工具や油とランタンくらいで、ビルは水袋すら腰に吊つるしたままにしていた。

　雨を警戒しているのか、荷台には幌ほろがつけっぱなしになっていて、荷台の中はかなり蒸し暑い感じがしたが、森の空気で冷やされた身体にはむしろ心地良い。

　各おの々おのが荷台の各所で身体を休め、寛くつろいでいるのを見て、俺は奇妙な事に気が付いた。

　彼はエルフの村に買い出しに行くといっていた。

　その村は、気の長いエルフたちが手慰みに覚えた精緻な民芸品や小物などが有名で、それはラウムでも人気の高い飾り物となっている。

　ビルはおそらく、そういう品を買い出しに行っているのだろうが、それにしてはあるはずの物がない。

　俺はそれを尋ねるべく、御者台の方を振り返った。

　雨が降っても中に吹き込まないように、御者台と荷台の境目は幌によって遮られている。しかしすぐにでも出入りできるように、カーテンのようにまくり上げる事が可能になっていた。




　そこに俺は、前世から俺を魅了してやまない存在を発見する。




　幌の隙間から荷台の上に垂れてくる、コルティナの尻尾だ。

　二人は御者台の上で世間話に花を咲かせているが、その会話のリズムに乗って尻尾の先がフリフリと蠢うごめいている。

　コルティナ自慢の尻尾だけあって、猫人族としてはやや長めの毛が艶つややかに生はえ揃そろっており、日々の手入れトリートメントの成果も相まって、その毛艶は宝石のようにキラキラと輝いている。

　これがヒョコヒョコ動くのだから、元男の俺でも可愛かわいいと思わざるを得ない。

　生前の俺は、何の配慮もせず欲求のままにこの尻尾に手を伸ばして、彼女にセクハラエロ野郎認定された事もあった。

　以来、俺はこの尻尾に手を出すのを遠慮していたのだが、この身体ならば責められる事もないだろう。

「えぃ」

「うにゃぅ!?」

　俺は楽しげに動く尻尾を両手で摑つかみ、そのまま首に巻き付けて襟巻にする。

「おお。この感触、まさに至福──！」

「ちょっと、いったい何……？」

　突如尻尾に走った違和感に、コルティナは慌てて幌をまくり上げて荷台を覗く。そこには尻尾を首に巻いてご満悦の俺の姿があった。

　ふわふわ、さらさら。

　なんとも言い難がたい感触に、俺の口元は自然と緩む。気を抜くと涎よだれが垂れてきそうだ。

　そんな俺の様子を見て、コルティナは驚きよう愕がくと怒りの行き場をなくす。

「あ、う……その……驚かさないでよ、ニコルちゃん」

「ン、ゴメン。至福、至福」

「ハァ、それでビルさん──」

「あ、そうだ、ビルさん」

「は、なにか？」

　俺の言葉に、まるで仲のいい姉妹を見るかのように微笑ほほえましげにこちらを見ていたビルが、驚いたように声を上げる。

　美しい金髪をショートカットにしたコルティナと、青銀の髪を長く伸ばした俺。

　血の繫つながりはないというのに、全く違うようでいてどこか似ている二人。

　我が事ながら見み惚とれる理由はわからないでもない。だが、今はそれより……

「買い出しに行くんだよね？　その……」

　ストレートに『お金はどこに置いてるんですか？』とは、さすがに聞けないか。

　初対面でいきなり金の在あり処かを尋ねるなど、ぶしつけすぎるし、怪しまれてもおかしくない。

　だがこちらにも都合がある。視界の塞がれる幌の中。子供がほとんどの面子。

　金も持たずに買い出しに出る商人の馬車に乗り込むからには、さすがにこちらも怪しまざるを得ない。

「えっと、買い出しに行くんだったら……」

「ああ、お金ですか？　商品をこの馬車に載せるなら結構な量になる。ならば相応の額が必要になる、と？」

「う、うん」

　彼のいう通り、買い付けに行くのならば結構な額が必要になる。

　金貨の百枚や二百枚では済まないだろう。その量は結構なものになる。一抱え以上の袋は必要になるはずだ。

　冒険者ギルドの登録証には預金機能が付与されており、それを使った金銭のやり取りは確かにある。ギルドに金を預けておき、登録証で金銭のやり取りをすることで、預金額が増減するというシステムだ。

　これがあることで、冒険者たちは大量の金貨や金銭を運ぶ必要がなくなり、また盗賊などから資産を護まもることもできるようになる。

　ビルが所属している商人ギルドにも、もちろんそのシステムはある。しかし、すべての商人がギルドに登録しているわけではない。ましてや、エルフの村での買い付けともなれば、登録していない者との取引も多いだろう。

　そうなるとやはり、現金は必要になるはずだが、馬車の中には、そういった金銭を運んでいる形跡はない。

　もし買い付けというのが噓うそだったとしたら……噓をついてまで誤ご魔ま化かそうとする何かがあるのなら、この男は危険な人物である可能性が出てくる。

「ほほぅ、なかなかに目め聡ざとい妹さんですな」

「ええ、私よりは余程。それよりニコルの言葉は少しばかり気になります」

　コルティナもわずかながら警戒感を示す。だがその言葉にビルは肩を竦すくめて余裕の態度を示した。

　指を立てて、コルティナに自慢げに説明する。

「商人にとって大事な教訓が二つありましてね。一つは『命あっての物種』、二つ目は『金は命よりも重い』」

「えっと、それ矛盾してますよね？」

「はい。ですから、両方を天てん秤びんにかけるような状況に陥らないよう、気を付けるんですよ」

「つまり？」

　どうやら彼に悪意はなさそうなので、コルティナは警戒を解いていく。

「盗賊などに囲まれて、いざという事態になれば──私だけでも逃げます！」

「それって、自慢になりませんよ……」

　呆あきれたように溜ため息いきを吐くコルティナ。だがビルはまったく悪びれていない。

　胸すら張って説明を続けていた。

「無論その時に、馬車まで持って逃げられるとは限りません。そんな時に一抱えもある金を担いで逃げられるとは限らないでしょう？」

「ええ、まぁ」

「だから馬車の中に隠しておくんです。盗賊に見つからないよう、巧妙に」

「それ、馬車ごと持っていかれません？」

「馬はともかく、馬車はかさばりますので。荷物がない時は放置される事が多いのです。特に森の中では」

「へぇ……つまり、盗賊が去った後に馬車に隠した金を回収しに戻ると？」

「そういう事ですね」

　なんとも用心深い事だ。そして説明しつつ、その隠し場所は俺たちには話していない。

　これが商人の用心深さ、いや旅をする者の知恵というところだろうか。

　六英雄時代は盗賊に襲われた時などは喜々としてそれを殲せん滅めつし、アジトを無む理り矢や理り聞き出して、財宝を根こそぎ奪ったモノである。

　当時はどっちが盗賊だと、盗賊本人から罵られたものだった。

　無論、鼻で笑って返してやったが。ちなみに一番ノリノリで作戦立案していたのはコルティナだったりする。次はマリア。

　盗賊に捕まればどうなるか知っているだけに、余計に容赦ない対応だったのだろう。マリアも、人を傷つける輩やからには容赦しない。

　女は怖いと、この時俺たちは思い知ったモノだった。







[image: 第二章　温泉旅行の楽しみ方]




　商人の盗賊対策などを聞きながら馬車は進み、俺たちはエルフの村に到着した。

　さいわい、盗賊の襲撃はなく──まぁ、王都のそばなのだから当たり前なのだが──無事温泉が名物のエルフの村までやって来られた。

　わざわざ運んでくれたビルたちに一礼して、俺たちは手近な宿に向かう。

　この旅行はコルティナの突発的アイデアで行われているので、もちろん事前予約など取っていない。

　そもそもそんなことをせずとも、この村は宿が非常に多いため、部屋が埋まり切るという事態はほとんどない。

　エルフが運営する村なのに、宿の運営を人間や他の種族がやっていることもあるくらいだ。

「こんにちは、部屋、空いてますか？　大人二人の子供三人で、できるなら一部屋」

　奇妙な動物の焼き物の横を通り抜け、カウンターでタバコをふかしていたドワーフっぽい爺じいさんに向かって、コルティナは元気のいい声を掛ける。

　彼女もすでに四十近い歳としのはずなのだが、その言動や外見は十代半ば程度に見えるほど。

「あいよ……五人か。四人部屋なら空いてるけど、子供三人なら別に構わないだろう？」

「ええ、それでいいわ。前金で二泊でお願い」

「大人は一泊銀貨五枚、子供は二枚でいい。二泊だから銀貨三十二枚だな。食事は別料金になるが？」

「こちらで用意できるかしら？」

「朝と昼は銀貨一枚、夜は銀貨三枚だ」

「朝と昼は外で食べてくるわ。夜だけお願いね」

「なら五人で十五枚、二泊分で三十枚追加して、六十二枚だな」

　慣れた口調で部屋を取り、部屋の鍵を預かる。観光地の宿だけあって他の街の倍以上の値段がする。

　だがこれをボッタクリだとは思わない。それだけのサービスが期待できるからだ。

　指定された部屋はそれほど豪華じゃないが、清潔で広々とした寛くつろげる部屋だった。

　草を編んだ独特の床に、洗面所付き。バルコニーもある。そこには揺り椅子が置かれていて、裏庭の景観を楽しむ事もできるようになっていた。

　俺たちは即座に荷物を広げ、床に転がって寛ぎ始める。だがコルティナはそれを良しとせず、次の行動を提案してきた。

「さて、んじゃあ早速お湯に浸つかりに行きましょうか」

「わーい！」

「では、私はお茶の用意などしておきますので──」

「なにいってるのよ。フィニアちゃんも一緒に来るのよ。あなたのための旅行でもあるんだから」

　早速荷物の片付けを始め、お茶の用意など整えようとするフィニアの襟首を引ひっ摑つかんで、コルティナが引ひき摺ずっていった。

「わ、私も後から参りますので！　ほら、ニコル様のマッサージとかありますし」

「あくまでニコルちゃん中心なのね？　それも悪くないけど、今日はみんなで遊ぶのよ」

　俺の世話を第一に考えているフィニアに、きっぱりとノーを突き付けるコルティナ。

　今日ばかりは俺もコルティナの考えに賛成だ。

　そういうわけで、俺もフィニアの腕にしがみついて、引っ張っていく。身体全体を使わないと、片腕だけで抵抗されてしまうのだ。

「フィニア、今日はみんなで遊ぼう？」

「いえ、それではニコル様のお世話が……」

「じゃあ、今日はわたしがフィニアの世話をする！」

「え？」

　彼女は少々どころではなくマジメすぎる。

　こんな時くらいゆっくり羽を伸ばさないと、そのうち身も心も持たなくなってしまうだろう。

　コルティナの家の管理に、俺の世話。食事や掃除に洗濯まで。それだけならともかく、最近は剣の鍛錬まで始めている。

　空いた時間で家の前に出て、エプロン姿で模擬剣を振るフィニアの姿は、近隣の名物になってきているくらいである。

　それだけの激務をこなすのだから、彼女の手は次第にボロボロになってきていて、それを見るたびにコルティナが回復ヒールの魔法で傷を癒いやしていた。

　コルティナも簡単な治癒魔法程度なら使えるので事なきを得ているが、そうでなかったらフィニアの手はゴツゴツした男の手のようになっていただろう。白魚のような彼女の手が荒れてしまうのは、俺だって見るに堪えない。

　治癒魔法で癒されているので、彼女の手はいまだ細く繊細なままだ。

　魔法で一気に治癒力を引き上げ、治してしまうと、その過剰回復ともいうべき頑強さを手に入れられない。

　だがこれは、摩擦に弱く、耐久度が増していない事を意味している。手の皮を厚くするには、擦すり剝むけ、破れ、血を流し、それを自然治癒させて初めて強くなる。

　コルティナはそれを嫌って、フィニアが拒否しようと問答無用で治癒していたのである。

　曰いわく、『可愛かわいい子の手が荒れるなんて許せない！』だそうだ。その意見には、俺も強く同意する。

「いつものお礼に、今日はわたしがフィニアをマッサージしてあげるね」

　などと無邪気な笑顔でいってみるが、別に下心があるわけじゃ……ある……いや、少しだけ、ほんの少しだけあるけど。

　俺が死んだ時はチンチクリンだったフィニアだが、生まれ変わるまで十年、生まれ変わってから七年。今ではすでに二十二歳の美女である。

　エルフは成人した直後くらいに成長が止まってしまうので、彼女の見た目は十代半ばを少しすぎたくらいで止まっている。

　いつも一緒に風呂に入ったりしているので知っているのだが、その肌の張りや艶つややかさはそれはもう垂すい涎ぜんモノだ。

　下心を抱くなという方が無理だろうと、自分で自分に言い訳してみる。

　やがてフィニアも数瞬葛藤し、おずおずと俺の申し出を受諾した。

　少し表情が引ひき攣つっていたのは、にやけそうになる顔を無理矢理引き締めたからだろう。

「し、しかたないですね。ニコル様がそう仰おつしやるのなら、どうしてもしたいと仰るのなら、私に否いなはありませんし……この際ですし、是非ともお願い致したい所存？」

「フィニア、なんだか言葉使いが変」

「うっ」

　まぁ、いつも働いている彼女がこれほど嬉うれしそうなのだ。

　下心抜きにしても、マッサージくらいはしてやってもいいだろうとも。

　こうして、表向きは渋ってみせるフィニアをどうにか説得したので、まずは宿にある大浴場で汗を流しに行くことになった。

　ちなみにエルフの村では、前開きのガウンのような衣装で過ごす事が推奨されている。

　気温の上がってきた昨今、しかも温泉宿ということで湿度と気温が上がっており、そういう風通しのいい衣装が非常に心地良い。

　みんなでお揃そろいの衣装に身を包み、大浴場に向かう。俺にマッサージをしてもらえると聞いて、フィニアの足取りが弾むように軽い。

　顔だけはいつもの無表情っぽく取り繕つくろっているところが、少し笑いを誘っていた。

　後ろを歩く俺がミシェルちゃんの脇をつつき、フィニアの足元を指差す。

　その先にはかろうじてスキップを抑え込んでいるような、そんな楽しげな足取りがあった。

　彼女もその歩調に気付いたようで、口元を押さえて笑いを堪えている。

　レティーナも俺たちの動きでフィニアの浮かれ振りを察したようで、両手で口を押さえて吹き出すのを我慢していた。

　彼女たちもフィニアとの付き合いは浅くない。

　だが基本的に使用人のスタイルから外れず、彼女たちには作り笑いしか返さないフィニアは、少しばかり距離感のある相手だった。

　そんな、少しばかり近付き難がたい雰囲気を纏まとっていたフィニアだが、この旅行で彼女に親しみを感じてくれたのなら、それだけでも来た価値がある。

「フィニアさん、おかしいね」

「うん。よろこんでる」

「もっとクールな方だと思ってましたわ」

　本人の後ろで、三人で顔を寄せ合ってそんな事を囁ささやいていると、唐突にフィニアがクルリと振り返る。

　いつも通りの澄ました口調。

「ニコル様、なにか？」

「ううん、なんでもない」

　顔だけ見れば、何の異変もない。だが膝から下がうずうずしているのが隠せていない。

「ぷふっ、くふふ……」

「ちょっと、ミシェルさん!?」

　ついにはミシェルちゃんが噴き出し、それを慌ててレティーナが窘たしなめた。悪戯いたずらがバレないように、必死で口を塞ぐ子供のような有様だ。

「ミシェルちゃんはときおり、唐突に笑いだす病気があるの」

「そんな病気聞いた事ないですよ」

「きにしない、きにしない」

　振り返ったフィニアを前に向かせ、後ろから押して先を急がせる。せっかく楽しそうにしているのに、それを指摘して水を差す必要もないだろう。

　俺の背の高さでは彼女の背中には手が届かない。彼女の腰に手を当てて押しているのだが、薄い布地の向こうに感じるフィニアの身体の細さや柔らかさに、少しばかりドキリとした。

　マリアもコルティナも、冒険者時代は結構しっかりした防具を身に着けていたため、その身体の柔らかさなどは経験する機会は少なかったが……やはり男とは違うな。

「うーん、やはりフィニアはかわいい」

「ちょ、ニコル様なにを──」

「いつもフィニアが言ってくれてることだよ？」

「確かに今日はお世話してくださるという話でしたが、そういうところまで真似まねなくても……」

「いいの、いいの」

　和なごやかに廊下を歩き、裏庭にある大浴場を目指していると、すれ違った宿の従業員が俺たちに声を掛けてきた。

　少し困ったような声音で──

「あの、お客様。獣族の方は申し訳ありませんが、この先の大浴場はご遠慮いただけますと……」

「──あぁん？」

「ヒッ！」

　従業員の言葉は、あまりにも差別的に聞こえた。

　それを感じ取った俺は、生まれ変わってから、かつてない程の敵意を込めた声を出してしまう。

　殺意すら込めた俺の声に、従業員は腰が引けたように対応する。

　引き攣ったような悲鳴まで上げていたのだから、よっぽど怖かったのだろう。幼女から、ありえないほどの殺気を向けられ、完全に気け圧おされていた。

「あの、その……獣族の方を差別する意図があるのではありませんが、その、毛が……毛とかが、その……」

「毛？　ああ、そういう事ね。ニコルちゃん、これはいいのよ」

「え？」

「ほら、私たちは尻尾とかに毛が生えてるでしょ。抜けたそれがお湯に浮くのを嫌がるお客さんもいるのよ」

　そういうとコルティナはシュルリと俺の前に尻尾を差し出してきた。

　それは彼女の自慢の尻尾で、ふさふさの毛が艶つややかに生はえ揃そろっている。

　確かにそれが湯に浸かれば、抜けた毛が湯に浮かぶ事もある。潔癖症の客などは、それを嫌がる可能性も充分に考えられた。

「なるほど、そういう……えと、ごめんなさい」

「いえいえ！　私こそ言葉に配慮が足りませんでした」

　俺と従業員はお互い頭を下げ合い、謝罪する。

　一般人相手に俺のような熟練者──幼女だけど──が殺気を突き付けたのだから、彼女の覚えた恐怖は計り知れないだろう。

　俺は友好の証あかしとして右手を差し出し、握手を求めた。あと二日逗とう留りゆうするのだ。少しでも愛想を振りまいておいた方がいいだろう。

「本当にごめんなさいね、お嬢ちゃん」

「ううん、わたしも」

「お姉ちゃんのこと、大好きなのね」

「お、お姉ちゃんだなんてぇ」

　コルティナを姉と勘違いした従業員の言葉に、コルティナが頰ほおに両手を当て、身をよじらせて悶もだえる。

　なんだかいけない妄想とかしてないか？

「違う、あれはロリババァ。しかもお腹なかが黒いタイプ」

「なんですってぇ!?」

　コルティナが俺の背後に回り、頰を引っ張って抗議する。

　だがお前、もう四十歳近いだろう？

「ふぁっふぇ、ふぉんふぉぅふぁもん」

「私は種族的にみるとまだ若いのよ！　おわかり？」

「ふぁい」

　初対面の人間に、変な顔を晒さらす羽目になり、俺は大人しく降参する事にした。

　だが、なるほど。こういう宿では風呂一つとってもそんな気配りが必要になるんだな。

「獣族の方も楽しんでいただけますよう、あちらにも専用の浴場を用意しておりますので、そちらをご利用ください。設備などはできる限り同じように作っておりますので」

　従業員はもう一つの廊下の先を指し示し、誘導した。

　よく見ると廊下には『獣族の方はこちらをご利用ください』という張り紙もしてあった。

「あ、ホントだ」

「ありがとうございます、じゃあこっちで」

　俺たちは従業員に指示された方に方向転換して、獣族用の浴場に向かったのだった。




　更衣室で服を脱ぎ、篭かごに突っ込んでからロッカーの中に仕し舞まい込こむ。一応貴重品もあるので、鍵はしっかり掛けておいた。

　ミシェルちゃんだけは裸の上に、肩から大弓用のケースをぶら下げていた。あの中身だけは、ロッカーの鍵程度では安心できないからだ。

　なにせ中に入っているのは、神話級の武器。ちょっと殴っただけで外れる鍵では、安心して寛くつろぐことはできない。

　それにしても幼女が身長ほどもある巨大な弓ケースを全裸で背負っているという光景は……なんというかシュールとしかいいようがない。

　周囲の客の視線もミシェルちゃんに向いていたが、まあここは無視してもいいだろう。

　浴場との境の木戸を引き開け中に入ると、そこには岩を組み合わせて作った室内浴場と、その奥に続く露天風呂への扉があった。

　湯気の中にかすかに含まれる、独特の臭気が鼻をつく。やや白濁した湯の中に成分が溶け込んでいるのだろうか？

　洗い場の隅には、カーテンで区切られたマッサージ台が三つ、並んでいた。

　左端の一つはすでに埋まっている。おそらく宿の人にいえば按摩マツサージ師を呼んでもらえるのだろう。

「おー、ひっろーい！」

「わたしの屋敷のお風呂より広いですわ」

「でも水練場よりは狭いね」

「当たり前でしょ！」

　両手を上げて驚きよう愕がくを表すミシェルちゃんに、桶おけに自分用の洗髪剤シヤンプーを入れて抱えるレティーナ。

　二人共揃って全裸なので、色々とまる見えである。全然うれしくないが。

「うん、見事な断崖絶壁」

「え、崖なんてあるっけ？」

「あの岩、さすがにそんな大きさはないと思いますわよ」

「気にしない、気のせいだから」

　まぁ、人の事は言えたモノじゃない。俺も見下ろせば、つま先まで遮るもののない直滑降なのだ。むしろポッコリしたイカ腹体型でお腹が邪魔になるくらいである。

　コルティナも浴場の職員にマッサージ師を要求していた。しかし俺たちは今日は『する側』である。

「それじゃ、さっそくはじめようかな。フィニア、こっち座って」

「え、座るんですか？」

「うん。まずは身体洗わないとね」

　そういいながら指をワキワキと動かして、迫る。その仕草をする俺を見て、フィニアは一歩後あと退ずさった。

「ニコル様……な、なんだか指の動きがイヤらしいんですけど？」

「くっくっく。今日はいい声で鳴かせてやるぜー」

「何の話ですか！」

　悪ノリする俺から逃げようとするフィニアの腰に抱き着き、洗い場の椅子に座らせる。

　木製の椅子は湯気で温められていて、冷たくはなかった。綺き麗れいに磨き上げられているため、不潔感もない。

　こういう場所まできっちり行き届いて清掃しているところを見ると、この宿は『当たり』である。

　ミシェルちゃんとレティーナが寄よって集たかってフィニアの身体を洗い始める。

「ちょ、ちょっと、みなさん!?」

「いーから、いーから」

「あはは、フィニアお姉ちゃん、覚悟ー！」

「わたしも洗う側に回るのは初めての経験ですわ。覚悟なさいまし」

　二人がフィニアの両手を引っ張り、ガシガシと洗う。というか、レティーナ。お前はいつもは洗われる側なのか？　いや、いつもフィニアに楽しげに洗われている俺がいうことじゃないが。

　俺は背中に回って彼女の髪を纏まとめ上あげ、その細い背を擦り始めた。

　髪を纏めるのもフィニアよりは上手うまくできないが、慣れてきている。学院に行けば自分で纏める必要があるので、最近学び始めていた。

　髪を纏める際に触れた若々しい肌の感触に、少しばかりドキッとする。

「どう？　きもちいい？」

「あはは、くすぐったい。ミシェルちゃんそこはダメ──」

「え、こっち？」

「そこは胸です！」

　なんとも羨ましい洗い方をしているのが、ミシェルちゃんだ。

　腕を根元から洗おうとして胸まで手を伸ばしている。

　対してレティーナは指先から丁寧に洗っていた。大おお雑ざつ把ぱなミシェルちゃんと、実は細かいレティーナの性格がよく出ている。

「むぅ……」

　背後から唸うなるような声が聞こえてきたと思ったら、コルティナが恨めしそうにこちらを見ていた。

　そういえば彼女は半ば放置されている。疎外感を感じていてもおかしくなかった。

　さすがに家主に対して放置はまずいか。というか、ちょっとばかり下心を解放しても問題ないよな？

「あ、じゃあわたしはコルティナを洗ってあげる。フィニアはお願いね？」

「まっかせてー」

「ずるい！　わたしがコルティナ様を──」

「レティーナだけには絶対やらせん」

　六英雄オタクのレティーナにコルティナを洗わせたら、なにが起きるかわかったモノではない。

　俺はコルティナの方に向かい、その背を洗い始めた。

「うう、幼女まみれのお風呂とか、なんて天国」

「コルティナ、その発言はさすがにアブナイ」

「ちょっと本音をダダ漏らしただけよ」

「うわ、今後の付き合いを考えさせていただきます」

「冗談だってば！」

　性質たちの悪い冗談を飛ばすコルティナの頭にお湯をぶっかけて反撃する。

「うきゃっ」

　宣言なしの攻撃に、コルティナは小さく悲鳴を上げた。

「天罰」

「優しさが欲しいわ」

「わたしは優しいよ？」

「それは認識の違いねぇ」

　二人してクスクス笑いながら、洗いっこを始める。

　コルティナとは、自宅でも何度も一緒に風呂に入っているので、あまり恥ずかしさはない。

　だがやはり直接肌を触れ合うというのは、独特の興奮を誘発する。

　なんというか、いつもより接触願望が増すというか、プライベートスペースが減少するというか、そんな感じだ。

　現にフィニアは、ミシェルちゃんに正面から抱き着かれて、身体全体で洗われていた。二人とも泡まみれで、際どいところが見えなかったのが救いかもしれない。見えていたら俺もちょっと興奮していたところだ。

　いつもならばありえない光景。みんなも無駄にテンションが上がっていたのかもしれない。




　一通り洗った後、湯船に浸つかり身体を温める。充分に温まり筋肉も解ほぐれたところでフィニアをマッサージ台の方に誘導した。

　空いている真ん中の台に寝そべる様に指示しておき、コルティナは右端に向かう。

　コルティナは宿のプロに頼んでいるので、俺たちは予定通りフィニアの担当だ。

　マッサージというのは実は危険な側面もあり、腱けんや筋肉を痛める可能性もある。なのでこればっかりは俺が付きっきりで指導する必要がある。

　子供の力とはいえ、ミシェルちゃんは結構な力持ちで、フィニアの身体を痛める可能性は充分にある。

「じゃあ、わたしが指示するから、その通りにやってね」

「はぁい！」

「わかりましたわ」

　隣ではコルティナが寝そべって、プロの按摩師に身体を預けている。

　一応監視の目的もあるので、境のカーテンは開けたままだ。

　隣の按摩師も、心配そうにこちらを眺めているが、俺だって前世では身体のケアは欠かさなかった。

　というか、人一倍筋力に恵まれなかった俺は、そういう方面では実に細心の注意を払っていた。

　最小限の力で最大限の効果を発揮するために、思考通りに、瞬時に動く肉体は必要不可欠だ。そのためには、日頃の身体の手入れも重要になってくる。

　だから、マッサージに関しても、相応に知識はある。

「こう、筋肉の筋に沿って揉もみほぐすようにね。最初はゆっくりと……ミシェルちゃんそこじゃなくて、もうちょい右」

「こ、こう？」

　初めてのマッサージにおっかなびっくりフィニアの背に触れるミシェルちゃん。

　隣のプロも、俺の指示に感心したような視線を向けている。

　そんな俺たちの背後で、素っ頓狂な声が響いたのは、その時だった。

　その声は逆隣の台から聞こえてきた。カーテンで仕切られた向こう側。

　こちらからは見えない隣のマッサージ台。そこに二人分の気配がある。

　やや甲高い、それでいて透き通るような美しい少女の声。

　ガラスでできた鈴を鳴らすような、そんな透明感のある声が、蕩とろけきった喘あえぎを上げていた。

「あー、そこそこ。いいっすねぇ……ちょっとはしたない声が出ちゃいますよぉ。あ、もうちょい右お願いします。んっくぅぅぅ！」

　いや、蕩けきったというか、だらけきった声だった。

　聞き覚えのある声に、俺は思わず仕切りのカーテンを開け放つ。本来ならマナー違反な行為だが、今回ばかりは容赦してもらいたい。

　隣のマッサージ台には、美しい白銀の髪を纏め上げ、あどけなくも妖艶な肢体を寝そべらせて、どこかで見た事のある少女がマッサージを受けていた。

　彼女の背に手をやる按摩師のオバサンは、困ったような表情をしていた。

「お前……なんでここにいる!?」

「んぁ？　あ、おお、レイ──ニコルさんじゃないですか」

　そこにいたのは、俺を転生させ、ミシェルちゃんに神器を与え、ギフトの使い方にアドバイスをくれた……神様だった。

　状況を察したのか、俺をレイドと呼ぶのはかろうじて止めてくれる。

「あ、かみさま！」

「あーあー、えと、ミシェルちゃんでしたっけ？　お元気でし──んおぉぉ、ちょっとそこは痛いです！　優しく、優しくぅ!?」

「お嬢ちゃん、これが凄すごく……凝ってませんよねぇ？　マッサージ、必要です？」

「必要ですよ、すっごく！　最近気疲れして精神的に疲労が溜たまってるんです」

　オバサンの声に足をパタパタさせて抗議の声を上げる、神。そこに威厳は欠片かけらも存在しない。

　いや、そもそもこの神に威厳を感じた事なんて、一度もないんだが。

「いや、だから……」

「ちょっと待ってください、ニコルさん。それに答えるのはここじゃマズいんで、後にしましょう」

「あ……おう」

　ここには初対面のコルティナやレティーナがいる。それにミシェルちゃんも、詳細を知っているわけじゃない。

　聞かれてはまずい話も存在するだろう。

「えっと、神様……って、ひょっとしてミシェルちゃんにその弓をくれた人？」

　こちらも横になったままのコルティナが、ミシェルちゃんの肩からぶら下がった大弓のケースを指差す。

　そこには、この神から授かった白銀の大弓、サードアイが収まっている。

「んー、そーですよぉ。まぁ、それくらいならいつでも作れますしぃ」

「いや、これって簡単に作れるものじゃないですよ……あ、そうだ。その節はお世話になりました！　私、今ニコルの保護者をやってますコルティナと申します。この子を助けていただき、ありがとうございました」

「いえいえぇ。彼女に関しては、わたしも少しばかり思うところおおぉぉぉぉ!?　ちょっと骨！　今パキッていったパキッて！」

「お客さん、身体硬いですねぇ。肉はほとんどついてないのに」

「超絶巨大なおせっかいですよ。わたしはひ弱なので、もう少し優しくお願いします、優しく。ここ超大事！」

「はいはい」

　賑にぎやかに騒ぐ『神様』に苦笑しながらマッサージを続けるオバサン。なんというか、この人も動じない人だな。

　結局込み入った話はそこでできなかったので、当たり障りのない世間話程度をしてマッサージの時間をやり過ごしたのだった。




　各自、マッサージを終えてそれぞれが温泉を楽しむ事になった。

　ミシェルちゃんとレティーナは奥の扉の向こうにある露天風呂を目指し、そこできゃいきゃい騒いでいる。

　身分があまりにも違う二人だが、当人たちはそれを意識していない。実に無邪気なやり取りが微笑ほほえましく見える。

　やがて成長し、大人になっても、できるならば親友でいてもらいたい。

　フィニアとコルティナはマッサージ台の反対側に設しつらえられた、小さな小屋──蒸気風呂に挑戦していた。

　いわゆるサウナであり、身体を芯から温め、血行を良くし、肌の新陳代謝を促進させるのだとか？

　あの二人はそんなもの必要ないくらい、若々しいと俺は思うのだが。

　それを口にすると、俺の頰ほおを指でつつきながら『こんなすべすべプニプニを持ってる人に言われたくない！』と叱られてしまった。理不尽極まりない。

　そんなわけで俺は今、神を名乗る存在と二人っきりである。

「で、どうしてこんなところに？」

「それはこっちのセリフですよ。久し振りに湯治にきたらニコルさんが顔を出すんですから、驚きました」

「本当に他意はないんだな？」

「その言葉使いは感心しませんねぇ。女の子はもっと可愛く！　優しく！　わたしはそう教育されましたよ？」

「それは今問題じゃない」

　脱衣所まで一旦退避し、そこで神は入り口近くにある保冷庫の魔道具に銅貨を入れて、小瓶に入ったミルクを購入する。

　そしておもむろに腰に手を当て、一気に呷あおった……全裸で。

「少しは隠せよ」

「ここには女の子しかいませんから、気にしませーん」

「俺は元男なんだが？」

「ふふーん、エロい事がやれるもんならやってみるといいです」

「くっ！」

　確かに肝心の愛棒がなくなってからは、嫌がらせもできない。むしろ全裸でいると、喜ばれる事の方が多くなっている。

　それはそれとして、俺は神に一つ聞いておきたいことがあった。

「ところで……なぜ首輪なんてしてるんだ？」

「ん？　メガネだと曇るじゃないですか」

「目が悪いのか？」

「力を封じているアイテムなんですよ。この首輪もそうです」

「へぇ……」

　神が地上に降臨するともなれば、色々と面倒もあるのだろう。だがせめて、胸と股間くらいは隠せといいたい。

「そういえば、このエルフの村。近くに洞窟があるんですよね」

「ああ、それは学院で聞いた事がある。昔はそこを冒険探索の実習旅行の目的地に使っていたとか」

「そうそう。その洞窟で源泉を掘り抜いたのが、この温泉村の始まりです。それで、ですね……そこに最近、珍しいモンスターが出没するようなんですよ」

「珍しい？」

「カーバンクルっていう、竜族の一種なんですけどね。額の宝石が凄く価値が高くて」

　神は重々しく、ある幻獣の名を口にした。

　カーバンクル──そのモンスターならば、俺も知っている。

　猫くらいの大きさの、丸っこいネズミみたいな外見をしたモンスターだ。一応竜族に分類されるモンスターで、額に宝石を一つ貼り付かせている。

　それは竜珠の一種で、様々なマジックアイテムの原材料になる。

　強さのわりにこの宝石の価値が高いので、見かけたら容赦なく乱獲されるため、国が保護している場合も少なくない。

　このラウムでも、当然保護指定対象だった。

「それを狙いに来たのか」

「まさか。むしろ保護しに来たんですよ。こう見えてもわたし、竜族と縁がありまして」

「そうなのか？」

「眷けん属ぞくにドラゴンがいるんですよ。可愛かわいい子ですよ？　見ます？　見る？　見たいでしょ」

「うぜぇ！」

　無駄にずいずいと推してくる神を押しのけ、俺もミルクを購入する。

　俺にスルーにされた神はその場に蹲うずくまり、床に『の』の字を書いている。

「そんなに邪険にしなくてもいいじゃないですか。わたしだって家族自慢の一つや二つしたい時もあるんですよ」

「いいから！　じゃあ、そのカーバンクルの保護が目的なんだな？」

「いえ、それはあくまでついで、です。本当に目的は湯治だったんですよ。この身体は壊れやすいので。壊れませんけど」

「どっちだよ？」

「すぐ死ぬけどすぐ生き返るって意味です」

　不死かよ。さすが神様、トンデモナイ能力を事もなげに言ってのける。

「その体質はある意味あなたにも受け継がれてますよ」

「俺も不死なのか？」

「そうじゃなく……回復速度が通常よりも早い程度です。あと、魔力を貯ため込こみやすくて、虚弱で非力。全部わたしにそっくりです」

「へぇ……」

　悪い所まで受け継いで──

「って、受け継いでる？」

「はい。ああ、言ってませんでしたね。あなたはわたしの血統なんですよ」

「ハァ？」

「かなーり、遠い子孫ってところです。だから色々目をかけてるんです」

　俺が、神の血を引いている？

　だから転生の際に手を貸したのか。俺の仲間に武器を授け、ギフトの使い道を伝授し？

「だったら邪竜退治の時にも力を貸してくれればよかったのに……」

「あの時期はわたしも用事がありまして。それにわたしや眷属を差し向けると北部一帯が完全に焦土と化す危険性もありましたし」

「じゃあ、魔神の時は？」

「あの時は念入りに隠匿されてましたからね。わたしでも気付くのは難しいかと」

「神様ならそれくらい感知してくれよ」

「神様だからって何でもできるわけじゃないんですよ。わたしの専門はアイテム作りと破壊工作です。情報収集は苦手なんです」

「そういうもんか？」

　確かに神によっては冠する称号が変わる者もある。

　戦神アレクや風神ハスタールのように、司つかさどる物が違うのだ。

「そういえばアンタは何の神様なんだ？」

「破戒神ユーリですよ？」

「邪神じゃん!?」

「失敬な！」

　破戒神ユーリ。その名の通り、戒律──すなわち世界樹教の根源たる世界樹を破壊し、へし折った神。

　伝説によると、不死を狙った魔王を阻止するためだったとされるが、同時にそれは世界最大宗教である世界樹教を敵に回す行為だ。

　故に世界樹教徒からは邪神認定を受けている。マリアなど、唾棄すべき神として忌み嫌っていた。

　今の俺にその神の血が流れているという事は、マリアかライエルにも流れているという事か？　それとも生前の俺に流れていたという事だろうか？

　どちらにしても皮肉な話である。

「今と生前、どっちの俺に流れてたんだ？」

「どっちもですよ。かなり薄まってますけどね」

「やべえ、また人に話せない秘密ができた」

「まぁ、いい気はされませんよねぇ。あはは」

「笑い事じゃない！」

　あの人当たりはいいが教育には厳しいマリアに、『邪神の血統でした！』なんて知られたら……さすがに誅ちゆう罰ばつを下される事はないだろうが、微妙な顔をされるのは間違いない。

「いや、待て。そもそも生前の俺と今の俺の両方に流れているとか、どんな確率だよ？」

「そんなに低くないですよ。世界樹が折れてから何年経たったと思ってるんです？　私の血は世界各地に潜んでるのです」

「疫病かよ」

「重ね重ね失敬な」

　伝説によると、破戒神が地上で活躍したのは千年ほど前。

　その後は文明が進んだり戻ったりしつつ、停滞している。

　その時代からなら血統が各地に広まっていても、おかしくはない。

　ともかく、なぜこの神が俺に執着しているかは、なんとなくわかった。

　自分の血統が邪竜退治に駆り出され、それを成したので特別扱いされているのだろう。

「まぁ、転生させてくれたことには感謝してるよ」

「もっと讃たたえてもいいのですよ？　よ？」

「そういうところがなかったらな！」

　俺は空き瓶を専用の回収箱の中に放り込んで再び温泉へと戻ろうとした。

　破戒神がここにいる理由が、俺と関係ない事だと確認できただけでも、話した価値はある。

　この二泊旅行の間、大人しくしておけば、厄介事に巻き込まれる可能性はなさそうだ。

「あ、そうそう。少し待ってください」

「なんだ？」

　ふいに背後から呼び止められ、俺は破戒神へと振り返った。

　そこにはいつのまにか、数本の矢を持った神がいた。全裸のままで。いい加減服着てくれ。

「これをあの子に。鋼鉄製の矢です。捩ねじれが入っている方が貫通力が高い物なので、取り扱いには注意を」

「いや、そもそも引けないから」

　あの弓が引けるほどの補助魔術は、俺にはまだ掛けられない。なので今は、ただの厄介モノと化している。

　それを察したのか、今度はどこからか小さな腕輪も取り出してきた。バングルタイプの腕輪で、精緻な彫刻が施されている。

「はい。そこでこれを。筋力を強化する術式が込められています。効果時間はおよそ三分。その間ならあの弓も引けるでしょう。起動はこの宝石の部分を押し込みながら捻ひねってください」

「そりゃ、ありがたい話だな」

「あ、待っ──」

　破戒神の言葉を最後まで聞かず、試しに自分の腕に付けて、宝石を操作してみた。

　すると上半身に満ち溢あふれるように力が湧き出してくる。その強化力は俺の比ではない。

　この溢れんばかりの力……これも神器級のアイテムなんじゃないか？

「あっ、あっ」

「すっごいな、これ……倍率はどれくらいだ？」

　更衣室に設置されていたベンチすら、片手で持ち上げられる。この俺の身体で、だ。

「十倍は軽く。でも反動が大きくて……早く解除した方がいいですよ？」

「へ？」

　言われて術式を即座に解除してみた。すると全身が引き攣つったように痙けい攣れんを始める。

　無論、それに伴う激痛も。

「ふ、ぎいいいぃぃぃぃぃ!?」

「この程度のアイテムで無から有は生み出せません。力も同じです。つまり──力を前借りしてるようなモノなんですよ。その反動が、その苦痛なわけです」

「先に……いええぇぇぇぇぇ！」

「いう前に起動したのは誰ですか」

　全身を襲う苦痛に、床をのたうち回りながら、俺は絶叫していた。

「まぁ、身体ができてくれば反動も弱まりますし、その時間も短くなります。それまでは緊急避難的アイテムとして使用してください」

「ぬがあぁぁぁぁぁ……」

　結局、反動の影響が切れるまでおよそ十分間、俺は床を転がり回ったのだった。




　俺が散々床を転げ回った後、ようやく苦痛が引いてきた。

　破戒神はすでにいない。幼女が床でビクンビクンとのたうち回ってるというのに、平気な顔でそれを見ていると不審者と思われてしまうから、逃げ出すのも当然だろう。

　相変わらず逃げ足は素早い。

「ふ、ふぇっぷち！」

　そして俺も思い出した。破戒神のことをいっていられない。俺だって全裸で更衣室で話し込んでいたのだから。

　体中を走る激痛により脂汗を大量に流したおかげで、身体がすっかり冷え込んでしまっている。

「もう一回風呂に入るか……」

　こんな状態で上がったら、完全に湯冷めしてしまう。せっかくここは大浴場で、今裸なのだ。もう一度湯に浸っても、罰は当たるまい。

　だが全身が筋肉痛状態になっていて、立ち上がる事にも苦労する。

　カクカク震える膝を抑え込み、よたよたとした足取りで浴場に向かった。

　やや内股になっている脚を見て、少しばかり憂ゆう鬱うつな気分になる。女性っぽい立ち方歩き方を、無意識にこなせるようになっていた。

「ま、もう七年も女児をやってるから、仕方ないんだけどな」

　鋼鉄の矢を俺のロッカーにしまってからガラリと引き戸を開けて大浴場に足を運ぶ。そこで俺はふと、違和感を覚えた。

　先程のやり取り、少しおかしいところはなかっただろうか？

「あいつ……別に獣人ってわけじゃないのに、どうして獣人用の浴場にいたんだ？」

　破戒神の外見は十をいくつか超えた程度の少女の姿。白い肌に白銀の髪、深紅の瞳。

　大型犬用の首輪──魔道具だと言い張っていたが──を着けてはいたが、獣の要素はどこにも見受けられなかった。

　この獣人用浴場で偶然顔を合わせるには不自然すぎる。

「なんだ、つまり……ああいっていながら、待ち伏せてたんじゃないか」

　神から聞き出した話を要約すると、前世の俺も、今の俺も、あの神の血を引いているということと、洞窟内にカーバンクルの目撃情報があるという話だけだ。

　つまり、俺にそれを聞かせたかったということは……

「俺にカーバンクルを確保させたいってことなのかな？」

　ブツブツと呟つぶやきながら洗い場を通り過ぎ、かけ湯をしてから湯船に身を沈めた。

　周囲にはコルティナたちの姿も、ミシェルちゃんたちの姿も見えない。

　俺一人放置されている状態だが、これは彼女たちを責める事はできない。

　コルティナはフィニアと一緒に蒸気風呂を愉たのしんでいた最中だし、別行動していたミシェルちゃんたちは露天風呂の岩を登ったりしてはしゃいでいる。

　一応あの神様は俺の命の恩人なわけで、それを知るコルティナにしても話があると誘われては、さすがに断れない。

　悪意ある存在ならば、前回の時に何か仕掛けているはずなので、そういう面ではコルティナもあの神を信頼していた。

「あー、ニコルちゃん、帰ってきてるー！」

「なにしれっと一人で湯に浸かってますの？　ミシェルの世話は大変ですのよ？」

「なによぉ、レティーナも一緒に岩登りしてたじゃない」

「二人共、ここは岩を登る場所じゃないからね？」

　まぁ、子供の前に登りやすそうな岩があれば、そりゃ登ってしまうだろう。特に彼女たち二人は、普通の子供よりも活発だ。

　だがそれは、色んな意味で危ない。

　滑ったり転げ落ちたりすれば怪け我がをするし、岩場の向こうは男湯である。子供なので乗り越えたとしても問題はないだろうが、やはり体面というものがある。

　それに、彼女たちが登るという事は、俺はそれを下から見上げるという事になる。

　まだ子供とはいえ、さすがに……問題があるよな？

「お話、何だったの？」

　虚うつろな笑みを浮かべて注意する俺に、ミシェルちゃんは興味津々という風情で話しかけてきた。

　彼女にとっても、あの神様は命の恩人である。その人物が親友の俺と内密な話があるといえば、気になるのも無理はない。

　そういえば俺も彼女に渡すものがある。

「あ、そうそう。それだ。あの神様、これをミシェルちゃんにって」

　俺は預かったままの、筋力増強の魔法が付与された腕輪を彼女に渡す。

　手首から肘の手前まで覆うタイプの、精緻な装飾の入ったバングルタイプのブレスレットだ。手首にしっかりとフィットするので、弓を引く邪魔になる事はないだろう。

「これは？」

「ここの宝石を操作すると筋力増強の魔法が掛かる腕輪だって。十倍以上に増えるらしいよ？」

「ほんと？　すっごい！」

　歓声を上げた直後には、その手が宝石に伸びていた。俺はその意図を察し、必死で制止する。

「待ったぁ!?」

　まだ説明が終わっていないというのに、気が早すぎるだろ！　俺も人のことはいえないが。

「デメリットもあるんだよ。筋力は前借りで引っ張ってくるらしくて、解除した時にすっごい激痛が走るの」

　俺は湯の中から、プルプルと震える腕を持ち上げて見せた。

　正直いうと、ここまでやってくるのも苦労したくらい、まだ全身が怠だるい。

　この能力を戦闘中に使うのは、かなりキワドイ扱いになりそうだ。効果が切れたら継続して戦う事は不可能になる。

「効果時間は三分で、そのあと十分くらいすごい激痛が走るの。それから後は筋肉痛でまともに動けなくなっちゃう」

「そして今、あなたがその状態に陥っているということは……試しましたのね？」

「ウッ!?」

　レティーナは魔術の英才教育を受けてきただけあって、その洞察力というか頭の回転は悪くない。

　だがこういう時に発揮するのは遠慮願いたい。

「ニコル、あなた大人しそうな見かけによらず、そそっかしいですわね？」

「これはあの白いのが説明を端折はしよったせいだから」

　もうあれを『神』なんて呼んでやるものか、『白いの』で充分だ。

「じゃあさ、じゃあさ！　今度はニコルちゃんをマッサージしてあげる！」

「はぇ？」

　突如、意味不明なことをミシェルちゃんがいい出した。いや、いっている意味は理解しているのだが……内容を受け入れることができなかったのだ。

「さっきマッサージの方法は教えてもらったし！　だいじょーぶ、ちゃんと気持ちよくしてあげるから！」

　ミシェルちゃんは俺の手を取り、容赦なく湯船から引き上げる。

　そのまままるで荷物のように抱え上げ、マッサージ台へと運んでいった。まるで米袋を抱えるかのような有様である。

　彼女、もう筋力だけなら大人並みじゃないか？

「さぁ、やっるぞー！」

「覚悟なさいませー！」

　ワキワキと指をくねらせ、俺に迫るミシェルちゃん。レティーナも面白がって横から同じポーズで迫ってくる。

　それはともかく、マッサージをちょっと指導した程度で会得できるはずもない。おそらく彼女は間違ったアレヤコレヤをやってくるだろう。まず間違いなく。

　だが俺に逃げ場はなかった。




　その後、獣人用大浴場から、俺の切ない悲鳴が轟とどろいたのは、いうまでもないだろう。







　癒されたのだか、痛めつけられたのだか、よくわからない入浴を終えて、俺たちは自室に戻っていた。

　なぜか無駄にぐったりした俺を除いて、みんなツヤツヤしているのが羨ましい。

　夕食は部屋に運んでもらうよう頼んであるので、時間まではそれぞれ好きなように暇をつぶして過ごしていた。




　俺は先に草で編んだ床の上に寝具を敷いて、その上に寝そべっていた。

　夜営の寝袋とは違い、床の敷物にほのかに温かみがあるのが悪くない。草の香りが実によい。

　うつぶせに寝そべっていると、ミシェルちゃんとレティーナが俺の背に圧おし掛かってきた。

「ニコルちゃん、まだお疲れー？」

「マッサージします？　わたし、ちょっと目覚めてしまいましたわ」

「だんことして、ことわる」

　俺は背中に幼女二人を乗せながら、荷物の中からあるアイテムを取り出して眺めていた。

　これはマチスちゃんが拉ら致ちされていた人ひと攫さらいのアジトから持ち出した物だ。

　幸いこの部屋には識別能力を持つ者がいないので、これを引っ張り出して見られても怪しまれることはない。

　俺もアイテムを識別する能力を持たないので、このアイテムに込められた効果がわからない。しかし独特の雰囲気から、魔道具であることだけはわかる。

　その詳細を知るには、相応の能力を持った者に依頼する必要があった。

「こんな事なら、さっきの白いのに鑑定してもらえばよかったな」

　あれも一応神様なら、そういう能力くらい持っていたかもしれない。

　だが逃げ足だけは一級品の白いのは、それを話題に出す暇もない程の速度で逃げた。おかげで持て余しているといっていい。

　しかし、今日の俺はツイている。この村に来る途中で商人という知己を得たのだ。これを利用しない手はない。

「確か、ビル・ウィースっていったか。探し出して鑑定をしてもらうのもありだよな」

　アイテムを鑑定するのは、識別系のギフトを持っているか、そういった品に知ち悉しつしたスキルが必要になってくる。

　他にも識別魔法を使うという手もある。マクスウェルにでも頼めば使ってもらえるだろうが、さすがに彼の目の前にこんなものを突き出しては怪しまれる。

　今、レイドの生まれ変わりの存在を疑っている連中に、出所不明の魔道具を提示するなど、自殺行為でしかない。

　そこで俺が白羽の矢を立てたのが、昼に出会ったあの商人だ。

　商人ならば、ギフトかスキルのどちらかを持っている可能性は高い。

　できるなら、この旅行中にもう一度顔を合わせて、鑑定を頼みたいところだ。

「そのためには……コイツらをどうにかしないとなぁ」

「んー？」

「なにかいいまして？」

　フィニアのマッサージに味をしめた幼女二人は、ぐったりしたままの俺の背に乗っかって、ぐにぐに背中を押して来ていた。

　レティーナの力はそれほど強くないので問題ないのだが、ミシェルちゃんがすごく痛い。

「ミシェルちゃん、そこちがう。痛い」

「え、そう？　ここだと思ったのになぁ」

「素人は下手に手を出しちゃダメだよ。ちゃんと監視してもらわないと」

「ニコルちゃんも素人じゃない？」

「わたしはフィニアに長年マッサージされているので、知識があるの」

「そーなんだ？」

　寝そべった俺の上にミシェルちゃんとレティーナという幼女が乗っかっている。言わば、幼女の小山のような状態にフィニアとコルティナが微笑ほほえましげな視線を向けてくる。

　だが、こちらを注視されれば、さすがに俺の手に持っている物にも注目されるわけで。

「あれ、ニコルちゃん、なんかいい物持ってるわね？」

「ん。家を出る時にこっそりくすねてきた」

　俺が住んでいた北部の屋敷はライエルとマリアの家でもある。

　かつての冒険で手に入れた魔道具が、結構無造作に置いてあったので、そういうことにしておいても問題はないだろう。ライエルとマリアの奴やつも、屋敷に何があるのか正確に覚えていない状態だったくらいだし。

　コルティナからマリアの方へ、具体的な話が流れない限りは、俺が怪しまれることもないはず。

「子供の手に届くところに短剣なんて……今度マリアに注意しなきゃ」

「あ、だめ！　それ言われると、わたしが叱られちゃう」

　と思ったら、速攻でコルティナは告げ口すると宣言しやがった。

　まぁ、考えてみれば当然かもしれない。

「これは護身用にこっそり持ち出したやつだから」

「でもニコルちゃんはカタナを持ってるでしょ？　それも結構いい品」

「あれは出発の直前にパパから贈られたものだから。それまではこれといった武器は持ってなかった。旅に出るならナイフくらいは必要だし」

「あー、そういうことね。すれ違っちゃったか」

　俺が自衛のために短剣を得る。その後でライエルが武器を贈る。そんなすれ違いが発生したと、コルティナは理解してくれたようだ。

　もちろん事実とは違うが、そんな風に解釈してくれた方が俺には都合がいい。

「確かに旅に出るならナイフの一つも必要だものね。でも黙って持ち出すのはいけないわよ」

「うん、それは知ってるけど」

「まぁ、カタナまで扱える子に、短剣一つで目くじら立てる必要はないと思うけど」

「お願い見逃して。なんでもするから」

「今なんでもって──いや、そうじゃなく。どこでそんな言葉使いを覚えてくるのかしら？」

　あえて場を茶ちや化かすように言葉を選んだ俺に、呆あきれたように頭を押さえるコルティナ。

　だがお説教の空気を逸そらされたのは察したようで、それ以上の追及はなかった。

「ハァ、まあいいわ。ナイショにしておいてあげる。でも一つ貸しだからね？」

「ン」

　いたずらっぽくウィンクを送ってくるコルティナに、俺は親指を立てて了承の意を返したのだった。




　昼前に首都を出て、一時間の行軍で俺はへばった。

　その後、ビルさんの馬車に乗せてもらい、二時間でこの温泉街までやって来ている。

　さらに宿に入って荷物を解き、温泉でグダグダ二時間。部屋に戻って寛くつろいで夕食を取って──

「それでもまだこの時間である」

「寝るには少し早いわよねぇ」

「少し村を見て回りますか？」

　俺の言葉にコルティナが追従し、フィニアが提案した。

　時刻にしても、まだ夜の七時前で日が落ちたばかり。眠るにはさすがにまだ早い──と思っていた。

「見て回りたいけど……」

　俺はチラリと先程まで寝そべっていた布団を見やる。

　その上ではミシェルちゃんとレティーナの二人が積み重なるようにして寝入っていた。

　いつもは俺よりも遥はるかにタフな二人だが、今日ばかりはテンションを上げて暴れすぎたようだ。

　子供特有の寝入りの速さで、いつの間にか俺の背中に乗ったまま眠っていたのである。

　そこからなんとか脱出して、今に至る。なお二人の食事は別に取ってもらっていた。

「まぁ、この子たちを放置するのも問題よね。いいわ、私が見ておいてあげるから、フィニアちゃんたちは見学していらっしゃい」

「え、いいのでしょうか……？」

「いーの、いーの！　私はしょっちゅう来てる……ってわけでもないけど、まぁ初めてじゃないんだし。あなたはここ初めてなんでしょ？」

「はい。北部の村からはあまり出た事がありませんので」

「なら好きに見て回りなさい。それも勉強の一つよ」

「それでは……ニコル様、一緒に行きます？」

「もちろん」

　フィニアも大人になったとはいえ、元は箱入りではある。

　こういう温泉村のような盛り場では、どんなトラブルに巻き込まれるか、わかったものではない。

　俺がしっかりと見守ってやらねば、人攫い……はいないだろうが、酔っ払いに絡まれたり、ナンパされたりする可能性は充分にある。

　事実、フィニアはエルフということを抜きにしても、かなりの美少女なのだ。

「フィニアはわたしがちゃんと守るから、安心して」

「ハイハイ、ニコルちゃんの方が心配だけどねぇ」

「なんで!?」

　俺は至極一般的な子供である。心配されるほどヤンチャをした覚えは……多々あるな。

　ぴたりと反論をやめた俺を見て、コルティナはニヤリと笑った。

「心当たり、あるわよね？」

「……すっごく」

「大人しくしてあげてね？」

「慎重に検討しつつ、前向きに善処したい所存」

「大人みたいな言い訳しない」

　笑いながらぽこんと頭を叩たたかれ、俺はフィニアと二人で村へ繰り出す事になったのだ。




　夜の温泉村は観光地らしく、喧けん騒そうに包まれていた。

　普通の街なら商店が閉まり始め、通りは暗くなるものなのだが、この界かい隈わいは酒場も多いため、まだ開いている店も多い。

　というか酒場の数が他の街よりも多い。そして土産物屋もまだ開いている。

「賑にぎやかな村ですね、ニコル様」

「そうだね」

　ワクワクした足取りを隠さずに、土産物屋を覗いて行く。

　そんなフィニアを見ながら、俺もチラチラと周辺に視線を飛ばしていた。

　フィニアと違って、俺は目的をもって周囲を観察している。指輪と短剣を鑑定してもらうため、ビルさんを捜していたのだ。

　そんな歩き方をしていたので、フィニアが前方……というか後ろ向きに歩いた拍子に誰かとぶつかってしまっても、むべなるかな。

　ドンと勢いよく誰かにぶつかり、相手が地面に転がった。

　小柄なフィニアに突き飛ばされるくらいなので、相手も相当小柄な体たい軀くをしていた。というか、子供だった。

「あ、ごめんなさい！」

「いってーな！　どこ見てるんだよ」

「本当にゴメンね。ちょっとよそ見してたのよ」

　相手が子供と知って、フィニアも少しフランクな言葉使いになる。警戒心が少し解けたのだろう。

　相手は俺より少し年上、破戒神の見た目と大して変わらないくらいの男の子だった。

　少々汚れた服を着た、ヤンチャそうな少年だ。

　彼は起き上がると尻もちをついて汚れたズボンを叩いてから、こちらをキッと睨にらみ付つける。

「ホント気を付けてくれよな！」

「うん、ごめんね。ちょっと浮かれてた」

「ウチのドジっ子がぶつかっちゃってごめんね？」

「ニコル様、それはちょっとヒドイ」

　俺の言い様にフィニアは不満そうだったが、迷惑をかけたのは間違いなくこちらである。

　素直に謝り、フィニアには反省してもらう必要がある。少しだけ。

　少年は俺たちを見て少し顔を赤くしたが、鼻息を鳴らして何も言わずに駆け去って行った。

　まぁフィニアはもとより、俺も外見はかなり整っているらしいし、顔を赤らめるくらいは大目に見てやろう。

「もうフィニア、ちょっと浮かれ過ぎだよ？」

「うぅ、申し訳ないです。自重します」

「少し注意しつつ浮かれるなら、よし」

「それって、すごく難しいですよ？」

　珍しくぷくっと頰ほおを膨らませるフィニアを見て、こちらが噴き出してしまった。

　少々ドジを踏んでしまったけど、彼女が楽しそうなら問題ない。地面に転がされた彼には悪いが、俺はこの笑顔の方を優先する。

「あ、ほら。このハンカチとかフィニアに似合いそう」

　俺は話を逸らすべく、店先に飾られていたハンカチを指差す。

　そこには白地の生地に、縁に四つ葉のクローバーが刺し繡しゆうされたハンカチが掛けられていた。

　値段も手頃で、俺のお小遣いでも買えそうなくらいだ……お小遣いをもらう身なのが、少し悲しい。

「可愛かわいいですね。それじゃこれを人数分──」

　なぜかみんなの分まで買おうとしたフィニアを俺は慌てて制する。

　これではまるで、俺がおねだりしたようではないか。

「ちがうちがう。みんなに買うお土産じゃなくて……えっと、これはわたしがフィニアに買ってあげるの！」

「え、でも……」

「大丈夫、こう見えても私は結構お金持ち」

　コルティナから月々のお小遣いをもらっている身でありながら、ミシェルちゃんとの狩りで結構な儲もうけを出している。

　いつもの兎うさぎや野鳥だけでなく、先日は山羊やぎまで討伐した。

　これらの毛皮や余った肉を土産として持ち帰るだけでなく、近所の肉屋などに売却した分で儲けを出している。

　その結果俺たちは年相応の子供よりも小銭持ちになっていた。

「じゃあ、私もニコル様にプレゼントしますね？」

「へ？」

「ほら、こっちの三日月の刺繡の入った物はニコル様にぴったりですよ」

「えーと……」

　この場合、俺だけプレゼントを押し付けるのは失礼かもしれない。お互いに贈り合った方が気後れもすまい。

「うん、じゃあプレゼント交換ね」

「はい！」

　俺たちはそれぞれの商品を手に取り、奥にあるカウンターへと向かった。

　すると二人いる会計係の前に、別の男が立って話し込んでいた。どうやら客ではないようで、商品は手にしていない──が、その姿に見覚えがあった。

「あれ、ビルさん？」

　そこには昼間に世話になった行商人、ビルがいた。

　彼は店員と何か商談をしていたようだが、こちらに気付くより早く、店の会計係の人が先にこちらに気付き、話しかけてきた。

「いらっしゃいませ、何かお求めですか？」

「あ、えっと。はい、これを」

　フィニアがあまりにも早い再会に驚きつつも、商品を差し出す。俺もそれに倣ならい、別々に会計を済ませてもらった。

　そこでようやくビルがこちらに気付いて振り返った。

「おや、あなた方は……確かフィニアさんでしたか」

「はい。お久しぶり、ではないですね。まさかこんなに早くお会いできるなんて」

「本当に。まだ数時間しか経たってませんね」

　にこやかに笑いながら、こちらに右手を差し出してくる。握手は商人の挨拶であり、商談を決めた時の締めの行為でもある。

　これは友好を表すための物だろう。フィニアも笑顔を浮かべたままその手を握り返した。

「あれはお土産ですか？」

「ええ、記念に。ニコル様と交換するんです」

「はは、それは仲なか睦むつまじくてよろしいですな」

「ビルさんはお仕事？」

　俺は如い何かにも無邪気そうに首を傾かしげて尋ねてみた。

　こんな場所でこれほど短時間に再会するのは、俺が求めていた事とはいえ、都合が良すぎると思ったからだ。

　そんな俺に欠片かけらも疑念を向けず、彼は質問に答えていた。どこにも怪しい素振りは見えない。

「ええ、私の仕事は買い付けでしたからね。こちらの店の土産物を首都でも売ろうかと」

「このハンカチもしっかりした造りをしてますからね」

「わかりますか！　縁取りもしっかりしてますし、刺繡のセンスもいい。お値段も手ごろですし、これなら首都でも充分に商品になる」

「それなら、もう少し値段を上乗せすればよかったですねぇ」

　ビルと話していた男が、冗談交じりにそんな事を言ってきた。

　どうやら俺が店員と思っていた男は、ビルの交渉相手だったようだ。

「それは困ります。仕入れ値が上がっては大損害だ」

「ハハハ、冗談ですよ。今後もご贔ひい屓きに」

「それはもちろん。ですから値上げは勘弁願いますよ？」

「大丈夫ですよ、原材料が高騰しない限りは、価格を維持させていただきますよ」

　この調子だと、俺たちと出会う前から付き合いのある店だったか。どうやらお手頃すぎる価格に疑心暗鬼に陥っていたようである。

　それならそれで、俺は元の目的を果たせばいい。

「そうだ、ビルさん。これ、なにかわかりますか？」

　俺は懐から指輪と短剣を取り出してビルに見せる。

　短剣は護身用という名目で持ち出してきた（ことになっている）ものだ。カタナと違って小さく取り回しやすいので、町中ではこちらの方が優秀な場面も多い。

「ほほう……これはどちらも魔法が込められた道具ですな。詳しくは鑑定してみないと」

「うん。でも何が込められているか、わからないから」

「フム……その、申し上げにくいのですが……」

「ん？」

　俺の意図を察したのか、申し訳なさそうにビルは告げてきた。

　それは人のいいオジサンのモノではなく、商人としての言葉だった。

「アイテムの鑑定となれば、無料というわけにはいきません。いくら知り合いでも、それは商売の範はん疇ちゆうに入りますので」

「あ、そうか」

　アイテムの鑑定というのは、意外と需要が多い。

　昔の魔法などは今の魔法とシステム自体が違うので、鑑定しないとどんな効果があるのか推測すらできない。

　そして、そういうアイテムが遺跡などに行くと結構ボロボロ出てくるのだ。

　それを見極めるため、鑑定には金を取っている商人は多い。

　顔見知りというだけで、無料でサービスしていいモノじゃない。

「うん、わかった。いくらかな？」

「一品で銀貨五十枚。結構お高いと思いますが？」

　宿に十泊できる値段である。だがマジックアイテムの価値となれば、それを遥はるかに超える物も多い。

　この価格も決して無む茶ちやな設定ではない。しかし、さすがに俺もこの金額は持ち歩いていなかった。

「むぅ、たりない」

　足りない、というわけではない。日々の稼ぎの他に、こっそり例の人ひと攫さらいから俺は金を毟むしり取とっている。

　その程度の蓄えは、隠し持っていた。しかし、それを旅行先まで持ち歩いているはずもなく。

「ニコル様、ここは私が」

「でも……」

　銀貨五十枚は結構な額である。ラウムの街に来てコルティナから給金を受け取っているフィニアだが、それでも厳しい額のはずだ。

　もちろん彼女は最初断ろうとしたのだが、押しの強いコルティナ相手では断り切れなかったのだ。

「大丈夫ですよ。私も使う当てがございませんから」

「そう？　じゃあお願い。後で絶対返すから」

「はい」

「絶対の絶対だよ？」

「そんなに念を押さなくっても……」

　フィニアが腰元の巾着から金貨を一枚取り出し、ビルさんに渡す。

　それを受け取り、ビルさんは懐に仕し舞まった。

「確かに受け取りました。それでは……場所はここでよろしいですかな？」

　ここは土産物屋の店先だ。誰が聞いていてもおかしくない。

　だが俺は、このアイテムの内容を知らない。人攫いの連中が持っていたアイテムなので、知られるとヤバい代物の可能性もある。

　ならば第三者がいない場所の方がいいだろう。

「ここだと、すこし」

「では、私の宿がこの近くにありますので、そちらで」

「いいの？」

「ええ。お客様ですから、果実水くらいならご馳ち走そうしますよ」

　商人としての顔を引っ込め、にこやかにそう告げてきた。

「私も美しいお嬢さん方とお茶をするのは楽しみですからね！」

　この言葉ばかりは彼の本音だと、俺でもわかった。




　ビルに案内され、宿泊している宿に向かった。

　彼が泊まっていたのは、俺たちが宿泊しているような観光客向けの宿ではなく、商人や冒険者が利用する、本当の意味で旅籠はたごのような宿だった。

　サービスを受け、寛くつろぎ楽しむためのモノではなく、本当の意味で泊まるだけの宿。

　大きな厩うまやがあるので、馬車ごと泊まる事ができるところが気に入っているのだろう。

　しかしそれでも最低限のサービスは存在するのか、ビルは受付で約束の果実水を注文して、自室へと案内してくれた。

　そこはそれなりに金を持っている商人とは思えないほど、質素な部屋だった。

　彼は大きな馬車を持ち、そこに積み込む商品を購入できるだけの財力を持っている。護衛を雇う余裕すらある。

　それも盗賊に襲われた際の対処まで考えなければならないほどの財。それがベッドとテーブル、それに水差ししかないような部屋に泊まっているとは思いもよらなかった。

「さて、それでは宿の者が来る前に片付けてしまいましょうか」

「あ、はい」

　彼に促されるまま、俺は短剣と指輪をテーブルの上に並べた。

　明らかに魔力を持っているであろう、力溢あふれる存在感を放っている。

　ただその『力』が良い物なのか、悪い物なのか、全くわかっていない。

　もし厄介な能力が付与された品で、それを説明している最中に宿の人が来たりしたら、どんな誤解を受けるか考えるに恐ろしい。

　ビルは俺の出したアイテムをしばし眺め、その内包する魔力の強さに感嘆したように溜ため息いきを吐いた。

「これはなんとも……素晴らしい品ですな」

「でも、その込められた魔法の内容がわからなくて」

「それは仕方ないでしょう。鑑定は私ども商人の食くい扶ぶ持ちの一つでもありますからな」

　微笑ほほえみながら、懐から虫メガネ状のレンズを取り出し、アイテムをしげしげと観察し始める。

　全体を隈くまなく観察し、やがて懐から白紙の巻物を取り出し、そこにレンズを翳かざした。

　するとレンズから日光を集めた時のような光点が紙に落ち、その表面を焦がしていく。焦げ跡はやがて紙の上に文字を浮かび上がらせていた。

　その文字は俺はもとより、フィニアにも読み取る事はできない。

　だがビルはそれを読む事ができた。

「なんと……」

「わかった？」

「はい。この短剣はキーワードを唱える事で微細に振動する魔法が込められているようですな」

「振動？」

　確か以前、マクスウェルから聞いた覚えがある。

　小さく激しく振動させる事で、刃物の切れ味を増す事ができるのだとか？

　正確には切れ味が増すのではなく、接触面の結合が崩壊してなんたらかんたら……振動によるノコギリのような効果がうんたらかんたら。

　まあ、具体的に説明できるほど俺も理解していない。

「はい、揺れる事でどういう効果があるのかわかりませんが」

「それは聞いた事がある。切れ味が増すんだって。すっごく」

「ほほぅ、そうなのですか？」

「うん」

　感心したように顎を撫なでるビルさん。その目は品定めする商人の物になっている。

　そこへ扉が勢いよくノックされた。どうやら待ちかねていた果実水の到着のようだ。

　中に入ってきた宿の人は盆の上に水差しを載せていた。そこに果実水を満たしているのだろう。そして人数分のカップも。

　テーブルの上に水差しとカップを置き、何も言わずに退室していった。従業員の教育が行き届いている。

「ここは商売の取引も行う事がありますからね。無愛想と思わないでやってください」

「ン、了解」

　こっそり気配を探ってみたところ、ドアの外で聞き耳を立てている様子もない。

　これなら安心して話をする事ができる。

「とりあえず一口どうぞ。喉が渇いたでしょう」

　ビルはカップに果実水を注ぎ、フィニアと俺に配る。

　中には白く濁った少しとろみのある果汁が満たされており、若草のような爽やかな香りを放っている。

　さっそく口にしてみたそれは、甘酸っぱく、それでいて微かすかに青臭い風味を持っていた。

　この近辺はエルフたちの本拠地ともいえる場所で、この辺りで採れる野菜や果物の味は首都でも有名だ。実際に味わってみて、その評判の正しさを実感する。

「おいしい」

「これは……クセがありますけど、濃厚な味ですね」

「なんの、それはまだまだ上澄みですよ？　溜たまっている下の方になればなるほど味が濃くなるので、おかわりする事をオススメします」

　ビルがそう勧めてくれたので、俺は最初の一杯を飲み干していく。

　前世から甘いものは好物だったので、この振る舞いは実にありがたい。

「それで、キーワードって？　んく」

　休みなく喉を鳴らしながら、俺は本題に戻った。

　切れ味を増す魔法が仕込まれているとはわかったが、そのキーワードがわからないと話にならない。

　それにしても、彼の言う通りで、この果実水は美味うまい。

　ビルの言った通り、二杯目になると底に沈殿した果実成分がより濃厚になり、ねっとりとした甘みを感じさせる。

　飲めば飲むほど濃く、甘くなる果実水。これはクセになる。

「ええ、まずこの短剣、その振動に耐えるために頑強タフネスの魔法が仕組まれています。なので刃が劣化しておらず、このままでも打ち上がったばかりのように鋭いのですが、キーワードを唱える事で鉄すら紙のように切り裂けるようになるはず」

「ふむふむ」

「そのキーワードですが……『破戒神を讃たたえよ』ですな。いやはや物騒な」

「ぶっふぅぅぅぅぅぅぅ!?」

「きゃあ！　ニコル様、どうされたんですか？」

　あの白いの謹製じゃないか！

　確かに世間では邪神扱いされてるだけに、滅めつ多たに口にしないセリフではある。起動用のキーワードとしては最適かもしれない。

　そりゃ千年前から伝説が残っている神だから、作ったアイテムがそこら辺に流れててもおかしくないが……まったく、ひどい話である。

　フィニアは買ったばかりのハンカチで、果汁塗まみれになった俺の顔を拭いてくれる。

　ビルはそんな俺に注意を払わず、次のアイテムを鑑定していた。

　そういうところは実に商人らしい。儲もうけのネタになるアイテムが目の前に転がっていて、周囲が見えなくなっているのだろう。

「こちらは装着者の周辺に幻覚を配置するマジックアイテムですな……おや、どうしました？」

「いえ……」

「ちょっとニコル様がむせてしまわれまして」

「ははは、この果実水はとろみがありますからな！　慣れないと喉に絡むでしょう」

　軽く受け流して、指輪を指差す。

「こちらは魔力を流す事で、周囲に使用者の望む幻覚を配置する事ができます。おそらく姿を隠すための物でしょうか」

　なるほど、あの連中はトレントから種を盗むためにアイテムを用意していた。

　トレントと戦闘になった時に備え、彼らが苦手な火を発生させる巻物を用意し、その強きよう靭じんな外皮を斬り裂ける短剣を用意し、監視を欺ける指輪を準備していたというわけだ。

「ですがこれは……非常に高価な品です。この指輪など白金貨一枚は下りますまい」

「白金貨!?」

　白金貨一枚は金貨百枚分。金貨一枚は銀貨百枚分。

　観光客用の割高な宿が大人一泊銀貨五枚という事を考えれば、その高さが窺うかがい知しれる。

「こちらの短剣も金貨五十枚は堅い」

「ご、五十枚ですか……」

　ちょっとした家族が一年暮らせる額だ。そんなアイテムと知って、フィニアは驚きよう愕がくしていた。

　まさか俺が持ち出した（ということにしている）アイテムが、それほど高額だとは思わなかったようだ。

　だが俺の持つカタナだって、市場に流せば金貨二十枚は堅い代物だったりする。それを考えれば、驚くほどの事は……いや、驚くか。

「どうでしょう、ニコルさん。このアイテムを私に売ってくださいませんか？　まだ幼いあなたにこんな申し出をするのはフェアじゃないですが、それでもぜひご検討いただきたい」

　真剣な目でビルは俺に商談を持ちかけてきた。

　彼にしてみれば、突然目の前に降って湧いた儲け話だ。飛びついて来て当然の反応。だが、これを受けるわけにはいかない。

　言い訳的にも、実利的にも、だ。

　非力な俺としたら、この短剣は非常に有用なアイテムであり、幻覚を生み出すアイテムも使い道が多そうだ。

　それにこのアイテムは俺が『ライエルの私物を持ち出した』ことにしているアイテムであり、俺個人が勝手に処分するのは外聞が悪い。

「悪いけどこれはパパの物だから……勝手に売れない」

「そう……でしたか。いや、考えてみれば当然ですな。これほどの品を子供が──いや、失礼」

「ううん、その考えは間違ってないし」

　普通は間違いじゃない。あいにく俺が普通じゃなかっただけだ。

　それにしてもあの連中、やたらいい品を持ってやがったな。これを処分すれば、盗みを働く必要もなかったんじゃないか？

　それとも、まだ他に黒幕がいるのか……？

「ではお父様と交渉させてもらえないでしょうか？」

「それはむずかしい。パパはラウムにいないし」

「ニコル様のお父上は北部三か国連合の辺境の村にお住まいです。こちらまで来るの……あれ？」

　フィニアが首を傾げたのも、まぁわかる。

　本来ならばその距離は交渉を諦めさせるに足る物がある。しかしライエルとマリアは、毎日のようにラウムまで押しかけてきていた。

　なんて迷惑な英雄たちだ。もしライエルとビルが顔を合わせたら、俺の噓うそが発覚してしまうじゃないか。

「と、とにかく、性能はわかった。他になにかなければ、わたしはこれで」

「ニコル様、もうよろしいのですか？　果実水まだ残ってますよ」

「ン、もうお腹なかいっぱい」

　やばい状況にならないうちに、ここは早々に退散しようと思う。

　別に彼が俺の正体に辿たどり着つく可能性はないだろうが、フィニアが毎晩のようにライエルがラウムを訪れることを漏らせば、まず間違いなく噓がバレる。

　そしてそこから『どうやって入手したのか？』という疑問に到いたれば、俺まで辿り着くのは簡単だ。

　なにせレイドが転生済みという情報を、あいつらはすでに持っている。

「では残りは水筒に移してお持ち帰りください。これは酒で割って飲んでもおいしいですよ」

　旅行用の大きめの水袋を取り出し、ビルが果実水を移し替えてくれる。

　これはこれで、ミシェルちゃんやコルティナにいい土産ができたというモノだ。

　さすが商人。気配りが行き届いている。

「ありがとう。感謝」

「いえいえ。こちらこそ、珍しい物をお見せいただけました。この調子ならラウムにはまだ隠れたお宝が潜んでいそうですな」

「冒険者の出入りが激しい所は、そういうの多そうだね」

「いや、まったく！　実に聡そう明めいなお嬢さんだ」

　冒険者が持ち込むのはモンスターの素材ばかりではない。

　代々受け継いだ名器・名品や、遺跡からの発掘品なども多数存在する。無論、それらすべてに価値があるといった話ではないが、その中にはこういった目を瞠みはるような代物も混じっているかもしれない。

　その事実にビルは気付いたのだ。今後彼は多数の冒険者とも交流を持つようになるだろう。




　固く握手を交わしてから、俺とフィニアは部屋を辞した。

　お土産も手に入った事だし、アイテムの鑑定もできた。実に良いこと尽ずくめである。

　この短剣ならば俺の戦闘力はさらに上昇するだろうし、指輪に込められた幻覚魔法があれば、今後は顔を隠すのが楽になる。

　地味に面倒だった変装から解放されるのだから、まったくもってありがたい。

　スキップを踏みかねないほど上機嫌で、俺たちは夜の通りを戻る。

　フィニアもいつになく軽い足取りでついてきた。そうだ、彼女には改めて礼をいわねばなるまい。

　フィニアが料金を立て替えてくれなければ、俺は鑑定してもらえなかったのだから。

「そだ。フィニア、お金ありがとね？　あとで絶対返すから」

「気になさらなくてもいいですよ。私が持っていても使い道なんてありませんし」

「それでも、お金はきちんとしないとね」

　ことによっては人間関係にすら影響するものだ。なし崩しで済ましてよいモノではない。

　借りたものは、必ず返す。これは俺の前世からの信条である。金も、仇あだも、恩も、必ず返すようにしている。

「大丈夫、わたしも狩りで稼いでいるから、お家に帰ったらそれくらいはあるんだよ？」

「本当によろしいのですか？」

「よろしいも何も、元はフィニアのお金だから」

　彼女はエルフだ。その寿命は桁外れに長い。

　今は必要なくとも、俺やマリア、ライエルが寿命で死んだ後も生き続ける。

　今が良ければいいというのは、暢のん気きなエルフらしい考えだが……その時のためには、今から貯蓄の概念を学んでおいても、間違いではないだろう。
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　朝起きた俺が真っ先に目にしたのは、まさに混沌カオスというべき光景だった。

　この宿は観光客を相手に経営しているだけに、部屋の構造も通常の家とは違う。

　草を編んだ分厚い絨じゆう毯たんのような床に、直接綿を入れた袋を敷き、その上で寝るのだ。

　きちんと並べたその寝具の上に五人並んで寝たはずなのだが、朝になるとその整然さは混沌へと変化していた。

　俺の上にはミシェルちゃんが圧おし掛かり、足はなぜか逆を向いたレティーナの抱き枕になっている。

　ぴしっと真まっ直すぐ寝ているのはフィニアだけなのだが、なぜか彼女に絡みつくようにコルティナがまとわりついており、微妙な関節技を決めている。

「うぐぐぐ」

「ん～、レイドぉ……」

　どんな夢を見ているのか理解できないが、とりあえずフィニアが厳しそうなので、早々に叩たたき起おこす事にした。

「コルティナ、起きる」

　ミシェルちゃんの下から抜け出し、ぺしぺし顔を叩いて起こそうとするが、コルティナは一向に目を覚ます気配がなかった。ちなみに俺の足にはまだレティーナがしぶとくまとわりついている。

　熟練の冒険者であるコルティナだが、冒険時以外の寝起きはあまりよくない。

　冒険中はすんなり目を覚ましていたので、日常と非常時の意識の切り替えを無意識にできるタイプなのだろう。

　今は完全無欠に気を抜いているという証拠で、俺たちに対して気を許している証でもある。これはうれしい限りではあるのだが、状況による。このままではフィニアの首が危険だ。

　すでに陽ひが昇って結構経たっている。あまり誰も顔を見せないと、宿の人が様子を見に来るかもしれない。

　赤の他人に、このようなあられもない姿を見せるわけにはいかない。コルティナなどは胸元が盛大にはだけているし。

「んふぅ～」

　なおもぺちぺち顔を叩かれて、ようやくコルティナはうっすらと目を開く。

　俺を認識して──そのまますごい勢いで抱き着かれた。

「んー、やわらか、あったか」

「いい加減目を覚ませー！」

　抱き着くのは別に構わないが、なぜ右手を背中でホールドする!?

　しかも肘の内側に腕を差し込んでいるので関節が決まって、しかも足のレティーナも身体をひねって膝を決めに来ている。って、これ以上はヤバ──あ、ダメ。

「うぎゃあああぁぁぁぁぁ!!」

　俺の悲鳴が宿に響き渡り、その絶叫で全員が目を覚ましたのだった。




「いやー、ごめんごめん。ついうっかりじゃれついちゃってぇ」

　宿で朝昼の食事は注文していなかったので、俺たちは宿を出て、外の食堂を目指していた。

　ここは保養地であり観光地だ。食という面でも結構な努力を行っている。

　宿でお決まりの料理を食べ続けるより、外で食べた方がバリエーション豊富な楽しみ方ができる。

「じゃれつくのに関節決めるのはよそう？」

「うん、反省」

　頭を搔かいて、コルティナが謝罪する。

　どうも彼女は、相手を押さえ込む際に護身術として覚えた関節技を使う癖があるらしい。

　彼女は六英雄の中でも戦闘力に劣る分、狙われることも多かった。そのため多少は体術の心得がある。

　前世では男女の寝所は分ける事が多かったので、この悪癖には気付かなかった。

　あとでマリアがどう対処していたのか、聞いておこう。




　もう少しで食堂という場所まで来て、行く手に人だかりができているのを発見した。

　何やら剣けん吞のんな雰囲気を漂わせているので、俺とコルティナは自然と警戒態勢を取る。

　一応俺は、護身用として昨夜鑑定してもらったばかりの短剣と指輪を装備している。

　対してコルティナは発動補助の効果を持つ指輪を装備していた。これを着ける事で魔法の効果が少し上がるらしい。

　ミシェルちゃんも例の腕輪と白銀の大弓サードアイを持って来ているが、この気配には気付いていない。

　フィニアやレティーナに到っては問題外だ。

「なんだろ？」

　上着の懐に手を突っ込み、その下で短剣の柄を握りながら、俺はコルティナに尋ねる。

　彼女も俺の行動を見抜いたらしく、緊張した表情は崩さない。

「わからないわ。でも少し話を聞いて来るから、ここで待っててくれる？」

「わかった。危なかったら下がって」

「心配性ね。でも了解」

　コルティナは俺たち五人の中で、一番戦闘力が高いだろう。

　だがそれでも結局のところは後衛だ。前線で戦うコツまで理解していない。

　俺の緊張がようやく伝わったのか、フィニアが怪け訝げんそうな表情でこちらを窺うかがう。

「どうかしたんですか？」

「あの人だかり、なんだか殺気立ってる」

「え？」

「だからコルティナが様子を聞きに行った」

　説明を聞いて、ミシェルちゃんが弓ケースの留め金を無言で外す。これはいざという時に備えた動きだ。

　彼女も俺と一緒に森で狩りをしているだけに、実戦の勘は鋭い。

　人だかりに近付き、コルティナが何事か伺いを立てる。

　コルティナは見かけ美少女なので、集団の中の男たちは当初愛想よく説明してくれていた。

　だが後ろに控える俺の姿を見た途端、その態度を豹ひよう変へんさせた。

「あいつだ！　俺は見たぞ、あいつらが昨日マイキーと話してたのを！」

　その言葉に、人だかりの雰囲気が一変した。

　あからさまに警戒を表す集団。その中から一人の女性が歩み出てきた。

　やつれた表情の中年女性。器量はあまり良くはないが、素朴で実直そうな雰囲気を持っている。

　しかし、今はその目を吊つり上あげて、ヒステリックな感情に支配されていた。

「あんたらがマイキーを連れ出したのかい！」

「へ？」

「しらばっくれるんじゃないよ！　マイキーをどこに連れて行ったの！」

　甲高い声で感情的に喚わめき散らし、こちらに詰め寄ってくる女性。

　その姿を見て、フィニアが間に入って接近を妨害した。

　ミシェルちゃんは白銀の大弓サードアイを抜き出し、矢を添えて牽けん制せいする。バングルの力を使用していないので、引けはしないのだが、その雰囲気だけで威嚇にはなる。

　レティーナもいつでも魔法が使えるように控えていた。俺はその二人を手で押さえ、攻撃を控えさせた。

「何の事かわからないんですけど、マイキーって誰？」

「あんたたちが昨日連れ出した私の息子だよ！」

　フィニアの胸元に摑つかみかかりながら、喚きたてる女性。それでもフィニアはその場を退ひこうとはしなかった。後ろには俺がいるから、それができないのだろう。

　反撃に出ないのは、会話の端々から彼女の事情を察したからか？

　話の断片を組み合わせると、彼女の息子のマイキーという少年が昨日から姿を消したと思われる。で、そいつは俺たちと話しているところを目撃された？

　まるっきり覚えがない……あ、待てよ？

「あ、ひょっとして昨日の子？」

「やっぱり知ってるんじゃないかい！」

「いや、昨夜別れたっきり、見てないけど」

「噓うそをお言い！」

　まるっきり話が通用しない。しかもその彼女に引ひき摺ずられるように、後ろの人だかりの雰囲気も悪くなっている。

　このままだと、暴動に発展する可能性もある。

　俺がどうしたものかと頭を悩ませていると、コルティナが帽子を取ってその猫耳を露あらわにした。

「あの、この子は何も知らないのはわたしが保証します。だから落ち着いて話してくれませんか？」

「あんたに保証されても──ってその耳!?」

　猫人族はそれほど数が多くない。このラウムで猫人族、それも金髪で長毛種の魔術師となれば、その数は限りなく少ない。

　普通猫人族に限らず、獣人系種族はその優秀な身体能力を活いかして、前衛職に就くからだ。

「私はコルティナと申します。その子は私が保護してる子でニコル。何かお手伝いできることもあるかもしれませんから、詳しく話してください」

　恭うやうやしく名乗った彼女に、一同は困惑した表情を浮かべたのだった。

　かつて世界を救った英雄。その一人であるコルティナに詰め寄った事で、女性は強こわ張ばった表情を浮かべながら事情を説明してくれた。

　コルティナがその気になれば、彼女一人この世から排除する事は、実に容易たやすい。

　そしてその噂うわさが広まれば、観光地で有名なこの村も大幅なイメージダウンになってしまう。

　それを理解しているからこそ、緊張を隠せないでいた。




　目的地の食堂。そこで食事を取りながら、さらに女性と話をすることになった。

　俺たちは食事しながら、コルティナはお茶で喉を潤しながら、女性の──ジェシカの話を聞く。

「つまり、息子さんのマイキー君が昨夜から行方不明と？」

「はい。気付いたのは寝る前。よく家を抜け出す子でしたので、またフラフラ出歩いていたのかと思ったのですが、朝になっても戻ってこず」

「それで徹夜されてしまったのですね。だいぶ顔色が悪いですよ」

「ですが息子が──！」

　そのマイキー君は昨夜フィニアと衝突して転がった少年だ。

　活発そうで、そして生意気そうな少年だった。その彼の行方が、いまだわからない。

　彼女は村中を駆け巡り、近所の人を動員までして捜索したが、発見には到らなかった。

「そういえば昨日別れた時、門の方に走って行ったような？」

「門ですか？」

　フィニアが昨夜の様子を思い出しながら、報告する。これはコルティナにも情報を伝える必要があるから、あえて口にしている面もある。

　確かに彼は、俺たちと別れた後に村の外側に向かって駆けて行った。今考えてみると、あの時間にあの方向に走っていくのは、かなり怪しい。

「村の外に出た可能性もある？」

「でもなぜ、外に……この近辺は他よりは安全といっても、獣が出ないわけじゃないのに」

　冒険者たちによって周辺の治安は整えられているが、それでも小規模なモンスターの類は存在する。

　とくに野山羊やぎや猪いのししといった野獣の類は、ラウム全域にそこそこ存在している。

　俺より少し年上くらいの子供では、対処しきれないだろう。

「そこまではわからないけど……いや、ちょっと待って」

　そこで俺はある言葉を思い出していた。

　それはあの白いの──破戒神が俺に伝えた言葉だ。

「確か、洞窟にカーバンクルがいるって……」

「カーバンクル？　保護指定対象じゃない。どうしてそんなところに？」

「わからないけど、神様がそういったの」

「神様って、昨日のあの白い子？　自分で神を名乗るなんて変な子だとは思ってたけど……」

　コルティナはあの白いのが神であることに半信半疑だ。しかし、これが普通の反応だろう。

　それはともかく、アヤシイとはいえ神が口にした事だ。しかも俺のご先祖様。ならば俺を騙だます必要性も……おそらくはない。

「とにかく、洞窟のそばでカーバンクルを見かけたから、保護しに来たって言ってた。でも多分方便」

「方便って……どうしてそう思うの？」

「だって、あそこは獣人用のお風呂だよ？　そんなところで待ち伏せて、わざわざわたしに教えたって事は、わたしに行ってもらいたいんじゃないかなぁって」

　洞窟にカーバンクルがいる。その情報を俺に渡すために、白々しい演技までしてあの場で待ち伏せていたのだ。

　知らせた以上、俺があそこに行く事を暗に勧めているはず。

　そして姿を消した少年。このタイミングでこの事件。無関係と断じる方が難しい。

「ひょっとして、その子が先にカーバンクルを発見してしまったとか？」

「まさか、幻獣に襲われて!?」

「いや、カーバンクルはそれほど好戦的なモンスターじゃありません。下手に手を出さない限り安全です。そもそも子供程度の脅威なら、歯牙にもかけない」

　フィニアの推測にジェシカは顔を蒼そう白はくにさせたが、コルティナがそれを否定する。

　カーバンクルはそれほど強いモンスターではない。だがそれでも竜種の端くれ、しかも特に魔法に秀でた種族だ。子供相手なら自在にあしらう事ができるはず。

　つまり、マイキーがカーバンクルに襲われて帰れなくなったという線はない。

「なんにせよ、可能性がある以上、様子を見に行かないといけないわね」

「わたしもいく！」

　というか、顔を知っているのは俺かフィニアだけだ。村人を連れて行くよりは俺の方がよほど役に立つはず。

「そうね。あまり気乗りしないけど、ニコルちゃんの探知能力は私にとってもありがたいわ」

　コルティナは策を講じることに優れてはいても、他の能力は一般的な冒険者を上回る程度。一流に手が届きそうで届かない、そんなレベルだ。

　つまり、探知能力でいうと、実は俺の方が高い。

「それならわたしも！」

「あ、ズルい！　わたしも行きますわよ？」

「だーめ」

　ミシェルちゃんとレティーナも両手を上げて立候補をするが、森の中のドラゴン種を捜しに行くのに、彼女たちを連れて行くわけにはいかない。

　ここはコルティナに諭さとしてもらい、結局留守番させておく。

　フィニアはミシェルちゃんたちの子守だ。

「あの、私はどうすれば……？」

「ジェシカさんが森に来ても、できることは何もありません。すれ違いになる可能性もありますし、村で待っていてください。それにカーバンクルのもとに向かったと決まったわけじゃありませんし」

「は、はい……」

　彼女もコルティナに反論するほど、今は取り乱してはいなかった。ここは大人しく、こちらの提案を承諾してくれる。

　こうして俺は、コルティナと二人でカーバンクル探索に出ることになったのだ。




　俺とコルティナは装備を整え、出発の準備を整える。

　といっても、この村には慰安目的で来ているので、本格的な装備など持って来てはいない。

　俺もコルティナも、動きやすい衣服をコーディネートして、最低限の武装をしただけで完了だ。

　俺は短剣とピアノ線と毛糸を装備しておしまいだった。

「やっぱり、少しばかり心こころ許もとないわね」

「しかたない。普通は温泉に武器は持ってこないし」

「ニコルちゃんはその短剣があるからいいけど、私はこの指輪しかないから……」

　コルティナの装備は魔力補助のための指輪一つ。それ以外はまるで散策するかのような軽装だ。

　弱いとはいえドラゴン種がいると噂される洞窟に向かうには、心細く感じるだろう。

「コルティナ、つかう？」

「この短剣？　いいわよ、ニコルちゃんが使って。私はそういうのはあまり使えないから」

　コルティナの近接戦闘は、基本、体術と魔法を使っての防御が主体である。

　短剣を扱うのは、これでいて結構な熟練を必要とするため、確かに俺が持った方が効果を発揮できる。

「でも……」

「私は途中で杖つえでも買っていくわ。一応モンスターの出る場所に近い村だし、それくらいの装備は売ってるでしょ。それがなくても、トレッキング用の杖とかでもいいし」

　防御に使うのだから、必要なのは頑丈さだ。

　ただの木の杖でも、コルティナの干渉系魔法で強化すれば、それなりに頑丈になる。

「フィニアちゃんもミシェルちゃんも、お留守番頼むわね」

「はい、お任せを」

「うん、まかせて！」

　ミシェルちゃんが、拳を固めて決意表明する。

　この村にいる限り何もないとは思うが、五人の中で主戦力になる俺とコルティナが抜けるので、念には念を入れて警告しておいた。

　宿を出る際、心配そうなジェシカに見送られる。

「申し訳ありません、コルティナ様。息子のこと、どうかよろしくお願いします」

「まだ洞窟にいると決まったわけじゃないので、あまり期待はしないでください。でも望みは捨てないで」

「はい。きっとどこかで、またイタズラしてるんですよ……」

　虚うつろに笑ってみせるが、目にありありと心配の感情が浮かんでいた。

　コルティナの手前、無理に感情を押し殺しているようだが、このままでは長く持ちそうもない。

「いこう、コルティナ。急がないと」

「そうね。それじゃ、いってきます。くれぐれも早まった真似まねはしないでください」

「はい、承知しております」

　この場合、早まった真似とは単独で洞窟に向かったりする行為だ。

　今はすれ違いを恐れて、家で待つことを受け入れているが、心配の感情が暴走すると何をするかわからない。

　できるだけ早く連れ戻さないと、そういった独断専行を行いかねない。

　俺たちは足を速め、森の中にある洞窟へと向かったのだった。







　森の中は薄暗く、視界が悪い。斥候技術を齧かじった程度しか持たないコルティナでは、監視役としては心許ない。

　俺が先行し、周囲を観察していく。すると、奇妙な物を発見した。

「足跡だ」

「足跡？　マイキー君のかな？」

「ううん、これは武装してる」

　足元までしっかりと覆う足甲グリーブの物だ。まだ新しく、しかもご丁寧にスパイク付き。これは兵士か、前衛を受け持つ冒険者が好んで身に着ける物でもある。

　村のイタズラ少年が身に着ける物じゃない。

「兵士……にしてはおかしいわね。こんな所に展開しているはずないし」

「うん、多分冒険者。それも複数」

「複数？」

「三人くらい」

　スパイクの跡は三種類存在した。今、この森の中に最低でも三人の冒険者がいることになる。

　彼らの足跡は一直線に奥へと向かっていた。

「森の奥？　こいつらもカーバンクルを狙っているのかしら？」

「どうだろ。わたしの情報源は結構秘匿性が高いから、違うと思うけど」

　あの白いのも、一応は神を名乗る存在である。というか、その悪質さでは他の神よりも一段高いくらいだ。

　そう簡単に情報を漏らすような真似はしないはず。ということは、別口の情報源が存在したのか？

「それとも、カーバンクルが目的じゃない可能性？」

「あ、そっか！　そういえば名前持ちのドラゴンがやって来るっていってたわね」

「ドラゴンを倒すため？」

　いくらなんでも三人でドラゴンを、それも名前持ちを倒すなんて、よっぽどの手て練だれじゃないと不可能だ。

　だがコルティナは俺の意見をあっさりと否定する。

「違うわ、倒すよりももっと簡単に稼げるかもしれないの」

「稼げるって……」

「ビルさんたちの話じゃ、ドラゴンは湯治にやってきてたんでしょ？　よっぽどお風呂好きなのか知らないけど、それだけ入り浸っていたなら、鱗うろことか落ちててもおかしくないじゃない」

「あ、そっか」

　ドラゴンも爬は虫ちゆう類るいだ。しかも再生力が半端なく強い。多少荒っぽく身体を洗って鱗が剝はがれても、すぐに再生してしまう。

　そういった鱗の破片が残されているとすれば、回収するだけでかなりの儲もうけになる。

　名前が付くほど上位のドラゴンの鱗なら、特に高値が付くだろう。

「ドラゴンの遺留品目当ての冒険者が森の奥に向かい、万が一カーバンクルを発見したらどうなるかしら？」

「まず間違いなく、狩られちゃうね」

　コルティナはビルたちとの会話から冒険者の目的を予測し、最悪の事態を想定していく。

　俺もこれには正直な予想を返していった。平凡な答えでも現状把握には必要なことだ。

「それをマイキー君が目撃したとしたら？」

「まず間違いなく、口封じで殺されちゃう」

「私もそう思うわ。どうやら急いだ方が良さそうね」

　ドラゴンの遺留品を漁あさる。それは有限の資源を早い者勝ちで取り合うようなものだ。ならば、目撃者は少ない方がいい。

　ましてやドラゴンの出没地点にやってくるような子供なら、村から消えることも充分にありえる話だった。

　ならば目撃者を、この冒険者たちが見逃すはずがない。そう判断して、俺たちは足を速めた。







　カーバンクルが目撃されたという洞窟の前までやってきたが、冒険者にもマイキーにも出会うことはなかった。

　調べてみた結果、小さな靴跡と獣の足跡が洞窟へ向かっていた。この靴跡は、マイキーのものと思われる。

　さいわいというか、カーバンクルの死体や血痕なども発見できなかったので、彼の身もカーバンクルもまだ無事なのだろう。

「まだ彼は無事みたいね」

「うん、カーバンクルも。新しい足跡は洞窟の中に続いてる。でも、でてきた形跡はない」

「マイキー君はまだ中にいるってわけね」

　更に周囲を探索していくと、他に足跡がないと判明。つまり冒険者は、まだここまでは来ていないということになる。

　ドラゴンが立ち寄る源泉は、この近辺ではない。人が入る場所にドラゴンに立ち寄られては、客足が途絶えてしまう。

　知性が高いドラゴンらしいから、その辺りを配慮して村から離れた場所を選んでいるのだろう。

　冒険者がここに来ていない理由も、ドラゴンの居場所を探索するためか。

「彼が出てこない理由がわからないわね。冒険者と鉢合わせしていないのだとすれば……中でトラブルがあったってことね」

「なんにせよ、中に入らないと」

「洞窟内にガスが溜たまっている可能性があるわ。浄化ピユーリフアイの魔道具は持ってる？」

「ある」

　この村が温泉村として発展した原点が、この洞窟で温泉が発見されたことにある。

　つまり、この内部にはガスが溜まっている可能性も少なくない。

　俺は顔を隠すために便利なので、浄化ピユーリフアイの魔法が込められたマフラーは常に持ち歩くようにしていた。

　二人揃そろってマフラーを巻いて、洞窟内に足を踏み入れていく。内部は暗く、さすがに俺も視界が確保できない。

　そこでコルティナが光明ライトの魔法を使用し、周囲を照らしてくれた。

「足跡、まだ追える？」

「うん。子供の足跡と……獣？　爪があって……入り口にあったのと同じ足跡がある」

「噂うわさのカーバンクルね、多分」

「んー、二つとも頻繁に出入りしている痕跡がある」

「頻繁に……？」

　一度だけならば、偶然もあるだろう。だが双方向に何度もとなると、偶然とはいえない。

　そしてその回数出入りして、カーバンクルと出会わなかったというのも考えられない。

「おそらく、マイキー君はここでカーバンクルと会うために出入りしてたのね」

「カーバンクルは保護指定されてる」

「だからこそ、人目を忍んで会ってたのよ」

　保護指定されているモンスターと、頻繁に触れ合うのはあまり感心されることではない。

　カーバンクルは知性が低くはないモンスターだが、それでも迂う闊かつに触れるのは危険だ。

　だから親にも内緒で、夜中に会いに来ていた。

「でも中で何かあって、戻れない状態になったってところかしら？」

「ガスが溜まっているなら……危ない」

「そうね、最悪の事態は覚悟しないと……」

　俺たちはそのまま足を進めていく。

　洞窟はかなり風化しており、いつ崩れてもおかしくないほど、ボロボロになっている。

　内部は案の定ガスが薄く滞留しており、長時間居座るとなると、かなり危険な状態になるだろう。

　しばらく中に進むと、崩れた壁を発見した。

　そのそばには子供の足跡が残されていて、崩れた岩盤の向こうに続いていた。

「コルティナ、ここ」

「足跡ね。崩れた壁の向こうに続いてる？」

「うん。帰り道が落盤でふさがれたのかも」

「可能性はあるわね。少し下がってて。朱の五、群青の六、山吹の九──閉ざされた道を拓ひらけ。穿孔トンネル」

　コルティナの呪文に従い、落盤の土砂に穴が開けられていく。

　太さ二メートル程度の穴が掘り進められ、三メートルも進んだところで向こう側に貫通してしまった。

　俺とコルティナはお互いに目配せをしてから、俺が先に穴の中へ進んでいった。

　このままだと再び落盤を起こしてしまうので、コルティナは頑強タフネスの魔法で壁を補強している。

　俺は短剣を抜き、警戒しながら奥へと進む。すると空気の漏れるような音……いや、威嚇音が聞こえてきた。

　そこでは毛を逆立てた、額に宝石を張り付けた巨大なハムスター、カーバンクルがこちらに牙を剝むいていた。

「カーバンクル、だ……」

「フシャー！」

　背後のコルティナに知らせるよう、そして相手を刺激しないように、静かに口にした。

　コルティナも補強を終えてから俺の背後までやってくる。

　そしてカーバンクルの向こうに、足を押さえて倒れ込んでいる子供を発見した。

「マイキー君！」

「クルルルルル……」

　俺はカーバンクルを刺激しないよう、短剣を仕し舞まい込こみ、害意がないことを示すように両手を広げながら、ゆっくりと少年に近付いて行く。

　いまだ俺を威嚇しているカーバンクルだが、襲い掛かってくるようなことはなかった。そんなカーバンクルを回り込んで、少年──マイキーの様子を探る。

　足に怪け我がをしていて動ける様子ではないが、呼吸は安定していて命に別状はなさそうだ。

　ガスの満ちた洞窟内なのに、彼の周辺はそのガスが存在していない。

　彼が幸運にもそういう空気溜だまりに倒れていた……というのは、ご都合主義すぎるだろう。

「君が空気を浄化してくれていたのかな？」

「ウキュ？」

　俺に害意がないことに気付いたのか、小さく首を傾かしげてこちらを窺うかがっている。

　俺にはこの怪我を癒すほどの魔法は使えないので、コルティナに場を譲り、治ち癒ゆしてもらう。

「治る？」

「これくらいなら、私でも大丈夫よ。それにしてもよく無事で……」

　コルティナが傷を癒している間、俺は周辺を調べる。

　そこにはパンや干し肉などの保存食が散乱していた。

「どうも、ここでカーバンクルに餌を与えていたっぽいね」

「そのお礼に空気を浄化していたのかもね」

　マイキーの足を光が包み、その傷跡が目に見えて消えていく。

　呼吸の落ち着いてきたマイキーを、コルティナが背負って出口を目指す。

「アナタもついてくる？」

「キュッ！」

　言葉は話せなくても、こちらの意図を察することができるのか、的確に返事を返すカーバンクル。

　洞窟を出るこちらの後ろを、チョコチョコとついてきた。

「こうやってみると、かわいいね」

「でもモンスターだから、危険なのは変わりないのよ。法律的にも違法だし」

「撫なでたら気持ちよさそうなのに」

「さすがに私でも、それは見逃せないわよ？」

「無念……」

　元男といえど、あのふわふわ感の魅力にはさすがに抗あらがいがたい。少しだけマイキーの気持ちがわかる気がする。

　だが、悪い事は悪い事だ。ここはしっかりと後で言い聞かせないといけない。

　それにこのカーバンクルはちゃんと保護してくれる相手がいる。

「あの白いの、実はモフろうとしてるだけじゃないだろうな？」

「ん、白いの？」

「なんでもない」

　とにかくこちらがカーバンクルを発見したのだから、いずれは向こうから顔を出してくるだろう。




　そんなことを考えつつも洞窟を出ると、洞窟の出口付近に三人の冒険者が鎮座していた。

　彼らは揃って重装備に身を包み、パンパンに膨らんだ手提げ袋を脇に置いている。

　全員が大声で笑い声を上げ、乾杯の音頭を取っていた。

　彼らは焚たき火びを囲むように座り、カップを口元に運んでいた。おそらく酒だろう。

　袋の隙間から黒光りする鱗うろこのような物が覗いているのを見ると、コルティナの予測通り、ドラゴンの鱗を集めに来た冒険者に間違いはなさそうだ。

　なぜこんなところで……と思ったが、そこで俺は気が付いた。

　この森は意外と深い。

　拓けた場所といえば、ドラゴンの立ち寄る温泉か、この洞窟の前くらいだろう。あとは村の近くまで戻らねば、存在しない。

　村に帰れば、人目についてしまう。この収穫は大っぴらに口にできない。落ちている鱗などは有限の資源であり、早い者勝ちのお宝だからだ。

　下手に口を滑らせて、競争相手を生み出す必要もあるまい。最近は姿を見せていないとはいえ、温泉ではいつドラゴンがやってくるかわからない。

　ならば人目に付かない場所で休憩を取り、早々にこの村から離れる必要がある。

　つまりこの場所が、彼らにとって最も寛くつろげる場所ということになる。

「クキュッ──!?」

　唐突な遭遇に、カーバンクルが驚いたような声を上げる。

　俺もコルティナも、さすがに冒険の場数を踏んでいるので、ここで声を上げるようなヘマはしなかったのだが……それをモンスターに求めるのは酷な話だったか。

　カーバンクルの声に反応して、男たちもこちらに気付いたようだ。酒を口に運ぶ手を止め、俺たちに濁った視線を向けてくる。

「ああ？」

「なんだ、お前ら？」

　子供を担いだ女連れ。確かに怪しまれて当然の姿ではあるが、それでも彼らほどではあるまい。

　酒に酔い、紅潮した髭ひげ面づら。身に着けた板金鎧よろいも、あちこち傷が付き、そこからわずかに錆さびが浮いている。

　手入れは悪いが、かなり使い込んだ雰囲気。その風情からするとそれなりに場数は踏んでいそうだが、品性は経験に反比例して低そうだ。

　こちらに向けた誰何すいかの声からも、その品性の低劣さが見て取れる。

「えっと……私たちは迷子の子供を保護しに来ただけよ。気にしないで」

「迷子だぁ？」

　コルティナが愛想よく、背中に背負ったマイキーを男たちに見せる。

　そのまま、マイキーを俺の背に覆おおい被かぶせるように移動させた。

「なに？」

「シッ、いいから」

　背中にこいつを背負っていたら、俺は戦えない。できるならコルティナの方で引き受けてほしいのだが。

　そう思って、振り返ろうとしたところで、男たちが素っ頓狂な声を上げた。

「おい、その後ろの──まさか、カーバンクルじゃねぇか？」

　驚きよう愕がくを多分に含んだ声。ドラゴンの鱗拾いという、地味だが儲けの大きな仕事を成功させた帰りに、まさかこんなお宝までお目にかかるとは思わなかったのだろう。

　だが、今の俺たちにとって、男の叫びは不穏の一言に尽きる。

　カーバンクルは保護指定モンスター。それを連れているだけでも、こちらとしては大問題だ。

　しかも、その額の宝石は非常に高価。法を犯してでも手に入れる価値があるほどに。

「よく懐いてるじゃねぇか？　なぁ、ちょっとそいつを貸してくれないか？」

　やたらと馴なれ馴なれしく話しかけてくる男。他の二人も、こちらを挟み込むような位置に移動していく。

　その包囲網が完成する前に──

「ニコルちゃん、逃げて！」

「え？」

「マイキーを連れて、早く！」

　そこでようやく、マイキーを俺に渡した真意に気付いた。

　コルティナは……ここで一人で、足止めするつもりだ。

　男たちの性格はともかく、力量はそれなりにありそうだ。後衛職のコルティナ一人では荷が重すぎる。

　もちろん、そこに俺が参加しても、勝ち目は薄い。いつもの俺ならば、だけど。

　糸による身体強化を行えば、俺も充分戦力になれる。そしてコルティナと力を合わせれば、連中を撃退する事も可能だろう。

　だがそれは、俺の正体をコルティナに知られる事にも繫つながる。

「早く行って。私も後から追いかけるから！」

　コルティナはそういっているが、三人に包囲されて逃げ切るのは難しい。

　これは──

「……あの時の、俺と同じか」

　命懸けの時間稼ぎ。

　いや、彼女ならば俺たちという荷物がなくなれば、どうとでもできるかもしれない。

　地形を利用した罠わなやトラップは彼女の得意とするところだ。

　ひょっとしたら彼女の得意分野で、対応してしまう可能性もある。

　しかし、彼女の本質は魔術師である。とはいえマクスウェルのように強力でもなく、マリアのように早くもない。

　その実力は一般的な冒険者よりも上なのは確かだが、三人相手となるとどうだろう？

　その上、今は戦闘用の装備すら付けていない。攻撃を受ければ、一撃で大おお怪け我がを負ってしまう。

「早く！」

　共闘か、撤退か。俺がその結論を出す前に、コルティナに急せかされる。

　その声に背を押されるように、俺はその場から駆け出していた。

　これは前世から彼女の指示に従い続けていた条件反射ともいえる。

　俺は闇雲に森に向かって走る。男たちも俺を追おうとするが、その前にコルティナが立ちはだかり、追跡を妨害した。

　そのまま詠唱が始まり、男たちが彼女に襲い掛かっていく。

　戦闘が始まる気配を背後に感じながら、俺はマイキーとカーバンクルを連れて森の中に駆け込んでいった。




　しばらく森の中を駆け回り、追跡がないことを確認してから俺は足を止めた。

　マイキーを木の陰に隠し、枝や落ち葉で偽装して、周囲から見えないようにしておく。

　更に足跡も隠しておかねばならないだろう。俺はカーバンクルに話しかけて見張りをお願いしてみた。

「足跡を消してくるから、マイキーをお願い」

「キュッ！」

　カーバンクルがこちらの言葉を理解できるのは、すでに承知している。

　俺にカーバンクルの表情はわからないが、この事態を招いたのが自分だという自覚があるのか、柳りゆう眉びを逆立てて決意の表情を示している……ように見受けられた。いやそもそもこいつが雌かも眉があるのかもわからないんだが。

　ともかく、一刻も早く足跡を消すため、箒ほうき代わりの枝を持ってその場を離れる。

　その間も気になっているのはコルティナのことだ。

　あれからまだ数分しか経たっていないが、命を落とすにはそれだけでも充分な時間だ。

　そして何より彼女は……贔ひい屓き目めを抜いたとしてもたぐいまれな美少女である。実年齢は少女という域を超えているが。

「くそっ！」

　今になって、なぜ逃げだしたのかと、後悔の波が押し寄せてくる。

　前世のあの時、俺を置いてその場を離れねばならなかったコルティナも、こんな思いをしたのだろうか？

　だとすれば、俺はなんて愚かな真似まねをしたのか。

　だからといって、マイキーやカーバンクルをあの場に残しておくわけにはいかない。そういう意味で、コルティナの判断は間違っていない。

　しかし、今は……

「今なら、あの二人の安全は確保されている、か？」

　足跡を消しておいたので、追跡の心配もしばらくはないだろう。

　つまり、今の俺は参戦するに足る充分な口実を得ている。

　だが今のままでは問題だらけだ。俺が戦力になるには、操糸の能力を使わねばならない。しかしそれをコルティナに見られたら、俺がレイドであることがバレる。

　ならば、どうするか？

　そこで俺は、自分の左手中指に目をやった。
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　ニコルが駆け出すと同時に、コルティナは詠唱を開始していた。

　男たちには友好の気配など、欠片かけらも存在していない。そもそもドラゴンの鱗の回収という儲け話を見られただけで、口封じにかかる可能性も充分にある。

　その上でカーバンクルの存在。自分たちに危害を加える動機は、山のように存在した。

「朱の三、群青の一、山吹の三──上位強化ハイエンチヤント！」

　やや強めに魔力を込めた身体強化。元々身体能力に長たけた猫人族にこの魔法をかければ、冒険者でも倒すのは手間取るはず。

　必要なのはニコルたちが逃げ切るための時間。その目的を優先したがために、彼女は自身の強化を真っ先に行おこなった。

　発動と同時に斬り込んでくる男たち。

　この行動もコルティナは予想していたため、余裕を持って横っ飛びに避けた。

　しかし彼女もすでに包囲されている。飛とび退のいた先にも別の男が斬りかかってくる。

　今度は前転し、何とかその脇をすり抜け、ひとまずは事無きを得た。

「ちょっと待って欲しいな。私は別にアンタたちの小遣い稼ぎを邪魔する気はないんだけど？」

　体勢を立て直しつつ、時間稼ぎに会話を申し出てみる。

「うるせぇ！　せっかくの穴場をお前らに荒されてたまるか！　あれなら今回の依頼だけでなく、これから何度も稼ぎに来れるってのに！」

「そうだ！　それにあのカーバンクル……額の竜珠を売れば、もうこんな真似しなくても済むようになるぜ」

「カーバンクルは保護指定対象よ。そんな物を買い取るような業者はラウムには存在しない」

　女王華の種ですら、大手のホールトン商会は買い取りを拒否したのだ。

　カーバンクルの竜珠はユニコーンの角に匹敵するほどの禁制品。取り扱うリスクの方が大きい。

　そんな警告を発しつつ、コルティナは小声で呪文の詠唱を開始していた。男たちに聞こえないほどの小声で。魔法陣は腰の後ろで描き、男たちからは死角になるように。

「目撃者がいなけりゃ、他国からの輸入品ってことで売うり捌さばけるんだよ！」

「おいギース、お前はガキを追え！　俺たちはこのアマを始末──」

「させない──火弾フアイアボルト！」

　そういう展開になることはコルティナも予想していた。なので前もって詠唱しておいた攻撃魔法を解き放つ。

　踵きびすを返し、ニコルを追おうとする男に向けてファイアボルトの魔法を撃ち込み、その動きを牽けん制せいする。

「ぐおっ、あっちぃ!?」

　しかし不充分な体勢と時間で発動させた分、魔力を練り込めていない。初期レベルの魔法では有効なダメージを与えられなかった。

　これがマクスウェルほどの魔力があるなら、一撃だったのだが……もしくはマリアほどの詠唱速度があれば──

「このアマぁ！」

　不意を衝ついての攻撃に、男たちは怒りの声を上げて襲い掛かってくる。

　しかも今度は同時に三方向から。とっさにバックステップを踏み距離を取る事で攻撃を回避。

　こうして何度も攻防を繰り返していくうち、コルティナは次第に逃げ場を失っていった。

　いくら猫人族が敏びん捷しようさで名を馳はせているとはいえ、一対三の包囲戦では限界がある。

　ましてやここは森の中の小さな広場。本格的に森の中ならばともかく、地の利は相手の方にある。

　いっそニコルを追うべく、森の中に駆け込んでしまおうかとも思ったが、一瞬でその考えを却下した。

　ニコルの体力はいまだか弱い少女のままだ。距離はそれほど稼げてないに違いない。

　ならば自分は、まだここで時間を稼がないといけない。

　それに森に入るということは、自分の目も森に遮られる状況になる。

　もし、連中の一人がニコルを追うために別行動を取ったとしても、気付かないかもしれなかった。

「まったくもう……ほんっと、ジリ貧じゃない！」

　自らを鼓舞するため、敢あえて大声を出す。だがこの程度の修羅場なら何度も潜くぐり抜ぬけている。

　連中にあって自分にないものは何か？　それを勘案した結果、彼女は自分の服の胸元を大きく引き裂いた。

　服の隙間から、お世辞にもふくよかとはいえないが、形のいい胸が零こぼれ落おちる。

「ハッ！　なんだよ、今度は色仕掛けか？」

「いいね、お前をぶちのめしてから楽しませてもらうぜ！」

「今さら効きゃしねーんだよなぁ！」

　下げ卑びた歓声を上げる男たち。だがコルティナはその声を無視し、じりじりと洞窟の入口へとにじり寄っていく。

　その動きを洞窟の中へ逃げ込もうとしていると勘違いした男たちは、そうはさせじと回り込もうとした。

　だがその一歩先に、コルティナは洞窟の中へ飛び込むことに成功する。

「逃がすかよ！」

「追うぞ！　捕まえた奴やつが一番手だからな！」

「負けてらんねぇなぁ！」

　劣情の混じった怒声。引き裂いた胸元の効果で、彼らは充分に発情していた。不快な思いをして挑発した甲か斐いはあったというモノだ。

　背後から聞こえてくる声は三種。コルティナは全員を誘い込むことに成功したと確信する。

　胸元を裂いたのは、自分という餌をより美味うまそうに見せるため。そして色仕掛けをしないと不利なほど追い込まれていると見せるため。

　そうやって男たちを興奮させ、正常な判断力を奪ったのだ。




　洞窟の中を駆け抜けながら、コルティナは思考する。

　さいわい、洞窟を出てすぐに冒険者に絡まれたため、光明ライトの魔法はまだ維持されていた。足元の不安は、まだない。

　それに、この洞窟には薄くガスが充満している。うまく奥まで誘い込めば、連中は中毒を起こし昏こん倒とうする可能性もある。

　対して自分は、浄化ピユーリフアイの付与された魔道具を持っているので、長時間いても影響はない。

　逃げ場はないがこれで状況は有利になるはず。そう思って背後を振り返って……落胆する。

　男たちもまた、浄化ピユーリフアイの掛かったマスクを装着していたからだ。

「くそ……」

　思わず罵声が口をついて漏れる。

　考えてみれば、連中はドラゴンの浸かる温泉を探索に来ていたのだ。ガス対策をしていないはずがない。

　洞窟内部に逃げ場はない。これは完全に失策か……そう後悔した。

　だからといって諦めるつもりはない。次の策を講じるべく、頭を巡らせる。

　使えそうなのは、マイキーを発見した崩落の跡。あそこは自分が頑強タフネスを掛けて壁を補強してある。それを解除すれば、再び崩落し、少なくとも男たちを閉じ込めることくらいはできる。

　そう考え、行動に移そうと再び背後の様子を窺うかがった直後。

「ぎゃあ!?」

　奇声を上げて、最後尾の男が唐突に倒れる。

　そしてその向こうに、細身の男が姿を現したのだった。




　　◇◆◇◆◇




　やはりコルティナ一人では荷が重かったのか、彼女は洞窟内で追い詰められていた。

　いや、まだ追い詰められたというほど余裕がなかったわけではなさそうだが、それでもピンチであることには変わりない。

　彼女にとって武器とは、即すなわち人である。

　他者の能力を最大限発揮させ、最大効率の戦果を挙げさせるのが、彼女の得意分野だ。

　だからこそ、単独での戦闘はあまり得意ではない。

　俺たちを逃がすための足止めなんて、本来は彼女の役割ではないのだ。

　それでも保護者という責任感が彼女に無む茶ちやをさせた。

　すでに服の胸元は引き裂かれ、遠目からでもわかる形のいい胸が剝むき出だしになっている。俺はそれを見て、頭に血が上るのを感じた。

　無論、声に出すわけにはいかない。

　俺はいま、幻覚を生み出す指輪を使って、レイドの姿を纏まとっている。これでコルティナの目をごまかすことには成功しているが、指輪でごまかせるのは外見だけだ。

　声まで変化するわけではないし、直接触れられてもバレてしまう。

　故に速やかに無法者を排除し、即座に離脱する必要がある。

「……レイド……なの？」

　かすれたような声で、こちらに問いかけるコルティナ。だがその声に答えるわけにはいかない。

　俺は小さく頷うなずき、肯定の意を示した後、即座に戦闘行動に入った。

　ここは直線の一本道。非力で決定力に欠ける俺にとって不利に思われるかもしれないが──実のところ、そうでもない。

　薄暗く、足元が覚おぼ束つかない地形。

　凹凸が激しい壁や天井。

　幅二メートル程度の狭く、行動を限定される洞窟内は罠わなを仕掛け放題だ。糸を自在に操る俺にとって、ここはまさに蜘く蛛もの巣を張る巣穴にふさわしい。

　早速一本を壁には這はわせ、出っ張りに引っ掛けてから先頭の男の足元に絡めておく。

「なんだ、てめぇ……女の仲間か！」

「なんにせよ、見られたからには生かして帰せねぇぜ。運が悪かったな、若造！」

　相手が誰かも理解できず、粋がる冒険者たち。それも無理はない。六英雄の中で俺だけが、あまり顔を知られていなかった。

　各地に銅像すら建てられる六英雄だが、その中でも俺だけは顔があまり明確に残されていない。

　暗殺者という立場上、そこは有名になるわけにはいかなかったからだ。

　返事を返さない俺に業を煮やし、こちらに斬り込もうとする先頭の男。

　だがその動きは俺の手の平の上だ。あっさりと足元に仕掛けた糸に足を取られ、前のめりに倒れ込む。

「うぉっ!?」

「バカ野郎、しっかりしやがれ！　ただでさえ狭いってのに、転んでんじゃねぇぞ」

　その通り、ここは狭い一本道だ。逃げるコルティナにとっては最悪の地形かもしれないが、俺にとっては攻撃を避けられようのない狩場でもある。

　ましてや転んだ状態では避けることもままなるまい。それに敵にとって、倒れた仲間は邪魔な障害物になる。

　俺は鋼糸を縦に振って、天井スレスレから斬撃を浴びせかける。転んだ男はそれを避けることができず、顔面をしたたかに打ち据えられた。

　その斬撃は男のマスクを跳ね飛ばし、右目のあたりを深々と斬り裂く。

「ぐわぁ！」

「なんだ？　飛び道具か！」

　いくらコルティナが光明ライトの魔法を維持しているとはいえ、この薄暗い闇の中では俺の攻撃の本質を見切る事はできない。奴らは重装備なので、きっちり防御すれば防げない攻撃ではないのだが、攻撃そのものが見えてなければ、守りようがない。

　残り二人が怯ひるんだところで、俺は一息に距離を詰め、手にした短剣で二人目の男に斬り掛かる。

　レイドの姿を纏って襲い掛かる俺。その手の短剣にも幻覚は影響している。同時に短剣の形も多少変更しておいたので、俺の持っていた物と見抜かれる可能性は低いだろう。

　そしてこの幻覚には、もう一つの利点がある。

「させる──なにぃ!?」

　俺の一撃は、短剣を受け止めようとした男の剣をすり抜ける。

　もちろん、短剣が剣をすり抜けるということは、あり得ない。これは俺が見せている幻覚と、実際の俺の体格差からくる軌道のずれの影響だ。

　小さな子供の俺の体格と、前世の俺では肩の位置もリーチも大きく違う。

　その差は、剣筋のずれとして現れ、男の防御をかいくぐったのだ。

「──破戒神を讃たたえよ」

　小さく、コルティナに聞こえない範囲で起動言語キーワードを唱える。彼女に聞かれないようにしたのは、今後この短剣を精査されたときに備えてのこと。

　だがそこで俺は悟った。この短剣を、なぜあの誘拐犯たちが装備していなかったのかを。

　急激に振動を始めた短剣は、鉄製の鎧よろいを紙のように斬り裂いていた。しかしその振動は柄を伝わり、俺の腕までも震えさせる。

　手首と前腕がブルブルと激しく揺すられ、手の中で短剣が暴れだした。

「ぐ、ううぅぅぅ!?」

　とっさに毛糸を巻き付けて固定し、手から飛び出すのを防いだが、それだけでこちらの握力を削られていく。

　まるで暴れ馬のように手の中で振動する短剣。こんな厄介な短剣、使いこなせという方が難しい。

「ガハッ、な、何……ぐぶぶぶうぶぶぶぶああああああああああ!?」

　攻撃を受け損ね、驚きよう愕がくの表情を浮かべる男。防御をすり抜けたのは幻覚のおかげなのだが、当然その事実は幻覚を見せている俺にしか理解できない。

　なぜ受け損ねたのか、その理由もわからないまま、男は悲鳴を上げる。短剣で致命傷を与えるにはよほど深く刺さねばならないのだが、この短剣の場合、微細かつ強力な振動が波となって広がり、内臓を打ち付け破壊する。

　ビクビクと痙けい攣れんし、手足を突っ張らせながら、その場に崩れ落ちる。

　前のめりに倒れ、顔の下から泡状になった吐血が流れ出す。子供とはいえその握力で押さえられないほどの振動を、直接体内に叩たたき込こまれたのだ。おそらくは内臓が破壊され、ドロドロになるまで搔かき混まぜられた結果だろう。

　俺は足で男の顔面を蹴り飛ばし、洞窟の隅にどけておく。この狭い洞窟の真ん中で倒れられては、俺の逃げ場を制限する障害物になってしまうからだ。

　死体に酷ひどい仕打ちをと思われるかもしれないが、コルティナに乱暴を働くような奴に容赦はしない。これでも足らないくらいだ。

　ここで、最初に斬り付けた男が起き上がってきていた。しかしその足元はおぼつかない。

　切り裂かれた右目のダメージが大きいのではなく、浄化ピユーリフアイの掛かったマスクを弾はじき飛とばされたことが原因だ。

　この洞窟内に溜たまっているガスは全体的に薄いものの、怪け我がを負い、戦闘行動を取っていては、呼吸は深くなり、息を吸い込む量も桁外れに増える。

　結果的に有毒ガスをより多く吸引してしまったため、朦もう朧ろうとしているようだった。

　そこで俺は天井の岩の出っ張りに糸を引っ掛け、男の首にかける。糸の反対側を近くの岩に絡めて固定し、絞首台のロープのような状態にした。

　男の足がいつも通りならば、これは何の問題もない。しかし今は意識が混濁し、足元も指先も震えている状態だ。

　立つことも、糸を外すこともできず、ユラユラと揺れながら立ち尽くすことしかできなくなっていた。

　このまま放置しておけばやがて意識を失い、倒れた拍子に首を締め上げられ、絶命するだろう。

　瞬く間に仲間二人を無力化され、残された最後尾の男は狼ろう狽ばいして周囲を見やる。

　彼らは確かにそれなりの腕は持っていたのだろうが、仮にも英雄たちの中で前線を張っていた俺からすれば、いくら身体能力が劣っているといっても負ける相手ではない。

　ましてや、今の俺は糸を使って通常の大人より俊敏に動くことができる。相手が俺の能力を知らず、俺にとって有利なこの地形では尚なお更さらだ。

　圧倒的な力量を前に、カタカタと震える最後尾の男には、すでに戦意はない。

　俺は奥のコルティナに聞こえないように、できるだけ低い声を発して警告する。

「戦う気がないのなら武器を棄すてろ。そしてマスクを外してここから立ち去れ」

「そんな無茶な！　ここはガスが充満してるんだ。マスクを外したら、出口まで──」

「自分の力と運を信じるんだな」

　容赦のない俺の言葉に、男はマスクを外し、その場に落とす。

　そしておずおずと歩を進め、俺とすれ違い──

「た、たしゅけて……」

　首を吊られた仲間にしがみつかれていた。

「は、離せ、早く洞窟を出ないと──」

「みしゅてないへ、おねがひ！」

　首を吊られた男も指先が震えてまともに動かないため、腕全体を使って必死にしがみついている。あの男が助かる道は、もはや仲間による救助しかない。

　だからこそ、全力で、命懸けで助けを求める。

「ヤメロ、俺まで巻き込む気か!?」

　叫ぶ男。それはこの洞窟の空気を急激に、また多量に吸い込む行為である。クラリと眩暈めまいを起こし、膝が折れる。

　その動きは吊られた男の首を締め上げる行為でもあった。

「あぐっ、ぐががが……」

　首を絞められ、吊られた男の指が反射的に握りこまれる。それはもう一人の男の動きを封じる行動でもあった。

「は、はな……せ……って、いってんだろう！」

　まとわりつかれた男は、苛いら立だち紛れにわざと膝を落とし、吊られた男を絞め殺しにかかった。

　その意図が伝わったのか、吊られた男も血走った目で相手を睨にらみつける。必死に腕を動かし、相手の首に指を掛けた。

　首を締め上げられるほどに指はきつく握りこまれ、男の首を締め上げていく。

　このままでは共倒れ。それを知りながらも互いに手を離すことはしない。

　あまりにも浅ましい光景に、俺は連中を放置してコルティナの元へ向かったのだった。




　近付く俺を見て、コルティナの思考はようやく再起動したらしい。

「レイド、生きていたの!?」

　涙を流して駆け寄ろうとするコルティナ。どうやら軽く服を破られたくらいで、大きな怪我はしていないらしい。

　無事を確認し、俺としても感動の抱擁といきたいところではあるが──この身は幻覚。

　正体を隠すために幻覚を纏まとってきたのに、触れられたら何もかもぶち壊しだ。

　俺は発動させている幻覚の種類を切り替え、背後の壁に溶けるようにして姿を消す。

　これに隠おん密みつのギフトを持つ俺の能力が加われば、発見できる者などほとんどいないだろう。

「レイド！」

　悲痛な声を上げ、俺に手を伸ばす彼女だが、それに応えられないのが心に痛い。

　現世でもいろいろとやらかしているため、悲しいかな、正体を明かすことはできない。

　ここは何もいわず、立ち去るのが一番いい対応のはずだ。背後に置き去りにした男たちは、すでにこと切れている。

　俺が立ち去っても、コルティナの安全は確保されているだろう。

　コルティナが、俺が姿を消した場所で俺を探している。その顔は悲しみに染まっていた。

　俺は歯を食いしばり、未練を振り切るようにして、その場から立ち去った。

　背後から聞こえてくるコルティナの悲痛な呼びかけを、背に受けながら……
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　コルティナと別れた後は全力疾走だ。

　おそらく、彼女は持ち前の切り替えの早さで俺たちの事を思い出す。

　そうなれば安全確保のために、こちらにやってくることは明白。

　連中の仲間があれだけとは限らないし、別口で動いている冒険者がいてもおかしくない。

　コルティナより先にマイキーのもとに戻る。それが今の俺に課せられた最優先事項である。

　さいわいというべきか、隠しておいたカーバンクルとマイキーの居場所を、誰かが荒らした痕跡はなかった。

　かけておいた枝葉をどけて中を覗くと、いまだ気絶したままのマイキーの姿がある。

　突然偽装をはぎ取られたので、カーバンクルが一瞬警戒を示したが、そこに現れたのが幻覚を解いた俺と知って、鼻を鳴らして擦り寄ってきた。

「なんだかやたら人懐っこいな、お前」

　人を恐れないというか、馴なれているというか……

　俺が呆れ声で独りごちた時、背後から声がかかった。

　俺はいまだ警戒を解いていない。その警戒網をかいくぐって、それでいて敵意のない声をかけてくる存在──そんなもの、一人しか心当たりがない。

「それはわたしが、少しずつ馴らしておいたからなんですけどね」

「ようやくお出ましか。もう少し早くてもよかっただろうに」

　背後に現れたのは想像通り、例の白いの。つまり神様だ。

　俺が平然と返事を返したことで、非常につまらなそうな表情をしている。

「驚かないんですか？」

「見知らぬ存在から声を掛けられたら驚くけどな。わりとここまでは想像通り」

　小さく唇を尖とがらせているところなど、本当にそこらの子供のような様子である。

　白いのが現れた途端、カーバンクルは歓喜の声を上げて彼女に飛びついて行った。

「うぉっと。体格差というモノを考えてくださいよ？　わたしを押し倒していいのは旦那だけです」

「お前、既婚者か!?」

　仮にも神が結婚など……と考えたところで、ふと思い出す。確か神話では、破戒神は風神の妻だったか？

「神話なんて碌ろくに覚えてねぇっての」

「勉強不足ですね。歳とし相応の勉強からやり直すことをお勧めしますよ」

「うるせぇ」

　確かに俺の肉体的な年齢ならば、神話や物語を読むのは歳相応だろう。

　だがそれを指摘されるのは、そこはかとなく納得がいかない。俺の中身はいい大人のままだ。最近染まりつつある気はしないでもないが。

　カーバンクルを一ひと撫なでしてから、破戒神はこちらへ笑顔を向けてくる。

「この子を保護してくれて感謝しますよ」

「そう思うなら感謝は物理的に示してほしいね」

「それは先にお渡ししておいたでしょう？」

　おそらくはミシェルちゃんに渡した腕輪バングルのことか。

　だがあれはあくまでミシェルちゃんの物で、俺の物ではない。

「なぁ、あんたのくれる報酬って、すべてミシェルちゃんに流れている気がするんだが？」

「おおっと、気が付いてしまわれましたか。実はああいう子には弱いんですよ、わたし」

　確かに健けな気げで一いち途ずで元気いっぱいの彼女は、周囲の好意を惹ひきつけやすい。

　その意見には俺も反対を述べる物ではないのだが……直接の子孫としては、なんだか物足りない。

「まぁ、その装備もうまく受け取ってくれたみたいですし？」

「やっぱりお前か──」

　この短剣の価値は高い。これを売れば、トレントの種と同じくらいの金は受け取れたはず。

　そんなアイテムを持っていながら、コソ泥や誘拐に手を染めるなんて、後から考えてみればおかしな話だ。

　つまり、何者かがこのアイテムを連中に流したのだ。

「わたし、こう見えてもアイテムショップを経営してまして。別の顧客に『便利なアイテム』ということで売ったのですが、それが流れ流れてあんな連中の手に渡ってしまいまして」

「迷惑な話だな、おい」

「後で回収するつもりではあったのですよ。なんだかいい感じにあなたの元へ向かったので、ひとまず静観していたのです」

　エヘンとばかりに胸を張ってみせるが、これを敵に使われていたらどうするつもりだったんだ？

　まぁ、これを持っていたところで、負けるつもりは更々ないけど。

「そういえば、お前こいつの居場所を知っていたのに、なぜ自分で保護しなかったんだ？」

　俺が感じていたもう一つの疑問をぶつけてみる。この白い神は、カーバンクルの居場所を知っていながら、手出しをしていなかった。

　それは俺にとって違和感を覚える行動だ。

「あー、それですか。ほら、予想外の飛び入り客というかなんというか……」

　虚うつろな視線を宙にさ迷わせる破戒神。そこで俺は、こいつがマイキーに懐いていたことを思い出した。

「ひょっとして、マイキーのせいか？」

「無む理り矢や理り仲を引き裂くとか、可哀想でしょう？　わたしにはそんな真似まねはできません。記憶改かい竄ざんとかもしたくないですし」

「人にイヤな役を押し付けた……ってか、記憶まで弄いじれるのか!?」

「やろうと思えばできますよ。それでは、心配性な保護者が来る前に立ち去るとします。わたしも彼女は苦手なんですよ」

「そうだろうな。コルティナは俺ほどバカじゃないから」

「そう卑下するものじゃないですよ？　あなたは今……非常に愛らしいですから！」

「嬉うれしくない！」

　俺をからかってから、白いのは頭上で指をパチリと鳴らす。その仕草も実に様になっているのが憎らしい。

　そして指を鳴らして数秒、たったそれだけの時間でどこからともなく巨大な影が俺のそばに舞い降りてきた。

「なっ、ドラゴン!?」

　舞い降りてきた影の正体はドラゴン。それも普通の物じゃない。

　黒光りする鱗うろこは妖しいほどに美しく、その巨体は優美でありながら、畏怖を湧き起こさせるほどの獰どう猛もうさを感じさせた。

　外見だけならば、邪竜コルキスにも似ている。しかし奴やつの放つ暴力的なまでの威圧感と違い、このドラゴンは神々しさも併せ持っていた。

　そしてその鱗の輝きは見た記憶がある。先ほど男たちが持っていた手提げ袋の隙間から見えたモノだ。

「魔竜ファーブニルでイーグといいます。わたしの眷けん属ぞくですよ？」

「村で噂うわさの名前持ちの上位竜か……ほんと、なぜ邪竜退治に来てくれなかったのか……」

「何度もいってますが、いろいろとわたしたちも都合がありましてね。その節は大変お世話になりました」

　神の都合なんて、俺に察することはできない。

　しかし、カーバンクルが喜んでファーブニルの首に搔かき登っていくところを見ると、彼女たちに任せても問題はないと思えた。

「この子もドラゴンの眷属ですし、イーグとも相性がいいようですので。悪いけど連れていかせてもらいますよ？」

「ああ、構わない。そいつはいるだけで人を惑わすからな」

　カーバンクルの竜珠。その価値は人の欲を搔き立てる。

　こいつのために村を抜け出したマイキーには悪いが、人里に近付けない方がいいだろう。

「平和的に解決できてよかったです。ではまた！」

　白いのはそう声をかけると、ファーブニルの背に飛び乗った。

　そして高々と舞い上がる魔竜。瞬く間に視界の外へと飛び去ってしまう。

「ちょ、イーグ！　速い速い、音速の壁が、ソニックブームが！　ぷぎゃあぁぁぁ!?」

　白いのの無様な悲鳴だけを残して──

「俺、あれの子孫なのか……？」

　情けない声を聞き、なんだかちょっぴり絶望を感じてしまった。




　白い神は、ファーブニルに乗って飛び去ってしまった。

　後に残されたのは、俺と気を失ったままのマイキーのみ。

「……まぁ、もうしばらくすればコルティナもやってくるか」

　カーバンクルもいなくなり、手持ち無沙汰になった俺は、そう呟つぶやいてマイキーのそばに腰を下ろす。

　子供を抱えて逃亡し、そのまま駆け戻って三人を圧倒。そしてここに戻ってきたので、結構な重労働になってしまった。

　身体にもかなりの負担がかかり、足が少々震えてきている。すでに脅威は排除したことだし、ここで一休みしていても問題ないだろう。




　しかし、俺がいつまで待っても、コルティナはここにやってくることはなかった。

　いくら行き先を告げていなかったとはいえ、遅すぎる。俺の疲労はすでに回復し、身体も冷えてきていた。

　マイキーに意識が戻る気配もないし、できるなら早く医者に見せたいのだが、これでは動けない。

「危険だったらあの神様が何かいったと思うけど……少し様子を見に戻ってみるか」

　別れた時、コルティナには衣服の乱れはあったが、怪け我がをしている様子はなかった。

　もし見えないところを怪我していたのだとすれば……そう考えてしまうと、居ても立ってもいられなくなった。

　今更かと思うかもしれないが、こうも遅いとなると、様子を見に戻った方がいいかもしれない。

　だがもうカーバンクルがいないので、マイキーを放置するわけにはいかない。

「面倒だけど、担いでいくしかない、かな？」

　危険なモンスターはいないと思うが、それでも害獣レベルの獣はいる。

　野犬程度でも、気を失ったマイキーには抵抗する術がない。目は離せないだろう。

　俺は再びマイキーを担ぎ直し、来た道を戻り始めたのだった。




　洞窟の前まで戻ってきたが、コルティナとすれ違うことはなかった。

　入り口付近を調べてみると、新しいものは俺の足跡くらいしか見当たらない。

　つまり、コルティナの出てきた足跡はない。

「まさか中で気絶してるとか……」

　何らかの理由で浄化ピユーリフアイの掛かった魔道具が外れてしまったなら、そういう可能性もなくはない。

　だが、熟練の冒険者であるコルティナがそんなミスを起こすのかと問われれば、ありえないとしか考えられない。

　それくらい初歩的な問題である。それに冒険者どももすでに倒した。脅威になる存在はいないはずだ。

　それでも出てこないということは──

「中で何かあったか？」

　俺は浄化ピユーリフアイの掛かったマフラーを背負ったマイキーにも巻き付け、洞窟の中に足を踏み入れた。

　俺は体格が小さいため、自分だけでなくマイキーの首にかけても余裕がある。

　コルティナがいないため、光明ライトの魔法は存在しないが、夜目が利く方である俺なら、問題なく歩を進められる。

　慎重に、足元を探るように進みながら洞窟の奥を目指す。

　コルティナと別れた場所付近まで進んだところで、俺は女のすすり泣く声を耳にした。

「……レイド、どうして……っく、うぅ……」

　日頃気丈な彼女からはとても想像できない、弱々しい声。痛々しいほどの嗚お咽えつ。

　その声を聞いて、俺は初めて自分の失敗を悟った。

　目の前に俺という姿を現せば、それはコルティナの古傷を抉えぐる事になる。

　それでもお互いに触れ合えることができれば、彼女にとって救いにはなっただろう。

　しかし俺はそれすらせず、速やかに姿を消し、彼女の前から立ち去った。

　その行為を、彼女が拒絶されたように受け取られてしまったとしても、無理はない。

「……コルティナ？」

　俺はできるだけ刺激しないように、小さく呼びかけた。

　確かに先ほど俺の取った行動は間違いだ。だがそれでも、この場所で泣き続けることが危険であるのだけは確かだ。

　彼女を慰めるにしても、ここから連れ出さねば、それも覚おぼ束つかない。

「……っ!?　ニ、ニコルちゃん？」

　俺の呼びかけに、コルティナは気丈にも泣き声を押し殺して返事を返してくる。

　慌てたように顔をぬぐう仕草も、伝わってきた。

　コルティナは再び光明ライトの魔法を使って周囲を照らす。するとそこには、地面にへたり込んだままの彼女の姿が現れた。

「ダメじゃない。こんな場所まで戻ってきたら」

「ん。でもなかなか出てこなかったから」

「あ、心配かけちゃったかな。ゴメンね……」

　コルティナは身なりを整えながら、立ち上がる。その動きにぎこちなさはない。

　不ふ埒らちな真似をされたわけでも、怪我をしたわけでもなさそうで、その点では安心した。

　つまるところ、今の彼女の問題は、俺が抉り返した古傷だけ。

「その、ごめんなさい、コルティナ」

「うん？　なぜ、謝るの？」

「ん、んっと……なんとなく」

　問い返されたが、俺はこれに答えられない。理由を話せば、それは俺の正体に繫つながるのだから。

　彼女は俺の逡しゆん巡じゆんに怪け訝げんそうな表情をした後、頭を一ひと撫なでしてから無理矢理笑顔を浮かべた。

「ま、いいわ。早く帰りましょ。ここは空気が悪いし」

「気を失うほど、危ないから」

「そうね。さっさと出ちゃいましょ」

　にっこりと、だが痛々しく微笑む彼女。その笑顔を見て、俺は幻覚でレイドの姿を使うのは、細心の注意を払おうと決めた。




　村に戻ると、入り口の辺りで数人の男が待ち構えていた。住民が行方不明とあって、心配して見張りを立てていたらしい。

　後で聞いた話では、舞い降りた魔竜ファーブニルを見て、念のため警戒の見張りでもあったとか。

　ファーブニルは頻繁にこの村の外れにある温泉にやってくるので、あくまで念のためだそうだ。

　マイキーを担いで戻ってきた俺たちを見て、住民の一人が歓声を上げて駆け出していく。おそらくはジェシカのところに知らせに行ったのだろう。

　しかし、マイキーの意識がないとみると、今度は一転蒼そう白はくな表情になった。慌てる彼らに、コルティナが威厳を込めた声で告げる。

「落ち着いてください。気を失っただけです。おそらく洞窟内のガスに中あてられたのでしょう」

「洞窟？　マイキーは洞窟の中に入り込んでいたんですか！　危険な場所だって知っているはずなのに……」

「洞窟内にカーバンクルが住み着いていたんですよ。その子に会うため、村を抜け出していたようです」

「カーバンクル!?」

　保護指定のモンスターが近くに住み着いていたと聞いて、住民たちは心底驚いていた。

　続いて微妙な表情に変化する。

　カーバンクルといえば価値の高い竜珠が有名だ。その存在が知れ渡れば、密猟目的の冒険者が山のように押しかけてくる。

　人で賑にぎわうことは村としては喜ばしい事だが、それが犯罪目的となると話は違う。

「そこは安心してください。カーバンクルはファーブニルが連れ去ったようですから」

　コルティナが住民たちに事情を説明してくれた。

　カーバンクルが連れ去られたくだりは、俺が帰り道でコルティナに説明しておいたので、事情は把握している。

「ああ、さっきの！　その、では、カーバンクルはもう？」

「はい。すでにこの近くにはいませんので、ご安心を」

　コルティナも、村の人たちの戸惑いの理由は把握していた。なので、敢あえてカーバンクルが立ち去ったことを強調して説明している。

　カーバンクルと心を通わせたマイキーには悪いが、彼の安全のためにも、カーバンクルは諦めてもらうしかない。

　あのハムスターモドキがそばにいるだけで、今日のようなトラブルは頻発しかねないのだ。

「マイキー！」

　そこへジェシカが息せき切って駆け寄ってきた。呼吸すら覚束ない程の全力疾走。

　それほどに息子のことを心配していたのだ。

「ま、マイキーは、無事で──」

「落ち着いてください。とりあえず命は無事です。意識が戻りませんので、早く医者のもとに」

「は、はい。こちらへ！」

　彼女の案内で、この村の治癒術師のもとへ連れて行ってもらう。

　今のマイキーに怪我はないし、呼吸も落ち着いている。顔色だって平常なので、見たところガスによる影響は見受けられない。

　足の怪我はコルティナがすでに癒いやしているので、深刻な状況ではないはずだ。




「ああ、こりゃ寝とるだけじゃな。しいて言えば疲労くらいか」

　大騒動で運び込まれたマイキーを診て、村の治癒術師はあっさりとそう言い切った。

　念のため、診察メデイツクという、身体的異常を発見する治癒系魔法をかけてもらったが、こちらも異常を発見する事はできなかった。

　疲労というのは、マイキーが足を折り、ほぼ徹夜で苦痛に耐えていたため、疲れ果ててしまったというだけのようだ。

　寝て、起きて、たらふく食えば元通りになると太鼓判を押してくれた。この騒動も、これで一段落というわけだ。

「コルティナ様、本当にこの度はありがとうございました」

　息子の無事を知り、ジェシカはこちらに礼を告げてきた。ようやく人心地ついて、周囲を見る余裕ができたのだろう。

　コルティナも手を振ってそれに応える。

「いえ、これも何かの縁ですから。それに私としても無駄ではなかったですし」

「え？」

「いえいえ、お気になさらず」

　コルティナの発言を理解できず、ジェシカが奇妙な顔をしてみせたが、それも無理はない。

　レイドの姿を知る者が彼女の前に現れた。それも当時と同じ戦い方で敵を倒した。

　それはあのレイドが、彼女の知るレイドと同一の存在であるという証あかしでもある。

　コルティナは今回の件で、俺の転生について、より確信を深めただろう。しかも大陸のどこに生まれたかもわからない俺が、このラウムにいると知れたわけだ。

「まあ、もうあの姿は使う気はないんだけどね……」

　何やら嬉うれしそうな、悲しそうな、複雑な表情をしているコルティナを見て、俺はこっそりと呟つぶやいた。

　あの姿は良くも悪くも彼女を傷付ける。次に俺が前世の姿でコルティナの前に姿を現す時は、変化ポリモルフの魔法を習得し、きちんと実体を持ってからにしよう。

　それまでは……別の姿を考えておかねばなるまい。

「あ、いた！　ニコルちゃん、無事だった？」

「コルティナ様、おかえりなさい！」

「ニコル様、お怪け我がはありませんか？」

　続いて騒々しく治療所に乗り込んできたのは、ミシェルちゃんたちだ。

　フィニアの心配そうな健けな気げな表情や、元気いっぱいのミシェルちゃんの姿は見ているだけで癒される。

「うん、大丈夫」

「心配かけたわね。みんな、そっちは大丈夫だったかしら？」

「はい、こちらは何事もなく」

　フィニアがまず事務的に近況を報告し、コルティナもそれに答える。

　ミシェルちゃんがファーブニルのくだりを聞いた時、目を輝かせて身を乗り出してきた。

「ニコルちゃん、ファーブニルを見たの!?　どうだった、すごかった？」

「ちょ、近い近い。えと、ファーブニルは知性あるドラゴンとして有名だし、怖くはなかったよ？　すごかったけど」

「当然ですわ。襲われたら死んでますもの！」

　なぜか自慢げに胸を張るレティーナだが……まあ、彼女の言葉も間違いではない。

　俺たち六英雄は魔竜ファーブニルとほぼ同格の邪竜コルキスを倒してはいるが、それはパーティ全員の力を結集し、コルティナの策を用い、地の利を得、幸運があったからこその結果だ。

　単独でファーブニルと対決する事態に陥ったら、さすがの俺でも尻尾を巻いて逃げる。

「やれやれだわ。でもあっさりカタが付いてよかった」

「そうですね、まだお昼過ぎですから」

　朝、食事に向かう途中で事件に巻き込まれ、そのまますぐに洞窟に向かった。

　そしてマイキーを発見し、冒険者に絡まれ、撃退し、破戒神とファーブニルのコンビにカーバンクルを連れ去られる。

　これらの流れが澱よどみなく続いたため、時間はそれほど経たっていない。

「じゃあ、一緒にお昼を食べにいきましょ。今ならまだ遅めのランチタイムで通用するわ」

「やったー！」

「わーい、ですわ！」

　ご飯と聞いてミシェルちゃんとレティーナはバンザイして喜びを表明している。

　それはわかるのだが、なぜ二人して俺の手を取って両手を上げるのか？　おかげで俺も否いや応おうなくバンザイさせられている。

　というか成長の早いミシェルちゃんと、歳としのわりに体格のいいレティーナに手を握られバンザイさせられたおかげで、俺は吊つり下さげられた形になっていた。

　そんな俺たちを見て、コルティナは口元に手を当てて笑顔を浮かべている。

　この笑顔は屈託のない、実に彼女らしい良い笑顔だった。




　テンポよく解決できたとはいえ、昼食はかなり遅めになってしまった。

　それも仕方あるまい。午前中は行方不明者の捜索に当てたのだから。むしろ半日に満たない時間で解決できたのは、僥ぎよう倖こうだろう。

　マイキーの母親ジェシカも、あの後丁寧に謝罪とお礼をいってくれたので、気分良く昼食を取ることができる。

　昼食をご馳ち走そうしたいと申し出てくれたのだが、これは丁重にお断りしておいた。

　感謝の気持ちはわかるが、コルティナが一緒では彼女たちも気疲れしてしまうはずだ。それに今は、マイキーの看病に忙しくもあるはず。

　徹夜で心配したであろう彼女に、そこまでの負担はかけられない。

　俺たちは近場の食堂に潜り込み、各々が好きなものを注文した。

　ここは首都に近い観光地であり、なおかつ森の中ならではの食材もある。そこいらの食堂でも、この地でしか口にできない料理は存在した。

　俺はニガウリの豚肉炒いためを注文し、独特の風味に舌鼓を打っていた。

　ニガウリは首都近辺では手に入らないので、この炒め物は温泉村の名物料理になっている。

　ピリリと舌を刺すような苦みと、ウリ科独特の青臭さがクセになる。

「にがうま、にがうま」

「ふつう子供は嫌がるんですけどねぇ。ニコル様は好き嫌いがないというか……」

「そういえばコーヒーも好きだったわよね。ミルクと砂糖は入れたり入れなかったりだけど」

「甘いのも苦いのも好きなようですね」

　俺は子供の味覚を多分に残しているので、甘い飲み物も大好物だ。それに前世でも甘いものは好きな部類だった。

　しかし苦みある食べ物も嫌いではない。舌を刺す刺激も、これはこれで心地よい。

「ニコルちゃん、わたしにもそれちょーだい？」

「いいけど、これは苦いよ？」

「だいじょーぶ！」

　ミシェルちゃんは俺の食べる料理に興味を持ったようだが、案の定、大丈夫じゃなかった。

　フォークで一欠けニガウリを刺し、口元に運んでやると、まるで雛ひな鳥どりのようにパクリと食いつく。

　彼女が満面の笑みだったのはそこまでだった。

　一瞬にしてその顔は青ざめ、顔の各所が引きつって痙けい攣れんする。

　そしてだらだらと脂汗を流し始め……ピタリと動きが止まった。

　彼女は一度口に入れたものを吐き出すことはしない。そういう風に躾しつけられている。

　だからといって、彼女の味覚の上限を超えた苦みを持つ料理を飲み込むこともできない。

　吐き出すことも飲み込むこともできず、ただ延々と口内の苦みに蹂じゆう躙りんされていた。

「無理なら吐き出していいよ。ほら」

　見かねてテーブルナプキンを広げ口元に差し伸べるが、彼女は首をプルプル振って拒否した。

　両親の教えがしっかりしているのはいいことだが、ここにはその両親はいない。それくらいのマナー違反は大目に見てもいいだろう。

「ここにはオジサンもオバサンもいないから。ほら」

「うー、うー……」

　紙でできたテーブルナプキンを見て、彼女は数瞬悩み、唸うなり……そして敗北したかのような表情でついに口の中の物を吐き出した。

「ぺっ、ぺっ……苦かったぁ」

「早く出しちゃえばよかったのに」

「せっかく分けてもらったのに、吐いちゃったら失礼じゃない」

「そんなの気にしないよ」

　差し出した段階で、それは彼女の物だ。食おうが吐こうが、俺には関係ない。

　それに命を懸けて守りあった戦友でもある。その程度でミシェルちゃんを嫌うはずもなかった。

「食べられもしない物を欲しがるなんて、ミシェルはまだまだ子供ですわね」

　そんなミシェルちゃんの様子を見て、レティーナの奴やつはフフンと鼻で笑っていた。

　こいつもこいつで、貴族の身でありながら場末の食堂についてきて、出されたものを文句なく口にしているのだから、相当な変わり者である。

　時折忘れるのだが、これでも侯爵令嬢なのだ。

　だが、ミシェルちゃんを笑うのは……お前でも許さん。

「えい」

　俺はニガウリの欠片かけらをレティーナの口に放り込んでやった。的確極まりないコントロールで口に飛び込み、喋しやべっていた勢いのままに嚙かみ砕く。

　無論彼女の味覚も、まだまだお子様である。突如として口の中に広がった苦味に、顔を真っ青にして口元を押さえる。

　だが淑女レデイとしての矜きよう持じが吐き出すことを拒否していた。

「むぐぅ、ふぐぐぅ!?」

「お友達を笑うから、罰が当たったんだよ。ほれ」

　さすがにそのまま放置はかわいそうなので、俺は水を差しだして救いの手を伸ばした。

　彼女はひったくるようにそれを飲み干し、味わう事なく胃袋に流し込んだ。

「ひっどいですわ！」

　一息ついた後、猛然と反論してくるレティーナだが、それはこちらのセリフだ。

「ミシェルちゃんを笑った方が悪い」

「むぅ、それは謝罪しますけど……あなた、よくこんな苦い料理を食べられますわね？」

「わたしは大人だもの」

　お返しとばかりに胸を張って宣言してみせる。中身が大人のままなので、これは少々反則かもしれない。

　そんな俺たちのやり取りを見て、フィニアはクスクスと笑い声を漏らしていた。

　コルティナも同じように微笑ほほえみを浮かべていたが……いつもの勢いはない。やはりレイドの姿を見せた事が後を引いているのか。

「うーん……」

　どうしたものかと首を傾かしげる俺に、ミシェルちゃんが気付いた。

　何事かと尋ねてくる。

「どうかしたの？」

「んー。コルティナ、元気ない」

「えっ、私!?」

　コルティナは唐突に名を出され、驚いた表情を浮かべるが、それはフィニアも同じように感じていたらしい。

　少し心配げな表情で、コルティナに話しかけていた。

「コルティナ様、確かに少々表情が優れないようですが……お疲れになりましたか？」

「いやぁ、そんなことないよ？　この程度で疲れてたら冒険なんてできないもの」

「それでは──」

「ちょっと、昨日から騒ぎ過ぎただけ。ホント大丈夫だから」

　手を振って否定するが、その声にいつもの覇気がない。彼女の勢いがないと、他の人間もなんだか物足りなさを感じてしまう。

　これは今後レイドの姿を使わないだけでなく、何らかのサポートが必要か。




　とりあえず今はコルティナが場を取り繕つくろってくれたので、俺たちはその後も和やかな雰囲気のまま、湯治に戻ることになった。

　獣人用の湯船でフィニアとコルティナが寛くつろいでいたが、その表情もどこか張りつめている。

　その理由は一目瞭然で、コルティナの顔が妙に緊迫していたからだ。

　隣に座るフィニアも、妙に居心地悪そうな雰囲気を出していた。

　ミシェルちゃんとレティーナはそんな空気を読める歳でもないので、風呂に浸かるのも早々に切り上げ、再び岩登りに興じていた。

「ミシェルちゃん、あぶないよー？」

「へーきへーき、ニコルちゃんも登ってきたら？」

「そうそう。なんだか男湯の人も登ってきてるみたいですし」

「それは撃墜しとけー？」

　俺の忠告を受けて、レティーナが下りてきて石せつ鹼けんを集め始める。

　それをミシェルちゃんに向けて投げ渡し、受け取ったミシェルちゃんが岩山に仁王立ちになって投とう擲てきを開始した。

　幼女であるミシェルちゃんの投擲なんて、さほどダメージがあるモノではないが、直撃を受けたらしい壁の向こうの何者かが落下する音が聞こえてきた。

　コルティナもフィニアも、類たぐい稀まれな美少女なだけに、覗のぞきたい気持ちは痛いほどよくわかるが、見知らぬ男の視線に晒さらしてやるほど、俺は優しくない。

「えい！　えい！」

　岩山の上から、ミシェルちゃんの可愛かわいい掛け声が聞こえてくる。どうでもいいが、女の子なんだから岩山に仁王立ちになるのはやめようね。下からいろいろと見えちゃうからね。いろいろと。湯気の防御に期待しよう。

「それにしても──」

　背後を振り返り、俺は溜ため息いきを吐く。

　せっかくの湯治だというのに、コルティナに心労をかけてしまった。それもこれも、俺が迂う闊かつにレイドの姿を彼女に晒したからだ。

「むー……」

　何か彼女の気晴らしになることはないか、少しばかり考える必要がありそうだった。




　山の幸たっぷりの夕食を堪能し、その日は早めの就寝となった。

　明日は朝からラウムへの帰路に就くため、疲れを残しておくわけにはいかない。

　その辺はみなきちんと理解していて、やんちゃなミシェルちゃんやレティーナもおとなしく寝床についている。

　コルティナも、この村特有の寝間着に身を包み、ナイトキャップから尻尾カバーまで完備して寝具に潜り込んでいた。

　尻尾カバーは尻尾全体を布で包む袋のようなもので、これを着けていないと寝具に抜け毛が大量に移るのだとか？

　日ごろフッサフサの尻尾が袋に包まれると細くなるところが、妙に気になる。

「んー……えぃ！」

　俺はコルティナの寝床へ身体全体で圧おし掛かってみた。

　今の彼女には気分転換が必要だ。もしくは何らかの踏ん切りというか、そんななにかが。

　そのため俺がどうにか慰めようと試みたのが、今回の行動である。

「キャッ！　ニコルちゃん、どうしたの？」

「うん、コルティナ元気ないから」

「あー、わかっちゃったかぁ。うん、ちょっとね。すぐに元に戻るけど、いまはちょっとだけ、ね」

　布団という名の掛け布の上から、上目遣いにコルティナを見やる。その視線を受け、コルティナも柔らかな笑みを浮かべていた。

　どうよ、この幼女の無邪気な視線は。伊だ達てに七年もお子様やってないんだぞ。

　胸元に飛び込んできた俺の頭を撫なでながら、少し落ち着いた表情を浮かべるコルティナ。

　俺もそれを見て、少しは持ち直したかと判断する。

　少々あざといというか卑ひ怯きようだが、子供の前ではだらしない姿を見せられない。そんな心情を利用させてもらった。

　心というのは、無む理り矢や理りにでも気分を持ち直させないと、落ち込む時は際限なく落ち込んでしまうのだから。

　持ち直したのを確認して、俺はコルティナの上から退どこうとする。しかしその行動はミシェルちゃんによって阻止された。

「ニコルちゃんズルーい！　わたしもー」

「むぎゃ!?」

　俺の上にさらに圧し掛かるミシェルちゃん。俺は容赦なく、その圧力に屈した。

「お、重……」

「あー、ずるいですわよ、ミシェルさん！　わたしもコルティナ様と一緒に寝ますー！」

「うぐぇ」

　その上にさらにレティーナが飛び乗ってくる。

「えっと、あの、えっと……えい！」

「ぐぎゃ」

「フィニアちゃんまで！　ちょっと重いわよ」

「えへへ。今日だけですよ、今日だけ」

　さらにその上にフィニアまで覆いかぶさってくる。さすがに彼女は全体重をかけない配慮はしていたのだが、それでも重いものは重い。

　おそらくはフィニアもコルティナの状態を察して、日頃は取らないであろうこんな行動に出たのだろう。

　顔面をコルティナの胸元に強引に押し付けられ、苦しいのだか、柔らかいのだか、よくわからない状態だ。

　前世で告白した相手の胸に顔をうずめている状態なのだから、さすがの俺も妙な気分になってくる。

　この状態は良くないと、ゴソゴソ這はい出だし、ようやく難を逃れることができた。

　ミシェルちゃんたちは、まだコルティナとじゃれあっている。

　これがいい気分転換になってくれればいいんだが……




　散々暴れたレティーナがいつの間にか眠りに落ち、続いてミシェルちゃんも陥落した。

　それを確認してからフィニアもコルティナの上から退どき、二人で子供たちを寝床に戻す。俺はすでに自分の寝床に退避済みだ。

　ミシェルちゃんを抱き上げ『しょうがないなぁ』という顔をしてみせる彼女は、まるで母親のような慈愛に満ちた表情を見せ、俺はドキリとした。

　あの時俺と彼女が結ばれ、子供ができていたら、あんな顔を見せてくれていたのかと。

「ニコルちゃんも、今日はもう寝なさいよ？　明日は早いんだから」

「うん、わかってる」

　この日はこのまま朝まで……と思った矢先に、俺はモゾモゾと動き出す気配を感じ取った。

　深夜、コルティナがこっそりと寝床から抜け出していた。

　足音を忍ばせ、部屋を出るのではなく、バルコニーへと向かう。

　そしてバルコニーに据え付けられていた揺り椅子に腰掛け、ぐったりと背もたれにもたれかかった。

　その眼めには、うっすらと涙が浮かんでいるように見える。

　俺はそれを見て行動を起こすこと決意した。

　問題になるのは俺の姿。今の姿や声をコルティナに悟られるわけにはいかない。それをごまかしさえすれば、彼女にレイドの存在を知られたとしても問題はない。

　そこで俺はこっそりと部屋を抜け出す。

　廊下に出た俺は、宿の厨ちゆう房ぼうから木のカップを持ち出し、それに糸を繫げた。

　いわゆる糸電話である。これならば声が篭こもっていたとしても怪しまれない。

　指輪の力で姿を隠し、裏庭に回り込んでコルティナの足元にカップを転がしていく。

　彼女は突然足元に転がってきたカップを、訝いぶかしげに眺めた後、周囲を警戒する。

　昼に質たちの悪い冒険者と悶もん着ちやくを起こしたのだから、当然だろう。

「聞こえるか、ティナ」

　俺はそれを無視して、糸を伝わせ、声を発した。カップが拡声器のような役目を果たし、声をコルティナへ伝える。

　糸電話という物は糸を張っていないと声を伝えられない。しかしそこは俺のギフトの力で、手元の糸の震えを先端部に伝えるくらいのことはできる。

　糸を震わせ、その振動で声を伝える。これは邪竜戦でも使った俺にしかできない技だ。

　操糸の能力を持つものはそれなりにいるが、ここまで緻密に操作できるものは俺だけである。それほど卓越したテクニックだ。

　とはいえ、声色を偽装するような真似まねはできないので、俺から発せられるのはやや舌っ足らずな子供の声だ。しかもカップに反響させて音を拡大しているので、くぐもった性別不明な声になっているはず。

　それでも彼女は、その声が誰の物か察したようだ。

「レイド……なの!?」

「ああ、俺だ」

　俺の返事を聞き、コルティナは声もなく、カップを抱きしめる。それが俺の身体でもあるかのように。

　低く、嗚お咽えつの声も伝わってきた。

「悪いな、姿を見せられなくて」

「なぜ、なの？」

「ちょっとな。人前では見せられん姿になっちまってな」

「私は気にしないわ！」

「俺が気にするっての」

　できるだけ気楽な風を装い、そう告げる。コルティナのことだ。いろいろ考え込んでひどい展開に思い至るかもしれない。

　例えば、俺がゴブリンみたいなモンスターに転生したとか……？

「まあ、それは追々どうにかするさ。当てもあるしな」

「そうなの？　でも……」

「姿を見せられないのは悪いと思ってるが、お前だってそういうのはあるだろ？　だから察してくれ」

「それは……そんなの、ないわよ」

「ウソつけ、さっきまで泣いてただろ？」

　俺の言葉に彼女は遠目にもわかるくらい、顔を赤くしていた。

　気丈な風を装いたがるのは、彼女の癖だ。

「そんなこと、ないし──」

「無理すんな。俺もちょっと迂う闊かつな真似をしたと後悔してる」

「ううん、嬉うれしかったよ」

　俺との会話を続けながらも、コルティナは周囲を見回し、俺の姿を探している。まったく相も変わらず抜け目ない奴。

　しかし幻覚で姿を隠し、隠おん密みつのギフトで気配を消している俺を発見するのは、プロの斥候ですら難しいだろう。

「まあ、今は我慢してくれ。近いうちに前の姿を取り戻して、絶対会いに行くから」

「……うん、待ってる」

　いつになく素直に、コルティナはそう答えた。

　前世ではありえないほどしおらしい態度だ。裏があるのかと疑ってしまうくらい。なので俺はその疑問を直接ぶつけてみた。

「珍しく素直だな。何か企たくらんでいるのか？」

「しっつれいね！　私だって感傷的になる時もあるわよ！」

「そっか？　いいけど……とにかくそんなわけだから、あまり気にするな。それじゃ、俺はそろそろ消えるわ」

「待って！　あの時助けに来てくれたってことは、私のそばにいるの？」

「ああ、いつも近くで見てるよ」

　これは噓うそじゃない。その言葉を最後に、俺は糸だけを切り離し、手元に引き戻した。

　その動きはコルティナには見切れないほど素早かった。

　コルティナは糸の先を見失い、しばらくその場でキョロキョロと周囲を見回している。

　その隙に俺は宿の中に戻って部屋へと忍び込んだ。

　コルティナは俺が部屋に戻ってからも、周囲を探っていた。いつまでも、いつまでも……朝まで。




「おふぁよ」

「おはよう、コルティナ」

　あくびを嚙かみ殺しながら、コルティナが挨拶してくる。俺は溜ため息いきを隠しつつ、それに答えた。

　彼女は結局、日が昇るまで俺を探し続け、朝方に仮眠を取っただけで起き出してきた。

　冒険者の頃は徹夜で行動したこともあるので、一日くらいはどうということはない……とは知っていても、やや心配である。

「ねむれなかった？」

「ちょっとねー。でも眠いけど気分は悪くないの」

「そう？」

　晴れやかな笑顔を浮かべる彼女を見て、どうやら昨夜の行動は間違いではなかったと確信する。

　今日はこの宿を出て、首都まで戻らねばならない。

　引率者のコルティナが不調では、留守番の両親が心配するだろう。

「ふあぁ……おあよー」

「うにゅぅ……」

　ミシェルちゃんとレティーナも相次いで起き出してくる。

　この二人は寝相が悪いので、髪型が大爆発していた。特にレティーナの髪形がヒドイ。いつものドリルヘアがあちこち跳ねてニガウリヘアになっている。

「おはようございます、ニコル様。今日は早いんですね」

「わたしもたまには早起きすることもある」

　俺の次に起き出していたフィニアは早々に顔を洗って、お茶の用意をしていた。

　今もトレイにホットミルクを載せて、厨房から戻ってきたところだ。

「ほら、あなたたちも顔洗ってきて。荷物を片したら宿を出て、朝食を食べてから首都に帰るわよ」

「えー、もう？」

「もっとゆっくり来たかったですわね」

「学院があるんだから、そうゆっくりはしてらんないの。長期休みにまた来ましょ」

「ホント？　また連れてきてくれる？」

「ご両親が許可出せばね」

「やったぁ！」

　二人はハイタッチを交わした後、もつれあうようにして洗面所に駆け込んでいく。まるで餌をもらいに駆け出す子猫みたいだ。

　また来られると知って、早速朝食のために顔を洗いにいったのだろう。

「なんとも元気な子たちね……」

「そりゃ、わたしのお友達だもの」

　いつでも元気で、場を癒してくれる。そんな彼女たちと友であることが、俺にはこの上なく誇らしい。

　前世の仲間に負けず劣らず、俺の自慢の友人だった。




　見たところ、コルティナの憂鬱状態は無事に脱することができたと思う。

　俺たちはそのまま温泉村を出発し、首都へと戻ることになった。

　帰り際にフィニアと一緒にビルに挨拶しに行ったのだが、彼はすでに商売のために宿を出た後だったため、その願いは叶かなわなかった。

　まあ、彼もこの村と首都を往復する商人である。そのうちまた顔を合わすこともあるだろう。

　一応宿の人に言こと伝づてを頼んでおき、お土産代わりに白い果実の果汁を水筒一杯に詰めてもらって、出発した。

　途中で二度ほど休息をとり、今回は問題なく六時間ほどで街まで辿たどり着つくことができた。

　これはやはり甘い果実水の効果も大きいだろう。甘い飲み物は体力を回復してくれる。

　夕食前には首都に着き、コルティナの家の前で解散となった。

　だが、隣に住むミシェルちゃんはともかく、レティーナは侯爵令嬢である。さすがにその場で解散とはいかない。

　すでに一度拉ら致ちされた経験もあるため、俺とコルティナで彼女を屋敷の前まで送ることになった。

　家族の前でお土産を渡しながら、ピョンピョン跳ねてスゴイを連発する彼女を見て、母親のエリザが我がことのように喜びながらこちらに一礼していた。

　喜んでもらえたなら、こちらとしても嬉しい限りだ。

　そしてそのまま少し寄り道をして、マクスウェルの屋敷へやってきた。

　今日の目的は、どちらかというと、ここだ。

「おう、珍しい。コルティナの方から顔を出すとはな」

「うるさいわよ。ほらこれ、お土産」

「ほう、温泉村の焼き菓子じゃな？　子供連れで慰安か、すっかり母親じゃの」

「話があるんだから、さっさとそれでお茶を出しなさい！」

「自分で食うのか……？」

　呆あきれたように肩を竦すくめたマクスウェルだが、その顔は喜んでいた。

　いそいそと俺たちをリビングに案内し、いわれたようにお茶を淹いれに席を外す。

　小柄な者の多いエルフ族の中で、マクスウェルは頭抜けて背が高かった。

　年老いて長身という体格にもかかわらず、その動きは歳としを感じさせず、実に滑らかだ。こいつに老衰って言葉はないんじゃないかと思えるくらいに。

「ほれ、南のコルヌスから取り寄せた茶葉じゃ。ありがたく味わえ」

「あんたが本当にもてなしてくれるなんて……」

「今回はニコルがおるからの」

「あっそ」

　コルヌスというのは南方にある都市国家の一つだ。俺の故郷であるアレクマール剣王国の西側に位置し、海洋交易を主にして栄えている国でもある。

　貿易が盛んなだけあって珍しい品も多く、この茶葉もそういった一品なのだろう。確かにふわりと潮の香りが混じっている気がする。

「それで、今日は何用じゃな？」

　俺たちの対面に腰を下ろしながら、ゆっくりと茶を味わうマクスウェル。

　ゆったりとソファに腰掛け、カップを片手に寛くつろぐ姿は、この国の王族にふさわしい気品を感じさせる。

　背後のゴチャゴチャと散らかった部屋の有様を気にしなければ、だが。

「そうね、単刀直入に言うわ。エルフの村でレイドを見たわ」

「ぶほっ、なんじゃと!?」

　口に含んだ茶を噴き出し、ローブを茶で汚しながら、マクスウェルはいきり立つ。

　そのまま声を荒らげて、コルティナに詰め寄った。彼女もその反応は予想済みだったのか、落ち着いたものだった。

「村の近くの洞窟の中。あの温泉が最初に湧き出したところよ」

「あんな場所で……」

「ただし、生前の姿のままだったから、多分幻覚を使ってたわね。でも鋼糸術といい、隠密能力といい、まず間違いなく本人よ」

「お主がそういうなら、間違いはないんじゃろうな。ましてや、あいつを見間違えるとは思えん」

「まぁね」

　マクスウェルが落ち着きを取り戻した後は淡々と情報を交換する二人。正直いって、横で聞いている俺にとって、非常に心臓に悪い。

　コルティナはいうまでもなく、マクスウェルも頭は切れる方だ。コルティナがいなければ、この爺じいさんがパーティの司令塔になっていただろう。

　魔法という物は、覚えねばならない事柄が非常に多い。すべての系統を使いこなすということは、それだけの知識を持っているということであり、高い頭脳を持ち合わせている証明でもある。

　いつもは飄ひよう々ひようとした爺さんだが、鈍いわけではなかった。

「ということは、レイドの奴はエルフの村に転生したということじゃろうか？　まさかこんなお膝元におったとはな」

「理由があって姿は現せないといっていたわ。あの口調だと、エルフに生まれ変わったというわけではなさそう？」

「エルフ以外の何かに生まれ変わったと？　ひょっとしてお主が見かけたカーバンクルに生まれ変わったのかもな」

「あー、そういう発想はなかったわ。モンスターに生まれ変わる可能性もあるのね」

「転生先が特定できんとは、転リーインカー生ネーシヨンも厄介な魔法じゃのう」

「あんたは使えないの？　全属性適性持ちでしょ？」

「使えることは使えるぞぃ。ただし、マリアほどの確実性は保証できん。やはり申し子というやつじゃな。治癒系魔法では到底かなわんわい」

　彼らの矛先がカーバンクルに向いたことで、俺はホッと一息ついた。

　白いのが連れ去ったのだから、あれを俺と思っている限りは、俺の正体には辿り着けまい。

　俺がこっそりガッツポーズを決めたところで、その日の会合はお開きとなったのだった。







　それからさらに時は過ぎた。特に何事もなく日々は過ぎて、俺もコルティナも、平穏な暮らしに戻っていた。

　月が変わって七月に入り、暑さも本格化してきている。

　俺はその日、非常に憂鬱な気分で玄関の扉を開けた。いつもならば、ここにミシェルちゃんとレティーナが待ち構えている。そしてその手には、今日から始まる水練の授業の用意があることだろう。

　しかしこの日は、別の存在が待ち受けていた。

「キュ？」

　そこにはまったく別の毛玉が存在していた。

　いや、見覚えはある。だが、なぜいるのかが理解できない。そこにはしばらく前に別れたばかりのカーバンクルが、風呂敷包みを担いで立っていたのだ。

「なぜ、いる？」

「キュキュ！」

　カーバンクルは器用に風呂敷包みをおろし、その中から一通の手紙を取り出した。

　俺がいつまで経たっても登校しないことを訝いぶかしんだのか、コルティナも家の奥から顔を出してくる。

「どうかしたの、ニコルちゃん──って、カーバンクル!?」

「うん、なぜかいる」

　どう答えていいのかわからず、俺は端的に事実を述べた。

　カーバンクルの差し出した手紙を受け取り、その中身を改める。

　そこには丁寧な文字で、白いのからの伝言が記されていた。

『どうも。この子はニコルちゃんのことが気に入ったようなので、そちらに預ける事にしました。マイキー君とやらにも未練があるようなので、ときおり連れて行ってあげてください』

　図ずう々ずうしくも、そんな事が書いてあった。こんな街中でカーバンクルを預かれと？　精神的苦痛がとんでもないことになりそうなんだが！

「……あの白い子よね？　確かニコルちゃんの話では、ファーブニルが連れて行ったんじゃ？」

「あの白いのとファーブニルは、顔見知りみたいだったし」

「それにしても預けるって……保護指定対象よ？　法的に簡単に預かるわけにはいかないわ」

「飼っていい？」

　その言葉を無視し、俺は首をカクンと傾かしげ、コルティナに許可を求めた。

　この家の家主はあくまで彼女だ。彼女の許可なしに、勝手にペットは飼えない。

　なので、できるだけあざとく、媚こびを売ってみることにした。考えてみれば子供によくある、『ママ、ペット飼って？』という会話のような気がしないでもない。

「いつもなら『ダメ、元いた場所に戻してらっしゃい』って答えるところなんでしょうけど……」

　相手は保護指定対象である。無責任に放り出すわけにもいかない。

　もし放り出して、その先で密猟に遭ったりすれば、逆にコルティナの責任問題にされかねない。

　さいわいというか、コルティナはこの国の名士でもあり、多少の融通は利く。マクスウェルに協力を求めれば、飼育の許可は簡単に下りるだろう。

　しかし、呼び込むであろう厄介事もまた多いと推測できる。

　それ故にコルティナは即答を避けていたのだが……そこへカーバンクルは新たな手紙と小瓶を取り出した。

　俺はそれを受け取り、中を確認する。

『無論、タダとは申しません。お礼にこちらの薬を保護者の方に進呈しましょう。竜の血を薄めて成分を調整したポーションです。効果は寿命の増加。一瓶で三人分』

　カーバンクルが取り出したのは、うっすらと赤い色のついた液体の入った小瓶。

　効果が手紙の通りだとすれば、それはまさに神話級の逸品である。こんな物が世に知られれば、これを巡って戦争が起きかねないほどの品だ。

「なんて物を寄こしやがる──!?」

　俺は思わず呻うめいた。ミシェルちゃんの白銀の大弓サードアイだけならまだしも、これは本当に厄介な品だ。

　だがコルティナはこの説明を読み、即断した。

「よし、あんたは今日からウチの家族よ！」

「ちょ、いいの!?」

「いいの、いいの。ここは家長の器の大きさを示さないとね！」

　といいつつ、小瓶を確保するコルティナ。下心が見え見えである。

「本当はそれが欲しいだけじゃないの？」

「うっ!?」

　しかしそれもおかしな話だ。コルティナは猫人族にしてはまだ若い方である。

　寿命を気にするほど、歳を取っているわけではない。マクスウェルにしてもエルフにしてはかなりの老齢だが、それでもまだ人間の平均的な寿命以上の余生は残っているはず。

「コルティナ、まだ若いのに」

「いや、私が使うわけじゃないのよ……」

　そこまでいわれて、俺はようやく気付いた。コルティナがこのアイテムを欲しがっているのは、自分の為ためじゃない。

　おそらくは俺の両親──ライエルとマリアの為だ。

　あの二人は常命の人間種。あまり老いを感じさせないマリアはともかく、ライエルはその衰えが目に見えている。

　それに長命種のコルティナが気付かないはずがない。

　マクスウェルなどは、そういう寿命による別れは何度も経験しているので割り切っているのだろうが、まだ若手であるコルティナはその境地に至っていない。

　そこで目の前にぶら下がった餌に食いついたというわけだ。

　むろん、このポーションが本当に寿命を延ばす効果があるかどうかはわからないが、何もしないよりはましだと判断したのだろう。

　それにマクスウェルがいれば、このアイテムを鑑定する事もできる。毒だとしてもマリアが浄化ピユーリフアイするので問題は発生すまい。

「そか、パパとママに──」

「もう、ニコルちゃんは察しが良すぎるわよ。それより一つだけ確認しないと」

「確認……？」

　そこでコルティナはカーバンクルに向き直る。神妙な顔をして、とんでもないことをぶっ放した。

「あなた、レイドじゃないでしょうね？」

「キュ？」

　無論、カーバンクルにその話が理解できるはずもない。『なにいってんだ、こやつ』とばかりに首を傾げている。

　言葉は理解できるが、会話の内容が理解できないのだ。

「そんなはずないでしょうに……」

「うっ、も、もちろんわかってたわよ！　ほら、遅刻するわよ？　早く学院に行きなさい」

「はぁい」

　俺がそう返事をした時、通りの向こうからレティーナが姿を現した。ほぼ同時に隣のミシェルちゃんの家の玄関も開き、大弓を抱えた彼女が姿を現す。

　こちらを見てカーバンクルを発見し、彼女たちのテンションは一気に跳ね上がる。

「わぁ、何その子！　あ、おはよう、ニコルちゃん、今日は早いんだね！」

「おはよう、ミシェルちゃん。この子はカーバンクルだよ。ほら、エルフの村の」

「洞窟で会ったっていってた子だよね？　ここまでついて来ちゃったの？」

「いや、どうも厄介払い？」

　あの神に押し付けられたのだから、厄介払いでも間違いじゃないはず……いや、微妙に違うか？

「へぇ、ひょっとしてコルティナ様の家で飼うのかしら？　わたしも欲しい」

「おはよう、レティーナ。レディなら最初は挨拶だよ」

「おはようございます、ニコルさん。まさかあなたにレディの嗜たしなみを教えられるなんて」

「ぐぬぬ」

　レティーナに言われ、最近の俺の言動を思い返す。

　風呂場でいちゃつき、フィニアとプレゼント交換とかやらかし、甘い果実水に相好を崩す。

　どうも前世の威厳というか、ストイックさがすでに跡形もなくなっている気がする。

　この調子では行きつく先は『無双の英雄』ではなく、『お嫁さん』になってしまうのではなかろうか？

　その未来に思い到り、俺はあまりのおぞましさに背筋を震わせたのだった。




　最悪の未来を想像して、俺は頭こうべを垂れて通学路を行く。いや、頭を垂れているのは物理的な影響もあった。
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　カーバンクルは俺から離れようとせず、今は俺の肩に乗っかっている。いうなれば肩車の体勢だ。

　まるで帽子のように俺の頭部にフィットするカーバンクルに、体格のいいミシェルちゃんやレティーナが手を伸ばし、容赦なく撫なでまわす。

　おかげで俺の頭までぐりぐり動かされて、微妙に気持ち悪い。

「あの、ちょっと首が──」

「あ、ごめんなさい！」

「えー、もうちょっとぉ」

　レティーナはすぐに手を引いたが、ミシェルちゃんはまだ名残惜しそうにしている。

　どうにか手をのけた瞬間を見計らい、カーバンクルも俺の頭から飛び降りた。

　周囲に人目がないか、キョロキョロと警戒し、俺たち以外にいないと確認した後、再び風呂敷包みを開いた。

　中から一本の棒と手紙を取り出し、俺に渡してくる。

　俺がそれを受け取ると、カーバンクルは再び俺の頭によじ登り始めた。

「かんべんして」

「キュ？」

　くっそ、この生なま毛け玉だま、言葉を理解できるくせに知らんぷりしてやがる……

　とにかく、渡された手紙を開いてみると、そこにはまた、白いのからのメッセージが記されていた。

『先の話であなたにアイテムが流れていないという不満があったようなので、こちらの短杖ワンドを差し上げます。これは短剣の柄にすることができるので、組み合わせて使うといいでしょう』

「ふむふむ……？」

　短杖の先端を確認すると、確かに切れ込みと刃を固定するための器具が取り付けられている。

　短剣の柄を取り外し、こちらに刃を付け替えれば普通に使用できそうだ。

『杖に魔力を流す事で変形フオームシフトの魔法が短杖部分にかかり槍やりに変化するでしょう。これにより強力な振動による保持しづらいという難点は大きく改善されるはずです』

「フォームシフトおぉぉぉ!?」

　俺は思わず、素っ頓狂な声を上げてしまった。変形フオームシフトの魔法はその名の通り、手にしたアイテムの形状を変化させる魔法だ。

　難易度は、これも干渉系魔法の上位に位置し、変化ポリモルフに迫る難易度の魔法でもある。

　無論、効果時間は存在し、本来ならほんの二、三分の間だけしか効果はない。だが状況に応じた形状にアイテムを変化させる事ができるため、即応性に優れ、非常に有用な魔法と言える。

　しかもこの魔道具ならば、俺が魔力を流し続ける限り、短剣を槍に変化させ続ける事ができるらしい。

　問題はその時間分、俺の魔力が吸い上げられ続けるわけだが……今の俺にとって、それはむしろ好都合。日々魔力を吸引してもらわねばならぬ身なので、消費が増えるのは逆に喜ばしい。

「こんな魔法を封じ込めたアイテムなんて……実は白銀の大弓サードアイに匹敵する魔道具なんじゃ？」

　しかも短剣と組み合わせられるということは、持ち運びも苦にならないので、偽装としても完璧だ。

　これがあれば、俺は短剣で戦うという印象を周囲に刻みつつ、いざという時は槍で戦うということもできる。

「素晴らしい。初めてあの白いのを褒めたくなってきた」

「ねぇねぇ、ニコルちゃん？　『ふぉーむしふと』ってなに？」

「え？」

　そこで俺はくいくいと袖を引くミシェルちゃんに気付いた。

　よく考えたら、彼女の前で変形フオームシフトの事を口走ったのは失策だったかもしれない。

　ミシェルちゃんもレティーナも、高位の干渉系魔法については全く知識を持っていないのがさいわいだった。

「えーと……なんだか短剣と組み合わせて使うと、なんかすごい魔法を使えるようになるんだって」

　なので、俺は色んな意味で曖昧な答えを返しておく。

　これなら、いざという時は振動する効果にすり替えて説明できそうだし。

「へー、あの白い神様からの贈り物？　おそろいだ！」

「そーだね、おそろい」

「白い神様ってなんですの？」

　三人の中で唯一、白いのと面識のないレティーナが首を傾かしげる。

　一応攫さらわれた時に会ってはいるのだが、その時コイツは気を失っていた。いや、これは会ったうちに入らないか。

「わたしたちの中では、そう呼ばれている、白くてちょっとすごい魔術師がいるんだ」

「白くて……すごい？　マクスウェル様みたいな？」

「確かにマクスウェルのヒゲは白いけど……ちょっとちがう？」

　さすがに見かけロリなあの神を、萎しなびた大根みたいなマクスウェルと同列にしてやるのは可哀かわい想そうだ。

　というか、そんな扱いがバレたら、何をされるかわかったモノじゃない。あの神は本当に神出鬼没なのだ。

　なんにせよ、これはいい物をもらった。この短杖の効果で槍に変形させ、別人の姿に幻覚で変化すれば、俺と同一人物とは思われないだろう。

　しかし、レイドの姿が使えなくなった以上、別の姿を考えねばならなかった。

　いいアイデアがそう簡単に浮かぶはずもなく、どうしたモノかと頭を悩ませていたところでもあるし、本格的にその姿を考えねばなるまい。

「なんにせよ、実験は必要だなぁ」

　問題は本当に短杖を装着した状態で振動の効果を発揮できるかどうか。あの神様はどこか抜けてる印象があるので、実際に使ってみない限りは信用がおけない。

　俺はその日の憂鬱な水練の授業の事を忘れ、くふふと含み笑いを浮かべていたのだった。
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　剝むき出だしの腕、剝き出しの足。いつもよりも遥はるかに心こころ許もとない露出の多さ。

　かろうじてタオルを肩に羽織ってできる限り人の視線を妨げる。

　それもそのはず、今日からは水練の授業が始まるのだった。

「ああ、忘れてた……これがあったんだ……」

　俺は学校指定の水着に身を包み、森の中にある川沿いに作られた水練場で、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいていた。

　周囲からはチラチラとこちらを窺うかがう視線を感じる。

　それもそのはず……といいたくはないが、水着を着た俺の姿は、まるで妖精のように愛らしい……らしい。

　正直認めたくはないが、いつもの制服と違って身体のラインが剝き出しになるため、人形のような容姿とあいまって、飾っておきたくなるような雰囲気を醸し出しているようだ。

「んー、ニコルちゃんはやっぱりナンバーワンよね！」

「こるてぃな、うざい」

「今はその罵倒すらご褒美よ！」

「ポンコツ教師め」

　授業を放り出して俺に頰ほお擦ずりする保護者に、俺は容赦ない罵倒を投げかけていた。

　だがそれすらも彼女には届きはしない。家でも水着姿を一度見ているはずなのに、今もまったく制御する様子がない。

　温泉旅行で落ち込んでいた姿は、どこにも見られない。もうすっかり持ち直した……いや、持ち直しすぎているようだ。

「お風呂で裸だって見てるでしょうに……」

「着飾るのはやっぱり違うのよ。特にニコルちゃんは服装に無頓着だし」

「これ、タダの学校指定水着だけど？」

「そこがよい」

「誰かー、犯罪者がここにいます！」

　キリッとした顔でダメな言葉をぶっ放すコルティナ。

　まとわりつく変態を引ひき剝はがし、レティーナとマチスちゃんの背後に隠れる俺。

　マチスちゃんはまだ体にうっすらと傷跡が残っているのが痛々しい。マリアは自己回復を優先させるので、完治したら傷跡が残らない程度の治癒魔法しか掛けていないせいだ。

　痛々しくはあるが、そこはそれ。マリアも女性の身体に傷跡を残すような真似まねはしない。

　この傷跡だって、時間が経たてばいずれは消えてなくなると保証してくれていた。

「クッ、逃げられたか──」

「先生、そろそろ授業しましょうよぉ」

「せめてもう少しだけニコルちゃんを視し姦かんさせて」

「おいそこ、今なんていった？」

「ごめんごめん、えーと、エロイ視線で──いや違う？」

「レティーナ、衛え士じを呼んできて。もしくはマクスウェルに密告して解雇してもらおう」

「大丈夫よ、後で手を回しておくから。それに私の興味はニコルちゃんだけ！」

「余計悪い！」

　マチスちゃんが救いの手を差し伸べてくれたが、コルティナの暴走は止まる様子がない。

　それでもマクスウェルの名を出したのが効いたのか、渋々ながら水練の授業が開始された。

　七月に入ったとはいえ、まだ水温が上がりきっていない。特に川の水は冷たさを維持していて、泳ぐには少し厳しい水温だ。それにもめげず、準備運動をしてから子供たちが川の中に入っていく。

　水に浸つかるや否や、そこかしこから『つめたい！』と悲鳴の声が上がっていた。俺もやや恐る恐る水に入り、肩まで浸かって身体を慣らす。

　まず肩まで浸かったのは、水の冷たさに身体を慣らしておかねば、筋肉が硬直して攣つる可能性があるからだ。

「はーい、じゃあまずは頭まで水に潜ってみましょうか。ちゃんと息を止めないと、溺れちゃうわよ」

　コルティナの指示に従い、子供たちが水の中に潜っていく。

　ラウム近辺の子供たちはそれなりに水に親しんでいるが、そうでない地域から来た子供の場合、水に顔をつける事にすら恐怖心を持つ場合がある。

　魔術学院には他所よその領地からの入学者も多いため、水に親しんでいない生徒もいる。

　まずはそこから慣らしていこうという判断だろう。

　鼻をつまみ、目もきつく瞑つぶって子供たちが潜る。それをコルティナは抜け目なく見守っていく。

　水練は気を抜くと命にかかわるので、彼女の監視の目もいつもより厳しい。

　俺も充分に身体を慣らした後、水の中に身体を沈めた。無論、他の子供と違って、目は開いたままだ。

　ドボンと、冷たい水に頭まで浸かり────────視界が暗転した。







「ハッ、ここは!?」

「あ、コルティナせんせー。ニコルちゃんが目を覚ましましたぁ」

　気が付けば俺は、川かわ縁べりの岩の上に寝かされていた。日に熱せられた温かい岩が心地いい。

　俺に付き添ってくれていたのか、マチスちゃんが心配そうにこちらを覗のぞき込んでくる。

　どうやら看病のため、隣に座って見ていてくれたらしい。

　下から見上げるこのアングル。十年後にぜひお願いしたい。今は遮るものがない平原が見えるだけだ。

「大丈夫、ニコルちゃん」

「うん、気絶してた？」

「そう。いきなりプカーって浮かんできたからみんなびっくりしちゃった」

　どうやら俺は、身体を水に慣らしたのは良かったが、頭まで慣らしてなかったので、冷たさに気を失ってしまったらしい。

　遠くではコルティナが他の生徒を待機させていた。さすがに溺れた生徒を放置して水練の授業は行えない。

　マチスちゃんの呼びかけを耳にして、生徒たちを待機させたままこちらに歩み寄ってくる。

「ニコルちゃん、目が覚めたようね。身体はどう？」

「う、大丈夫。ごめんね、心配かけた」

「まぁ、数年に一人くらいはこうやって気絶する生徒が出るから、気にしてはいないけどね」

「そこは気にしろ」

　流れ溜だまりを利用した水練場といっても、川の流れが完全にないわけではない。常に水が流れ込むこの遊水池は貯水量を超えた分だけ堰せきを越えて本流に流れ出している。

　常に水が流れ込む分、通常の貯水池と比べ水温がかなり低い。

　しかも日当たりの悪い森でしっかりと冷やされた水が流れ込んでくるのだから、こういう事件は稀まれに起こるらしい。

　コルティナの対応も手慣れたモノだった。

「さすがに授業はそのままってわけにはいかないけどね。歩ける？　教室まで戻らないといけないんだけど」

「あ、だいじょぶ」

　俺はそういって立ち上がり、自分の足取りを確認する。

　多少ふらついてはいるが、歩くくらいなら支障はない。教室に戻るくらいの体力も残っているだろう。

「そっか。じゃあ着替えて学院に戻りましょう。今日の授業はここまでっていうか、碌ろくに授業してないけど！」

　おどけたように冗談を口にするコルティナに、生徒たちも笑い声を漏らす。

　それから彼女は俺の鼻先に指を突き付け、真剣な声で指示を出した。

「ニコルちゃんは戻ったら医務室に顔を出して精密検査よ。念には念を入れておかないとね」

「はぁい」

　この指示も俺には納得できるものなので、拒否する理由はない。いや、トリシア女医に関してはいろいろいいたいところはあるけど。

　ともかく、こうして俺は、最初の水練の授業に失敗したのだ。




　放課後、医務室から『健康体』のお墨付きをもらって帰途に就いた。

　いつもならばクラブ活動と称して音楽室に出入りするか、ミシェルちゃんと合流して狩りに出るところなのだが、この日はマクスウェルの身体が空いていたので、個人授業を受けることになっていた。

　俺の目的はあくまで、干渉系魔法最上位の変化ポリモルフを習得することにある。

　そこに最短距離で到いたるには、マクスウェルによる手て解ほどきを受けるのが一番手っ取り早い。

　お茶と茶菓子によるいつもの歓待を受けた後、これまたいつものように魔術の授業を受ける。

　学院による知識の習得ではなく、感覚的なモノを学ぶ事ができるので、こちらの方がより実践的だ。

「では、この魔晶石に魔力を込めてみるように」

「はい」

　俺は神妙な表情で、手渡された魔晶石に魔力を込めていく。魔晶石とは魔力を貯め込む性質を持った水晶の一種で、水晶でありながら非常に脆もろい。

　これが砕けた時、周囲に魔力を放散する性質があるので、これを利用し、魔力の外部タンクとして使用することもできる。

　もちろん、魔力が込められていないとこの効果は発揮されないため、こうやって前もって魔力を込める作業が必要だ。

　そしてこの作業は、魔力の制御訓練にもちょうどいい。

「できた」

　魔晶石を握り込むこと数分、しっかりと魔力を蓄えた水晶をマクスウェルに提示した。

　この速さと充じゆう塡てん具合を判断して、俺の技量を判断するらしい。

「ふむ、悪くないの」

「そう？　やった」

「そろそろ次の段階に移るとしようか──レイド、そこの本棚から干渉系の教本を取ってくれんか」

「うん」

　俺は素直に頷うなずき、席を立ち──そこで振り返った。

「いま……なんて……？」

「違和感なく反応しおったの。やはりお主──」

　ニタリと性格の悪い笑顔を浮かべるマクスウェル。

　その笑顔を見て俺は、どうやら言い訳はできそうにない事を悟ったのだった。




　マクスウェル。あらゆる系統の魔法を極め、巷ちまたでは『魔導王』とも呼ばれる存在。

　コルティナの指揮力がなければ、俺たちはおそらく彼の指示の下で行動を起こしていたはずだ。

　多彩な魔法を使いこなすということは、その時々に応じた最適な魔法を選択チヨイスしないといけないわけでもある。

　そんな人物が頭が悪いはずもない。

「これまた、随分と愛らしい姿に転生したモノじゃの」

「いや、これは……ちが──」

「ちょっと考えてみればわかることじゃ。お主がこの街にやってきて、コルティナとガドルスが和解し、糸を使う暗殺者が現れ、レイドの転生と思おぼしき人物がコルティナの前に現れた。一息に情勢が変わりすぎじゃ」

「う……」

　俺の気のせいか、マクスウェルの声の合間に雑音が混じる。いや、この野郎、会話の合間に呪文詠唱を混ぜてやがる。俺が逃げ出そうとすれば結界を張るつもりか？

　嫌がらせのために無駄に高度な技術を無駄に無駄遣いしやがって！

　背筋には盛大な勢いで脂汗が流れ落ち、全身の毛穴が引き攣ったように収縮し、鳥肌が立っている。膝ががくがくと震え、視界も揺れる。

　かつて邪竜の巣穴に侵入した時も、魔神と単独で戦うことになった時も、これほどの戦慄は感じてはいない。

　それもそのはずで、あの時は俺が死ねば他に何も被害は出なかった。だが今回はどうだろう？

　これが知れ渡ると、コルティナのもとにいることもできなくなるだろう。

　フィニアにも汚物を見るような視線を向けられるかもしれない。俺はいまだに、魔力吸引のため、朝夕彼女たちと唇を交わす仲なのだから。

「こここ、これは……いや、いったい何のことだかささささっぱり理解できな──」

「女王華の種をレイドが奪還したところで、おかしいとは思っておったのじゃよ。あの時点で種がこの街にあることを知っていたのは、ホールトン商会とワシらだけ。商会内にレイドがおらぬとなれば、必然的にワシらの中にレイドがおるということになる」

「ま、まったくの偶ぐー然ぜんという可能性も──」

「年齢的に見ると、候補はレティーナ嬢とミシェル嬢、そしてお主の三名。トリシア女史とフィニア嬢は年齢的にアウトじゃからの」

「な、なんのことだかさっぱり……」

「今回の旅行に三名がついて行ったが、話を聞く限りエルフの村の件くだんの事件の時に目を離されたのはお主だけ。ならば必然的にお主がレイドということになるのぅ」

「証拠、そう、証拠は!?」

「そういえばお主が出入りしておる音楽室、最近ピアノ線の紛失が急に増えたそうじゃな？」

「あううううぅぅぅぅぅぅぅ!?」

　消耗品の補充は学院の備品係に申請する事になっているのだが、大おお雑ざつ把ぱな音楽教員はともかく、マクスウェルの目はごまかせないか。

　こう見えてもこの爺じいさん、元は国の重鎮である。細かな数値の調整等は得意分野だ。

　そのうえ先程は、モノの見事にカマ掛けに引っかかってしまっている。事ここに到いたっては、言い逃れはもはや不可能か……？

　俺はそう判断すると、即座に対処を検討し始めた。




　対処その一……マクスウェルを殺す。
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　これはいくらなんでもあり得ない。俺の事情でかつての戦友、家族といってもいい仲間を害するなど、俺の生き方そのものを否定するようなものだ。

　それに、この爺さんを害するのは、いくら俺でも一筋縄ではいかない。




　対処その二……逃げる。

　これは即効性はあるが、効果は薄い。逃げたところで仲間全員に話が広がるのは防げない。その場しのぎでは意味がない。

　そもそも結界魔法の準備までされていては、逃亡は不可能だろう。




　対処その三……土下座してでも、隠蔽に協力してもらう。

　というか、もはやこれしか道はない。




「頼む、マクスウェル！　どうか黙っていてくれ。なんでもするから！」

「ほう？　なんでもするとな？」

　俺は即座に床に這はいつくばり、全身全霊をもって懇願の意を示した。

　本来俺が目指す立場の姿とはかけ離れた、あまりにも情けない姿だが……今回ばかりは仕方がない。

　事は俺の立場が悪くなるだけでなく、フィニアやコルティナを傷付ける結果にも繫つながりかねないのだから、手段を選んでいられない。

　彼女たちはニコルという少女を愛し、可愛かわいがり、それ故に胸襟を開いて様々な事を話してくれた。

　中には俺の前世に係かかわる事もかなり多い。彼女たちが俺本人に知られたくなかった事もあったはず。

「俺だけが傷付くなら別に構わない。そもそも俺は流れ者だ。この街を出ても、どうとでも生きていける。だけど彼女たちは俺と知らずに俺のことを話した内容も多い。その結果彼女たちが傷付くのは避けたい」

「心外じゃの。ワシがなぜ、お主を放逐するような目に遭わせねばならん」

　立て板に水のごとく言い訳を垂れ流す俺に、マクスウェルはヒゲを扱しごきながら、首を振ってみせた。

　奴やつの意を酌むとすれば……黙っていてくれるのか？

「内密に、してくれるのか？」

「お主の言い分もわかる。ワシもコルティナやフィニア嬢を傷付けたいわけでもないしな。それに……」

「それに？」

「その方が、おもしろそうじゃ！」

　俺は『このやろう！』と罵倒しそうになるのを、かろうじて堪えた。そういえばこいつは思慮深いと評判のエルフのくせに、こういう小人族のようなイタズラ好きな性格をしていたのだった。

　だが、この爺さんがどう思っていようと、沈黙を保ってくれるという事は俺にとって利益であることは間違いない。

　ならばここは言いたいことをぐっと飲み込んで、手を組むしかないじゃないか。

「ま、まあ……理由がどうあれ、黙ってくれるのは非常に助かる。その点に関しては感謝する」

「おう、魂の奥底まで感謝せい。死ぬまで恩に着るとよいぞ」

「悪魔か、お前は」

　なんにせよ交渉成立。俺は立ち上がって握手を求め、マクスウェルはにやにやした笑顔を浮かべたまま俺の手を握り返したのである。




　　◇◆◇◆◇




　マテウスは待ち合わせの酒場に着くと、目的の人物を探し当てた。

　クファル、と名乗った少年の姿を発見し、そのテーブルに古びた手提げかばんを無造作に放り出す。

「あれ、仕事を受けたのは君だっけ？」

「いや。それが連中帰ってこなくてよ。様子を見に行ったらくたばってやがったんだ。これはそこで放置されていた、いわば置き土産？」

「ふむ？　古代竜クラスの鱗うろこ……かなり劣化してるようだけど、触媒としては充分だね」

　報告に興味を持たず、真っ先にカバンの中身を検分するクファル。

　マテウスは、さすがにその様子に気分を悪くした。

「おいおい、ウチの仲間がやられたんだぜ。ちょっとは興味を持ってくれよ？」

「依頼主なんてのは、総じて依頼の達成にしか興味がないものさ。でも腕は立つ連中だったんだろう？」

「ああ。それが三人まとめて洞窟の中でくたばってた。一人は短剣で刺されて内臓ズタズタ。もう一人は天井から吊つるされ、最後の一人は……ありゃ仲間割れかな？」

　マテウスが、彼にしては珍しく苛いら立だたしげに吐き捨て、クファルの向かいの席に座る。

　そのままテーブルの上に置かれていた料理を手摑づかみで口に運んでいた。

　クファルはそれを、気分を害するでもなく眺めている。

「へぇ……そりゃまたバリエーション豊かなやられ方だ。仲間割れって？」

「吊るされた奴と摑み合ったまま死んでたんだよ。多分逃げようとしたところを吊るされた奴が引き留めて、そのまま時間切れって感じだろうな？」

「時間切れね。毒でも盛られてたの？」

「有毒ガスが充満してる洞窟内でやり合ってたらしい。なんでそんな場所に足を踏み入れたんだか？」

「そこにもお宝があると踏んだのかもね。欲を搔かきすぎたのかもしれない。お悔やみを申し上げるよ」

「かもな。で、報酬はどうすんだ？」

　肩を竦すくめ、まったく悔やんでない様子で定型文を返すクファルに、マテウスも継ぐ言葉を失い、話題を変えた。

「そうだね。彼らが戻ってくれなかったんだから、依頼は失敗。これは別筋の伝つ手てから入手した、善意の寄付ってことに──」

「あぁん？」

「したくないよね、うん。持ってきてくれたのは君だし、君に報酬を支払うよ。それでいい？」

「ああ、それでいい。また機会があればよろしく頼むぜ？」

　クファルがテーブルの上に金の入った小袋を置き、それをマテウスがすかさず搔かっ攫さらう。

　中身をちらりと確認した後、懐にしまい込んだ。

「じゃあな」

「あ、ちょっと待ってくれないかな？」

「なんだよ、まだ文句があるのか？」

「うん。君が食べた料理の代金、払っていってね」

　大げさに、悪戯いたずらっぽく笑顔を向けたクファルに、マテウスは盛大に口元を歪ゆがめたのだった。







[image: 第零章　英雄たちの出会い]




　通り沿いにある小さな花屋。

　北部じゃ戦乱だ邪竜襲来だと騒々しいが、この南部のアレクマール剣王国までは、その災厄は届いていない。

　道行く人はそんな話は知らぬとばかりに、暢のん気きな顔で談笑している。

　俺は花屋の軒先に飾られた大きな花に、顔を寄せていった。

　もちろん花に興味があったわけじゃない。暗殺者レイドは、そんな情感深い感情は持っていない。

「あ、お客さん。それ食虫植物だから、顔寄せると危ないよ？」

「うおぉぅ!?」

　まるで花が咲く過程を逆回しにしたかのように花弁を閉じる食虫植物。

　その先端が、軽く鼻先を掠かすめていく。

　鼻の先端に軽い痛みを感じ、水を汲んであった桶おけに顔を映すと、一本の赤い筋がついていた。

「なんでそんなもん飾ってんだよ！」

「なんでっていわれても、そういう需要もあるとしか答えられないねぇ」

　下町の女はタフで図太い。悪びれもせずに答えた女店主に、俺は舌打ち一つ返してその場を立ち去る。

　そんな客にも慣れているのか、鼻で笑って見送る女店主。

　苦情の一つも返したいところだが、俺も花を買うつもりは毛頭なかったので、営業妨害でお互いさまというところか？

　確認したいものは目にしたので、俺は目的地へと足を運ぶ。




　あの花屋の軒先にある壁。そこにＸ字に付けられていた、真新しい傷。

　それは俺に、『仕事』を依頼したい者がいるという印だった。

　裏の仕事を切り盛りする男がいる屋台へ向かい、屋台脇の椅子に腰を掛ける。

「おっちゃん、鶏の串焼きを二本。それとグリトニル産のワインを一つ」

「そんな上等なモン、置いてねーよ」

「じゃあマタラ産のドワーフの火酒」

「あぃよ」

　俺の注文に答え、鶏を焼き始める屋台のオヤジ。俺も酒や串焼きが食いたいわけじゃなく、これが一種の符丁になっているだけだ。

　オヤジは串焼きを作る振りをしながら、ボソボソとしゃべり始めた。

「影羽根に仕事だ。場所はベリト」

　その低い声は肉を炙あぶる音に搔き消されてしまいそうなほどに小さい。しかし俺に向けて、かろうじて、だが確実に届く声量だった。

　俺は何も聞こえない振りをしつつ、これまた他の客に聞こえないほど小さな声で返す。

「ベリト？　フォルネリウス聖樹国のか？」

「ああ、依頼主はそこの世界樹教会だとよ」

「ハァッ!?」

　思わず大声を上げて立ち上がる。他の客が何ごとかと視線を向けてきたので、俺は慌てて場を取り繕つくろった。

「あっちぃな。おっちゃん、脂がこっちに飛んできたぞ、気を付けてくれよ」

「ああ、悪かったな」

　俺の即興に慣れた様子で調子を合わせるオヤジ。もう十年来の付き合いなので、呼吸もわかっている。

　再び席に着き、情報のやり取りを続けた。

「教会が何の用だよ。まさか俺を始末しようと画策してるんじゃないだろうな？」

「それはないな。お前がそう簡単にやられるとも思えんし、そうなったら俺たちだってタダじゃおかん」

「だよな……」

　後ろ盾のない暗殺者。それを取りまとめるならば、相応の見返りを用意してやらないと不可能だ。

　彼らは暗殺者を取りまとめると同時に、仕事を分配し、利益を得ている。

　その手駒が陥れられたとなれば、タダでは済まさないだろう。

　もちろん、世界の大半に広がる世界樹教徒の総本山と、たかが地方の暗殺者の寄り合いでは、相手にならない。

　それでも数人の重要人物を脅かすことはできる。それは権力者にとって、かなり恐ろしいもののはずだ。

　次は自分かもしれない。そう思わせることによって、どうにか俺たちは生きながらえているのだ。

「仕方ねぇな、行ってみるしかないか」

「いいのか？　俺の役割だからお前に伝えはしたが、この仕事はかなり怪しいぞ？」

「わかってるよ。でもどうにもな……これを見逃すと、もっと悪い事態になりそうな気がしてならねぇ」

「お前に予見のギフトがあったとは驚きだな」

「そんなモンねーよ、知ってんだろ。これは経験からくる勘みたいなもんさ」

　確証なんて存在しない。しかし背筋がムズムズする感触が存在する。

　今までの経験からして、これを無視した場合、事態が悪化することが多かった。そういう経験があるから、怪しさを無視してこの仕事を受けることにしたのだった。







　世界樹教の教会本部。俗に聖堂教会とも呼ばれる、巨大な建物。

　そこを訪れた俺は、顔を半ば隠しながら忍び込んだ。

　さすがに警戒は桁外れに強固だったが、隠おん密みつと糸を駆使する俺を防げるものではなかった。

　その教会の一室。現在は枢すう機き卿きようを務める男の部屋に忍び込み、事情を話してもらうことに成功した。

　本当は教皇を狙った方が話は確実だったのだが、教皇には徘はい徊かい癖へきがあるらしく、今は教会を抜け出しているそうだった。

　詳しくはその男も知らないようだったが、北部三か国が壊滅したことを受けて、世界樹教が手を打ったらしい。




　男に案内され、教会の一室に入る。

　そこに兵士が待ち構えている可能性もあるので、俺は警戒していたのだが、枢機卿の男は驚くことに武装解除すらさせず、扉を開ける。

　室内には背の高いヒゲを蓄えた老齢のエルフの男と、銀髪の美女が待ち構えていた。

「お待たせしました、マリア司祭、マクスウェル卿。新たな仲間を紹介しましょう。こちらは影羽根のレイド様。レイド様、こちらは世界樹教に所属するマリア司祭と、ラウムのマクスウェル卿です」

「あ、ああ」

「ほう、お主があの影羽根の……噂うわさは聞いておるよ。凄すご腕うでだそうじゃな？」

「俺も聞いたことがあるよ。ラウムのマクスウェル、先々代の王弟で魔法の達人だとか」

「それは光栄じゃな。なに、年の功という奴やつじゃ」

　意外と気さくに話しかけてくる爺じいさん……マクスウェル。

　反対にマリアと呼ばれた女性は、俺を見て眉をひそめていた。

「半魔人、そのうえ暗殺者ですって？」

「マリア司祭、彼の能力は必ずあなたの役に立つ。主張はあるだろうが、ここは飲み込んで欲しい」

「それは……はい」

　枢機卿の男に諭され、マリアは異論を飲み込んだようだ。俺としてもヒステリックに騒ぐ女は相手にしたくない。

　そもそも世界樹教は半魔人を好意的に思っていないので、この反応は予想の範はん疇ちゆうではある。

「それで、アレクマールからここまで呼び出した理由はなんだ？」

「本来なら全員が集まった後でお話ししたいところだったのですが、皆様が同時に到着するということはあり得ませんからね。個別に説明するのもやむなしでしょう」

「もったい付けんな」

「…………言葉使い」

「あ、なんだ？」

　ぞんざいな俺の言葉に、マリアが嫌悪感剝むき出だしな口調でボソリと呟つぶやく。

　俺もそれを聞きき咎とがめて無視するほど、丸い性格じゃなかった。

　互いに席に座ったままま、剣けん吞のんな視線を交わし合う。俺の視線を受けて動じない胆力は大したものだ。

「おやめなさい、マリア司祭。それにレイド様も。皆様にはこれから協力してもらうことになるのですから」

「協力だと？　なんのために？」

「世界を救うために、です」

　それから俺たちは、枢機卿の話を聞いた。要は各国から合計六名の代表を出し、少数精鋭で邪竜コルキスを倒す旅に出ろという話だった。

　国家との繫つながりが見つかると、邪竜はその国を殲せん滅めつしにくる。そこで六名には国との繫がりを絶ったうえで、極秘裏に行動させるつもりらしい。

「バカらしい、なんで俺がそんなことを──」

「ですが、だからといって無事でいられるとでも？」

「なに？」

「邪竜の脅威はいずれ世界の全てに降りかかるでしょう？　ならどこに逃げるというんです？」

「……そうだな」

　この女のいうことを認めるのは癪しやくだが、三国を滅ぼせるような化け物を放置すれば、その災禍は大陸中に広がるのは事実だ。

　軍を動かして失敗した以上、少数精鋭でというのも、まあわかる。

「だがなぜ俺なんだ？　アレクマールでは俺以上に腕の立つ戦士が、数人はいるはず」

「貴方あなたに求めているのはその潜入能力と、その他の部分です。戦士は聖剣の勇者ライエル様と、鉄人とも呼ばれるガドルス様をお呼びしています」

「あいつらか……」

　その二人の名前は俺も聞いたことがあった。

　南部の戦乱で、たった一人で百を超える敵兵を斬り伏せたといわれるライエルと、どうやれば殺せるのかと、冗談のネタになるほどの頑強さを持つガドルス。

　この二人が集まるのなら、半端な戦士など必要あるまい。

　不本意ながらマリアの意見を全肯定しかけた時、再び部屋の扉が開いた。

「お待たせしました、残る三名の方が到着しました」

「三名？」

　マリアから聞いていたのはライエルとガドルス、なら残る一人は誰か？　そう疑問に思いながら案内人の背後に視線を向け、俺は硬直した。

「げ……コルティナ」

「うげ、レイドじゃない。なんでこんな場所にいるのよ！」

「そりゃこっちのセリフだ。お前、剣も魔法も半端者だろうが」

　この場にいるのは超一流を自負する面子ばかり。マリアですら聖女と呼ばれるほどの治癒魔法を使いこなす。

　その噂はアレクマールにまで轟とどろくほどだ。次期教皇との噂もあるほどに。

　だがこのコルティナはそうではない。小細工ばかりを仕掛ける胸むな糞くそ悪い女だ。

「ならアンタもここにいるべきじゃないわね。姑こ息そくな暗殺者の分際で」

「身代わり立てて逃げた奴がよくいう」

「あーら、身代わりも見抜けなかった間抜けの負け惜しみかしらぁ？」

「おう、いい度胸だ。今すぐ殺してやるから、そこに直れ」

「やれるもんならやってみなさいよ！」

「落ち着かんか、まったく」

　売り言葉に買い言葉でエキサイトする俺たちを、ガドルスが宥なだめる。

　ちなみにマクスウェルは面白そうにこちらを見ているだけで、ライエルに至っては突っ立ったままだった。

　どうしたのかと不審に思って、奴の視線をたどると、マリアに釘くぎ付づけになっていたらしい。

「なんだ、一ひと目め惚ぼれか、『勇者様』」

「い、いや、そうではなく！　いや、一瞬月の精霊かと思ったのは確かだが……」

　俺が揶や揄ゆするように皮肉ったが、ライエルはまったく意に介した風でもなく、ただ慌てたような声で答えた。

　マリアに見み惚とれていたというのは事実だったようだ。

「あら、お上手ですね、ライエル様」

「失礼、女性を不ぶ躾しつけに見つめるものではなかったですね」

「気取りやがって……」

「悔しかったら、アンタもあれくらい気の利いたセリフいってみなさいよ」

「黙れ、駄猫」

「なんですって!?」

　俺とコルティナの仲が悪いのには理由がある。俺はかつて、コルティナ暗殺の仕事を受け、それを行ったことがあった。

　そして彼女は、その動きを察知し、身代わりを置いて難を逃れた経験がある。

　いや、それは微妙に違うか。彼女が無名時代、俺が『指揮官の暗殺』を請け負ったが、その相手は彼女の功績を横取りしようとした貴族だった。

　そしてコルティナは暗殺の動きを知りながら、それを看過していた。

　つまり俺は良いように利用された経験があるわけだ。彼女への印象が良いはずもなかった。

　それにしても、ツンケンしたお嬢様と腹黒猫娘が同行者とは、先が思いやられる。







　俺たちが手を組み、邪竜退治に出発してから一週間が過ぎた。

　短いようで長い七日間。その間に俺たちの仲が良くなる……はずもなく。

「ライエル、そっちじゃないわよ右っていったでしょ。ガドルスの右！」

「お、おう」

「レイド、チョロチョロすんじゃないわよ、このモヤシっ子！」

「んだとぉ!?　誰がモヤシだ、このガサツ女！」

　部隊を指揮したことがある、ということでコルティナが指揮官になったのだが、これがまたすこぶる口が悪い。

　指揮官経験者はライエルやガドルスもそうなのだが、彼女ほどの指揮力はないとライエルが主張したため、この配置になった。

　しかもコルティナは微妙に厳しい注文ばかり付けてくる。

　今もオーガ七匹を相手にガドルスに無理を強いて、前線を回り込まれる始末だ。

「ほら、左側に敵が漏れてるわよ、ガドルス！」

「一人で七匹を押さえろとか、無む茶ちやいうな！」

「ライエルの殲滅が追い付かないんだから仕方ないじゃない」

「俺のせいか!?」

　オーガは人間の倍ほどの体格を持つ、一種の巨人族だ。それが七匹も現れては、ガドルス一人で戦線を維持するのは難しい。

　それを見越して、俺が敵の足止めをすべく前に飛び出したのだが、これはコルティナに制止されてしまった。

　ガドルスが敵を押さえ、ライエルがその右側を回り込み敵を殲滅する。それが彼女の目もく論ろ見みだったのだろう。

　しかし数の暴力の前に、前線はあっさり突破されていた。

「きゃあ、こっちきた！　レイド、さっさと始末しちゃいなさいよ」

「お前、さっき俺にチョロチョロするなっていっただろ。自分で始末しな」

「このバカ、指揮官には従いなさいよ！」

「悪いな、俺は一いつ匹ぴき狼おおかみでな」

「黙れワンちゃん」

「んだとぉ！」

「二人とも、いい加減に……神の檻ホーリージエイル」

　一事が万事この調子だ。さいわいそれぞれが卓越した技能を持つので、事なきを得ている。

　マリアがコルティナごと自身に防御壁を張ったタイミングで、俺は前線を回り込んできた敵を殲滅する。

　今回はライエルがガドルスを回り込み敵に辿たどり着つくのが遅れた影響で、このような事態になってしまった。

　コルティナのミスとは言い切れない。むしろガドルスの攻撃範囲を読み違え、ライエルが無駄に大回りしたから発生したミスといえる。




　オーガを倒し、ようやく北部三国の中央の国、旧トライアッド王国領との国境の町までやってきた。

　ここまで正直いって自分一人の方が楽なくらいの戦いしか経験していない。

「どうしたもんかなぁ」

「いっとくけど私のせいじゃないわよ？」

　転がり込むように宿にしけ込み、一階の食堂で軽めのワインを瓶で頼み、喉に流し込んだところでようやく人心地ついた。その時にひとりごちたセリフにすぐさまコルティナが嚙かみついてくる。

　顔を合わせれば喧けん嘩かばかりなのに、こいつはなぜ、俺のそばにまとわりつくのか？

「なんでいるんだよ。さっさと自分の部屋に戻れ、メンドクサイ」

「あん？　今ライエルが訪ねてきてんのよ、私に馬に蹴られろっていうの？」

「またか。あいつも隠し事のできない奴やつだな」

　ライエルがマリアに懸け想そうしているのは、この一週間で仲間の誰もが知るところである。

　知られていないと思っているのは、ライエルだけだ。マリアの方の感情はどうだかわからないが、俺と違って半魔人でも後ろ暗い仕事をしているわけでもないライエルには当たりが柔らかいので、少なくとも悪感情は持っていない様子だ。

「じゃあマクスウェルかガドルスんところでも行っとけよ」

「あの人たちとはどうにも感性が合わないのよね。マクスウェルはお貴族様だし、ガドルスも生まれは悪くないし」

「俺ならいいのかよ？」

「あんたは私と一緒でしょ？」

「なにが？」

「孤児」

「……ああ」

　半魔人はその差別振りから親に捨てられることが多い。俺も例に漏れずというやつだった。

　同じように、コルティナも孤児らしい。彼女の住んでいた大陸南部に位置する南部都市国家連合は、現在も大陸南東部のアレクマール剣王国と南西部のジーズ連邦を相手に小競り合いが続いている。

　彼女はその影響で両親を失い、孤児院に入れられたらしい。

　幼いころより読書家で勉強熱心だった彼女は、孤児院を運営する貴族にその才を見み出いだされ、実戦に駆り出された経緯がある。

　裕福な育ちではない、という点で、俺と彼女は共通点がある。

　つまり彼女も、相応に苦労をしてきているはずだった。

「まあいいか。お前も飲むか？」

　瓶で頼んだため、まだワインは残っている。日頃顔を合わせれば喧嘩する仲だが、たまには酒を一緒に飲むのも悪くないだろう。

「真昼間から酒？　それにそんな安酒、女性に勧めるモンじゃないわよ」

「お前な、人がせっかく好意でいってるのに」

「あー、ごめん。これはちょっと言いすぎだった。そうじゃなくって……ちょっと付き合ってくれない？」

「……お前と男女の仲になる気はさらさらないが？」

「そうじゃないわよ！　買い物行くから護衛してっていってるの」

「護衛？」

　コルティナの主張が理解できず、俺は腕を組んで首を傾かしげる。

　この辺境の町で、しかも俺たちのような顔ぶれに護衛なんて必要なんだろうか、と。

「必要なのよ、私は。結構あちこちに恨み買ってるから」

「そういやジーズ連邦辺りは是が非でも命が欲しいだろうな」

「あと、あんたのところもね」

　コルティナの皮肉に、俺は肩を竦すくめて答えた。

　俺がコルティナ暗殺の依頼を受けたのも、そういう経緯があるからだ。

　もっともあの時俺が受けたのは『指揮官の暗殺』であり、その指揮官は『コルティナから策を授かった貴族』だったので、依頼失敗にはならない。

　しかし考えてみれば、コルティナがこの機会に命を狙われるというのは、確かにあり得る話だ。

　南部は邪竜の脅威は遠い。危機感の薄い連中が、この機会に邪魔者を始末したいと考えるのは、想像に難くない。

　特に彼女は六人の中でも実力が劣る。選ばれたのはその策をひねり出す頭を見込まれてのことだ。

　直接恩恵を授かった都市国家連合以外から見れば、代替の利くポジションと思われてもおかしくなかった。

「お前も面倒な立場だな」

「あんたほどじゃないわよ」

　相変わらず皮肉を返すコルティナに、俺は鼻を鳴らしてから酒瓶を呷あおる。

　薄いワインだからこそできる芸当であって、これが濃い酒だと瞬く間に足に来てしまう。

「んじゃ、準備するからちょっと待ってろ」

「え、本当にいいの？」

「まあ、こんなでも今は仲間だからな」

　小柄な彼女の頭を軽く叩たたいて、俺は席を立つ。

　武器はまだ着けたままだ。俺の武器は手甲なので、こんな場所でも邪魔にならない。しかし護衛となると話は変わる。コルティナを護まもるために身を投げ出す状況も考えられる。

　ただでさえ打たれ弱い俺が、身を投げ出したりしたらあっという間に倒れてしまう。最低限の防具は必要だ。

　俺は席を立って宿の主人に酒代を支払い、自室のある二階へと向かう。

「防具を着けてくるから、ちょっと待ってろ」

「あ、待って。こら、命令するのは私の役目でしょ！」

　この女の憎まれ口はどうやったら止まるのか、真剣に考えながら部屋に向かったのだった。




　二階で装備を整え、食堂も兼ねている宿を出ると、コルティナが数人の男に取り囲まれていた。

　護衛を依頼してきたくせに外で待つとか、迂う闊かつにもほどがあると思わなくもなかったが、住民全て顔見知りみたいな辺境の町で、しかも人目の多いこの場所で襲撃を掛けるバカもいないだろう。

　そう考えれば、薄暗い店の中より人目の多い通りで待つのは、悪いことではない。むしろ、食堂の方が毒を盛られる可能性が高いかもしれなかった。

　取り囲まれる彼女を見て、一瞬刺客かと思わなくもなかったが、対応する彼女の顔に、警戒感はあっても緊張感はない。それを見て、刺客ではないと判断した。

　事実、彼女はイヤそうな顔をしていても、殺意を表に出すような真似まねをしていない。

「だからさ。ちょうどそこに酒場もあることだし、ちょっと飲んでいこうよ」

「いや、だから私は今から出かけるって……」

「いーじゃん、いーじゃん。この村も最近人が減っててさ。君みたいな可愛かわいい子は久しぶりに見たんだよ。だからちょっとくらい付き合ってよ」

「忙しいっていってるでしょ？」

「そういわないでよ。奢おごるからさぁ」

　どうやら邪竜の影響で人口が減り、若い女に餓うえた町の若い衆が暴走しているだけのようだ。

　一般人相手ならば、コルティナでも放っておいても問題はないだろうが……なぜか少し不快に感じた。彼女は俺の仲間であり、第三者が手を出していい存在じゃない。

　そんな俺の感情の揺れを知るよしもなく、こちらに気付いたコルティナは、戸惑ったような視線をこちらに向けてくる。彼女でもあしらえる相手とはいえ、国を代表する戦力である俺たちが、この程度の相手に武力を開陳するのは、よろしくない。

　どうあしらうべきか、彼女もそれを量りかねて、助け船を求めてきていた。

　それすらも苛いら立だちを覚え、俺は思わず目を逸そらしてしまった。

「あ、レイド。こら、ちょっとなに視線逸らしてんのよ！　あんた私の護衛なんだから、こいつら早く追っ払ってよ！」

「いや、しばらく様子を見るのも面白いかと」

「勝手に人を見世物にしてんじゃないわよ。ほら、護衛なら自分の役目を果たしなさい！」

　突如割り込んだ……わけでもないが、巻き込まれた俺に、剣けん吞のんな視線を向けてくる男たち。しかしそれで怯ひるむほど、俺も安穏とした人生を送ってはいない。

　むしろこの程度ならそよ風程度も圧力を感じない。鈍感なライエルなら、敵意を向けられたことすら気付かなかっただろう。

　対する男たちも、俺が手甲と革かわ鎧よろいを装備しただけの凡庸な男と見て、敵意を剝むき出だしにしてくる。

　面倒なので、俺は彼らが実力行使に出る前に、事を収めることに決めた。

　男の一人がこちらに一歩踏み出そうとしてくる瞬間に、手甲から糸を飛ばし、彼らの首にかける。もちろん窓枠や看板などを経由してからだ。

　つまり俺が腕を引けば、男たちの首が絞められる。そんな状況を一瞬で作り出したわけである。

「ま、相手が悪かったな。彼女も俺も、あんたたちじゃ手に負えない。わかったろ？」

　糸は皮膚に傷をつけるギリギリの力加減で締められている。それは男たちも理解できたはず。

　圧倒的な技量の差をまざまざと見せつけられ、コクコクと首を縦に振って答える男たち。

　俺が糸を解いてやると、蜘く蛛もの子を散らすように逃げ去っていった。

「ありがと。でもよくないわよ？　一般市民に糸を掛けるなんて」

「傷一つ付けてないだろ」

「あんたの糸はライエルの剣と同じでしょ。ナンパしてたら喉元に剣を突き付けられたようなもんじゃない」

「あいつほど頑丈だったら、そんな余裕も見せられるんだけどな」

「あはは。レイドじゃライエルの真似は無理よねぇ」

「ほっとけ」

　ことタフネスさに関しては、ライエルはガドルスよりも上だ。

　とにかく堅いガドルスと比較して、ライエルはいつ倒れるんだというくらいしぶとい。

　そして俺は、どちらの真似もできるような体質じゃなかった。だからこそ、先手を打って、怪け我がをする前に敵を無力化する必要がある。

　今回も、それだけのことだ。別にこの女が絡まれていたことで、何か不快感を刺激されたわけじゃない……はずだ。




　コルティナの舌は相も変わらず絶好調だった。

　話題も表情もクルクルとよく変わる。見ていて飽きない。

「そこでカールセン子爵ってば、『君は黙っていたまえ』って私の口を封じて、手柄を横取りしようとしたのよね」

「あぁそぅ」

「ま、そのおかげであんたが子爵を暗殺しちゃったんだから、良よし悪あしだけど。私は知ってたんだけど」

「へぇ」

「あ、ここ、いい毛布売ってるじゃない。こういうのって野営に便利かしら？」

「さぁ？」

「あんた長音以外に発音できないの？」

「むぅ……」

　買い物中、ずっとこんな調子で喋しやべり続けていた。俺はそれを聞き流しながら、周囲に視線を配る。

　この町は北部との国境に位置するだけあって、住人たちの顔は暗い。しかもかなりの数の難民が流入しているようであり、治安の方も問題が出ているようだ。

　急激な人口の増加は、統治機構に大きな負担を強いる。

　難民に紛れてコルティナを暗殺しようとする者がいても、気付くのは難しいかもしれない。




　しばらく買い物した後、俺たちは屋台で飲み物を買い、道端の石垣に腰を掛けて休憩を取る。

「それにしてもよく買ったな。そんなに必要なのか？」

「そろそろ馬は必要になるし、荷物の問題はなんとかなるでしょ。場合によってはマクスウェルにどうにかしてもらえばいいし」

「あの爺じいさんは便利だからな」

「それに女はいろいろと入り用なのよ。下着とか旅の最中に洗濯できないし」

「別に五日くらいなら履き続ければいいじゃないか」

「きったな！　あんた今後一切私に近付かないでね？」

「うるせぇ、近付いてきたのはお前だろ！」

　顔の前で腕をクロスさせ、俺にダメ出ししてくる猫娘。ムカつくからその耳引っこ抜いてやろうかと本気で考えてしまう。

　しかしまあ、女の場合はそういう問題も深刻になる時期があるだろうし、ここは譲歩しておいた。

「もういっそ、宿に荷物を置いたまま旅を続けて、夜になったら転移門ポータルゲートで戻ってきてもいいわね」

「そういうこともできるのか」

「まーね。他にもできそうなことはいくつかあるけど──」

　そういうといくつかの魔法の使い方のアイデアを披露し始める。

　荷物の重量の軽減法や、飛行魔法の活用法など、次から次へと。

「まったく、どうやったらそこまで考えられるんだか」

「昔っから本ばかり読んでたからね。孤児院じゃ、それくらいしか娯楽はなかったし」

「他のガキと遊べばよかっただろうに」

「私はこう見えてあまり身体が丈夫な方じゃなかったのよね。今も周りより劣ってるし……」

　そういうと不安げな表情を浮かべ、少し俯うつむいてしまった。

　それを見て、俺は彼女の不安を悟る。

　コルティナは俺たちの中で最も若く、まだ十九という年齢でしかない。

　戦闘力に至っては俺にすら届かず、ライエルやガドルスを顎で使ってはいるが、自身の力はそれに遠く及ばない。

　そんな人間が、邪竜退治に駆り出されたのだから、不安にならない方がおかしかった。

「ま、お前はよくやってる……と思うぞ」

「お世辞はいいわよ。今のところ、足を引っ張ってるのは自覚してる。マリアも頑張ってるっていってくれてるけどね。自分でわかっちゃうもの」

「あー、まあ、そうではあるか」

　自分の能力は自分が一番理解している。彼女は大人数を動かすことに慣れてはいても、少人数での戦闘には慣れていない。

　各個人の能力を完璧に把握してはいるのだろうが、それだけでは足りない。

　こういう少人数での戦闘では、それぞれの性格や嗜し好こうまで、その動きに影響を与える。

「俺は頭に血が上りやすい性質たちでな。目の前に敵がいるとどうしても突出してしまう。ライエルもそうだ」

「この前の戦い？　そうね、レイドがまさか一直線に敵に向かうとは思わなかったわ」

「俺もそうだが、ライエルもな。だからガドルスを迂う回かいさせようとすると、どうしても慎重を期して大回りになっちまった」

「そっか、それで……」

　今の俺たちに足りないのは、多分こういうところだろう。

　話し合い、自分の性格を互いに知らせ、全員が一個の生物のように動く。そこに至るにはお互いを知らな過ぎた。

「互いを知る、か。まあお前の場合はそうでもないが、マリアはかなり苦労しそうだな」

「マリア？　なんでよ。悪い人じゃないわよ」

「世に聖女と呼ばれるほどの人格者だ。悪人じゃないのは知っているさ。だが世界樹教って環境で育てられた奴やつは、どうしても俺みたいな人間を嫌うからな」

「ふうん……なら二人で話し合う場を作ってあげましょうか？」

「やめてくれ、ライエルに殺されちまう」

　それから俺たちは、互いや仲間についての話をじっくりと語り合った。

　飲み物が途中で切れ、屋台にお代わりを買いに行ったくらいである。

　日は傾き、周囲が夕焼けに赤く染まり始めても、その会話は続いていた。

　話題はすでに何が好きかという私的な分野にまで及んでいる。そこに至って、コルティナはまた絶好調の口数を発揮しだしていた。

「でね、その物語では戦士が切り札の──」

「待て、さっき切り札を切っていなかったか？　柄に仕込んだ短剣だったか」

「なんでよ、切り札はいくつ持っていてもいいじゃない？」

「いや、そうだけど。でも俺なら切り札を切った時に仕留めきれないなんてことはないぞ。敵の意表を突くのは一度だけ、それで仕留めきれないのは三流だ」

「物語っていってるでしょ！　現実と創作の区別をつけなさいな。ほんとにもう、わかってないわね！」

「確かにわからんけどよ……」

「言い訳しない！」

「……はい」

　どうも完全に手綱を握られた感がある。だが、こうして話し合うことで、少なくとも俺とコルティナの理解は深まったはずだ。

　俺の好む戦い方も知らせておいたし、ライエルやガドルスの趣味も教えておいた。

　次の戦いでは、もう少しマシな指揮を執ってくれるだろう。

　どうせ邪竜の巣を見つけるまで、まだまだ時間はかかる。それまでにゆっくりと、信頼関係を醸成していけばいい。

　そう結論を出し、飲み物のカップを高々と投げ捨てた。

「こら、ゴミはきちんと処理しなさい！」

　直後に叩たたき込こまれるコルティナの拳。やはりこの女はいけ好かない。そう確信して、宿へ戻ったのである。
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　それから俺たちは何度も話し合いの席を設け、それぞれの性格を把握して回ることにした。

　そのための時間を確保するため、夕刻になると転移門ポータルゲートで町の宿に戻り、じっくりと話し合いの時間を取ることにする。

　旅先で野営となると、やはり食事の用意や野宿の準備で時間を取られてしまうからだ。

　町に戻れば、その辺は宿にお任せできる。

「それじゃ今日のミーティングを始めるわよ。今日の議題はレイドの迂う闊かつさについて」

「俺、そんなミスしたか？　今日は堅実に立ち回っていたはずだが」

「それは結果論よ。前に出過ぎて後ろがほったらかしになってたわよ？　もしあそこで伏兵が現れたりしたら、マリアとわたしが危なくなるもの」

「そりゃそうだが、目の前の敵を速やかに処理した方が、結果的に後ろも安全になるだろ」

「前のめりな極論ね。物事がすべて上手うまく行くなんてことはないんだから、慎重に。万が一マリアに傷でも付いたら、猛たけり狂う人がいるんだから」

「あー、それは勘弁してもらいたいな」

　この会合ももはや十度を超える。慣れた口調で意見を交わし合う俺たち。

　回数を重ねるごとに互いの連携が深まっていくのは、戦闘の度に実感できている。

　その日にあった戦闘の反省会を一時間ばかり行ったところで、コルティナはパンと手を打った。

「それじゃ今日の反省会はここまで。次は意見の交換とか、なにかあるかしら？」

「意見ねぇ……強いていえば、マリアの俺への対応がまだ硬いかな？」

「うっ、それは努力しているつもりなんですが、やはり長年の教育というものは、どうにも……」

「ならばここは奥の手を出すしかあるまいよ？」

　唐突にマクスウェルが口を挟む。この爺さんは年の功を自称するだけあって、立ち回りも上手く、日ごろ控えめな態度を取っている。

　しかし、こうして口を開くと悪ガキのような悪戯いたずらしか飛び出してこないのだから、手に負えない。

　貴族然とした外見を維持しつつも、その言動から不思議と親しみやすい雰囲気を醸し出していた。

「奥の手？　何か妙案でもあるの？」

　長年の教育の矯正という難題に、コルティナもマリアには手を焼いていた。

　それを解決する手段があると聞いて、身を乗り出して尋ねる。

　マクスウェルはそんな彼女に、ニヤリと勝ち誇った笑顔を向けた。

「そこはそれ。古来より仲を進展させるには裸の付き合いと決まっておるじゃろう？」

「もう黙っとけ、ボケ爺い」

　どうしようもない提案を口にしたマクスウェルに、コルティナも笑顔を崩さないまま罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせる。

　悪いがこれに関しては、俺もコルティナと同感である。

「コルティナの意見に一票。爺さんは黙っとけ」

「ぬぅ、年寄りをぞんざいに扱うと罰が当たるぞぃ」

「そういうのは真っ当な意見を出してから言いなさいよ」

「私もさすがに殿方と入浴は早いと思います」

「マリアも、マジメに返してるんじゃない！」

「早くなければいいのか？」

「ライエルもそこに食いつかない!?」

「あ、酒がきれた」

「ガドルスは会話に参加してぇぇぇ！」

　四方八方からのボケ倒しにコルティナの顔が真っ赤になっている。多少可哀かわい想そうだとは思うが、面白いのでしばらく見ておこう。

　自分でいうのもなんだが、各地方の実力者として集められた俺たちだが、性格はしょせんこんなもんだ。

　下手に実力がある分、逆に手に負えない。無軌道に走り出す連中をまとめるコルティナの気苦労は、察するに余りある。

「ま、これ以上は意味もないだろう。変な会話だけが記憶に残っても困る。そろそろ解散にしないか？」

「え、ええ、そうね。マクスウェルが遊びだした以上、まともな話なんてできないわね」

「えらいいわれようじゃのぅ」

「ちょっとは自覚してよね」

　話し合いが終わっても、コルティナとマクスウェルはいつものようにやり合っていた。

　同時にガドルスが席を立ち、酒をもらいに一階の食堂へ向かう。

　マリアは汗を流しに浴場へ向かっていった。転移門ポータルゲートで宿に戻れるので、風呂付きのいい宿を取っている。

「待って、マリア。私も一緒に行く」

「いいわね。この宿のお風呂は獣人も一緒に入れるから素敵」

「そうね。レイドもちゃんと着替えるのよ！」

「お、おう」

　騒々しく二人が出ていく。残されたのは男たち三人だ。元々男たちが泊まる部屋で話し合いをしていたので、これはおかしいことではない。




　女性陣が退出した後、俺たちの部屋には沈黙が流れていた。

　なんとなく、気まずい雰囲気になっているのはなぜなのか？

「ところでレイドや」

「なんだよ、爺じいさん」

　そんな微妙な沈黙を破ったのは、案の定マクスウェルだ。

　この爺さんは空気を読むのが上手く、機転も利く。

「コルティナとはどこまで行ったのじゃ？」

「そこらのガキかよ!?　ってか聞くことはそれか？」

「いや、急に二人の仲が良くなったように思えての。何かあったのかと思っただけじゃ」

「それは俺も気になったぞ。あれだけ口喧げん嘩かしていたのに、急にレイドの態度が改まったからな」

　マクスウェルの言葉にライエルまで乗ってくる。こいつら、いい歳としして子供みたいに。

「いや、あいつもそれなりに苦労してるとわかっただけだ。いけ好かない奴ではあるが、努力は認めてやらんとな」

「それだけかの？」

「それ以外に何か？」

「ふむ……こちらはまだ花開くまでは時間がかかるか」

「だからなにがだよ」

「なに、エルフの古い言い回しじゃよ。気にするでない」

「俺にわかるようにいってくれ」

「すまんすまん」

　そういうと爺さんも席を立ち、部屋から出ていこうとした。

　ライエルはそれを見み咎とがめ、どこへ行くのか尋ねる。

「マクスウェル、どこへ行くんだ？」

「なに、ガドルス一人に酒を飲ませるのも癪しやくなのでな。ワシも食堂で相伴にあずかろうと思っただけじゃ」

「なら俺も行こう。こうして町に戻れるようになったおかげで、酒が飲めるのはありがたいな」

「野営では酔い潰れることができんからのぅ。レイドもどうじゃ？」

「俺はやめておく。お前らと付き合ったら、明日は二日酔い確定だ。それにここは地元じゃねぇんだから、酔い潰れたら質たちの悪い客に何されるかわかんねぇぞ？」

「ほっほ、お主は酒に弱いからの」

「お前らが強すぎんだよ！」

　俺の罵倒を受け流し、マクスウェルとライエルも退出していった。おかげでこの部屋には俺一人になる。

　ベッドの上に横になると、先ほどマクスウェルが口にした冗談が脳裏に浮かぶ。

　俺がコルティナと付き合う？

「へ……冗談だろ」

　彼女は敵国の人間で、この旅が終われば再び敵対する関係に戻る仲である。

　そんな女と付き合うなんて、あり得るはずがなかった。

　だがもし、そんなことができる状況になったら……？

　あの日のように、飲み物片手に談笑しながら、街をぶらぶら歩く。そんな毎日が訪れるとしたら──

「まあ……それも、悪くないかもしれないか」

　ぼそりと口に出し、その内容の気恥ずかしさに身み悶もだえする。一息ついてから、俺はベッドから降りた。

　去り際にコルティナが言った言葉。『着替えろ』というセリフを思い出したからである。

　俺は頭を二、三度振ってから、着替えを取り出す。どうせなら汗も流せば、一石二鳥だ。俺もコルティナたちと同じく風呂に入って、少し頭を冷やしてこよう。

　そんな他た愛あいもないことを考えながら、部屋を後にしたのだった。







あとがき




　はじめましての方は初めまして、そうでない方はお久しぶりです。

『英雄の娘として生まれ変わった英雄は再び英雄を目指す』の第三巻をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。




　すでに読まれた方はご承知でしょうが、この巻は全体として最初の転換点に当たる部分になります。

　それだけに見どころは多く、晃あき田た先生からも気合の入ったサービスカットを戴いただいて、今回もテンション高めになってます。

　内容の詳細については、あとがきから読まれる方もおられると思うので詳細は省きますが、この前の二巻はいわば序章。レイドが再び力をつけていくための、いうなれば修行編ともいえるエピソードでした。

　この後はある程度の力と協力者を得たレイドの、七転八倒の試行錯誤が始まります。

　その迷走のおかげですっかりドジっ子が板についてしまい、ｗｅｂ連載ではシリアスなシーンでも『ドジはまだ？』と頻繁に聞かれる始末です。

　戦闘では小細工を働くくせに、日常生活では直情径行な主人公なので、仕方ないかもしれません。

　そしてコルティナの色ボケもここから悪化していきますので、その辺もお見逃しなく。




　話は変わりますが、９月１日よりコミック版が「異世界コミック」（ComicWalker）様にて連載が始まっています。

　作画は試し読み版より引き続き言こと寺でらあまね先生に担当していただきました。ディフォルメされたキャラの使い方が上手く、コミカルなシーンを実に巧みに表現できる方だと思いました。

　正直ネームを見せていただいた時、『自分、こんな面白い作品書いたっけ？』と首を傾げるくらい楽しませていただきました。

　興味を持たれた方は、ぜひこちらも読んでみてください。損はしないですよ？

　徹夜できなかったニコルの表情や、「無い」の表現は一見の価値ありです。




　またラノベ総選挙２０１８において、16位に入賞するという快挙もありました。

　まさか勢いで書き始めたこの作品が、そこまで好評を戴いているとは思いもよらず……ソシャゲしながらラジオ感覚でニコ生を見ていて（原稿しろ）、突然拙作の名前が目に入って大変驚かされました。

　投票してくださった方には感謝の言葉もございません。本当にありがとうございました。




　最後になりましたが、三巻制作に当たり尽力していただいた担当さん、美麗なイラストを提供していただいた晃田先生に感謝を。

　特に晃田先生はコミケという修羅場が重なったようで、ご負担をおかけしてしまいました。

　私が言うのもなんですが、お体にはお気を付けください。

　そして一巻に引き続きファンレターをくださったＯさん。いつもありがとうございます。

　やはり読者からの反応が目に見える形で存在するというのは、とても励みになります。




　それでは、今回はこの辺りで終わらせていただきます。

　魔法少女に付き物のマスコットを得た、ニコルの活躍にご期待ください。

　次は最初の方でちらっと名前が出てきたあのキャラとか出る予定です。





鏑かぶら木ぎハルカ


















電子書籍特典　書き下ろし短編







　エリザベート・ウィネ＝ヨーウィは旅行から戻って来てからの娘の姿に、違和感を覚えていた。

　生活態度が激変したというわけではない。ただときおり、以前は好まなかったモノを口にするようになったからだ。

　現に今も、彼女が苦手としていたコーヒーを口にしている。

「レティ、あなたコーヒーは苦手じゃなかったかしら？」

　すました顔で……しかし脂汗を流しながら、朝食後のコーヒーを口に運ぶ娘に、不安げな顔でそう尋ねてみる。

　夫は放任主義ではあるが、逆にいえば細かなことに気を回さないタイプだ。おそらくこの変化には気付いていないだろう。

「ええ、でもニコルさんは平気で口にするんですもの。わたしだけが飲めないなんて、なんだかくやしいですわ」

「まあ、ニコルさんは味覚が大人ですのね。それともお友達の前で見栄を張っていたのかしら？」

「そういう雰囲気はなかったですけど……飲めるようにしておいた方がいいですよね、お母様」

「そうね。好き嫌いは少ない方が、私は好きかしら」

　意外と偏食の傾向がある娘が、それを治そうと頑張っている姿は、親として見ていて微笑ましい。

「じゃあ今晩はピーマン料理にするよう、コック長に言っておくわね」

「お母様、意外と容赦ないですわね!?」

　レティーナの味覚は苦みに弱い。コーヒーだけでなく、ピーマンやニガウリも食べられない。

　それを容赦なく食卓に並べようとする母の姿に、レティーナは戦慄していた。

　狼狽する娘をいとおし気に見つめるエリザベート。侯爵家の娘として、いまいち友達の少なかった娘だったが、どうやら良い友人ができたようだと確信する。

　その友人を連れてきてくれた六英雄に、彼女は感謝を捧げたのだった。




　　◇◆◇◆◇




「あら、ミシェル。今日はピーマン残さなかったのね？」

　朝食に出した野菜炒めの皿が、綺麗になっているのを見て、彼女の母は驚いた表情をして見せる。

　好き嫌いのない娘ではあったが、その娘の数少ない苦手分野が野菜の苦みだった。

　特にニガウリやピーマンなどという存在は、天敵といっていい。それが残さず食べられているのだから、驚くのも無理はない。

「だってニコルちゃんは平気で食べれるんだもん。わたしだって負けてられないよ」

「ニコル様はあんたと違って大人だからね」

「えー、わたしよりちっちゃいよ？」

「中身の話だよ、中身の！」

　ペシッと娘の頭を叩いてから、皿を片付けていく。猟師の朝は忙しいのだ。

　ミシェルは叩かれた拍子にプッと緑色の破片を噴き出した。

　まだ口の中に破片が残っていたようだ。

「一息に飲み込めないようじゃ、まだまだだぁね」

「そ、そんなことないし……」

「ほら、早く用意しないとニコル様に先を越されちまうよ！」

「あ、はぁい！」

　毎朝ニコルを迎えに行く。それは彼女の職務のようなものだった。

　ニコルはああ見えて夜が遅く、起きるのが遅い。そして目を離すと、すぐに倒れる。

　ニコルの健康管理は、もはやミシェルのライフワークと化している。

　そんな彼女が、ニコルよりも遅く家を出るなど、あってはならなかった。

「それじゃいってきます！」

「あぃよ。気を付けていくんだよ」

「はぁい！」

　勢いよく家を飛び出していく娘を見送りながら、ミシェルの母は解体道具の整備を始めたのだった。




　　◇◆◇◆◇




　ニコルは朝食に並べられたサラダを見て、珍しく顔をしかめていた。

　好き嫌いはあまりない彼女だったが、その日の朝食には数少ない苦手な食材が並んでいたからだ。

「……フィニア、わたしが山芋苦手なの、知ってるのに」

「好き嫌いの克服も、使用人の仕事だと思っております」

　どこか得意げにそう告げてきた彼女は、妙につやつやした顔をしていた。

　やはり温泉旅行で気力が充実したのだろう。

　だがニコルにとって問題はそこではない。目の前にはサラダにかけられた白い物体。

　食べるとかゆみを覚えるそれは、彼女の苦手な食べ物だった。

「それより早く食べませんと、ミシェルちゃんが来ちゃいますよ？」

「わかってるけどぉ」

「まあ、苦手克服は別の機会ですね」

　渋るニコルの姿を見て、小さく笑いながら別のサラダを差し出す。そちらには山芋がかかっていなかった。

　喜々としてフォークに手を伸ばし、サラダをほおばるニコル。隣には同じような姿勢で野菜を口に運ぶカーバンクルの姿もある。

　二人のその姿は小動物染みていて、見る者に笑いを誘う。

　ポリポリとレタスを齧る姿は、どっちが動物かわからない。

　人からは中身のように大人っぽくに見られても、気を抜くと外見通りの仕草を見せてしまうニコルだった。
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